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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　ＣＨ＠Ｒ
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プロローグ


一　調子に乗る勇者

二　南の女じよ王おう

三　もう一人の男性騎き士し

四　恋こいする乙おと女めたち

五　新たなる神かみ喰ぐい

六　真鎧霊装エクスマキナと獣騎化神エクスデウス



エピローグ





　あとがき











　プロローグ







「──よくぞ志願した。貴様の勇武なる決意を、私は心から誇ほこりに思おう」

　低く自信に満ち溢あふれた声こわ音ねでそう告げたのは、漆しつ黒こくのドレスに身を包んだ、十代半ば過ぎくらいの美少女だった。

　──レネシス＝フロー＝セシュベリア。

　東の軍事大国──〝セシュバ帝てい国こく〟を治める才さい媛えんにして、冷れい酷こくな気き性しようで知られる女じよ帝ていだ。

「はっ！　ありがたきお言葉にございます、陛下！」

　レネシスの前に立ち、恭うやうやしく敬礼するのは、彼女と同年代くらいの少女だった。

　軍服から見るに、セシュバ軍に属する騎き士しのようだ。

　レネシスが視線を左に逸そらせば、そこには鎖くさりに繋つながれた──いや、〝鎖を何本も撃うち込まれた〟、異形の死し骸がいがあった。

　この薄うす暗ぐらい室内で、唯ゆい一いつライトアップされたその巨きよ体たいは、体長五メートルほどの、巨大ゴリラ然とした異形だった。

　Ｂランク級神かみ喰ぐい──〝オラウタス〟だ。

　核かくである〝コア〟を抜ぬかれたオラウタスは、巨きよ像ぞうのような重量感で沈ちん黙もくしていた。

　レネシスは口元に笑えみを浮うかべながら、オラウタスの死骸に近づいていく。

「この実験が成功すれば、貴様は〝聖騎士〟に並ぶほどの力を手に入れることが出来るだろう。そしてその功績は、我わが国にさらなる発展をもたらすことになるだろう」

　振ふり返ったレネシスは、演技がかった口調で続ける。

「だが悲しいことに、これを成功させた者は、未いまだかつて一人も存在していない。それは何な故ぜか分かるか？」

　騎士は即そく答とうした。

「──志願した者たちが〝無能〟だったからです！」

「そう──まさにその通りだ。各おの々おのの気き概がいは立派なものだったが、結果を残せなければ、それもただの犬死に──貴様の言う〝無能〟というやつだ。──さて、貴様はどちらだろうな？　無能か？　それとも英えい雄ゆうか？」

　レネシスに促うながされた騎士は、軍服を脱ぬぎ捨て、生まれたままの姿で、オラウタスの下もとへと歩いていった。

　その直後、室内に響ひびいたのは、この世のものとは思えないほどの大絶ぜつ叫きようだった。






　一　調子に乗る勇者







「……セシュバを糾きゆう弾だんする、ですか？」

　眉まゆ根ねを寄せ、そう問うのは、真しん緋ひの頭とう髪はつをした美少女──アーク＝アーティファクターだった。

　通常の騎士たちよりも、一ランク上の騎士──〝聖騎士〟の制服に身を包み、難しい顔で楕だ円えん卓たくの前に着座している。

　彼女の周囲には、他ほかに二人の聖騎士たちの姿があった。

　彼女らの視線の先で、薄うすい胸を張るのは、絹糸のように透すき通った白はく髪はつを有する、この〝シルフェニス魄はく導どう騎き士し団だん〟の団長。

　そしてこの〝ヴァリエニス王国〟の女じよ王おうでもある人物。

　──ウェイレン＝オッド＝ウォーヴァリエニス。

　別名〝千年女王〟とも呼ばれている、年ねん齢れい不ふ詳しようの美少女だ。

　騎士団にいる時は、その美び麗れいな目元を仮面で覆おおい、〝ヴァストール＝セシュトゥーヴ〟という名で活動している。

　が、すでに正体は周知であり、彼女自身もそれを承知なのだが、この方が女王でいるよりも気分的に楽らしい。

　アークの問いに、ウェイレンは「当然じゃ」と八や重え歯ばを剥むき出しにして、怒いかりを露あらわにする。

「先の〝神かみ喰ぐい襲しゆう来らい事件〟により、我が国は多大なる打だ撃げきを受けた。幸い、小こ僧ぞうが〝真鎧霊装エクスマキナ〟を発動させたおかげで、最悪の事態を防ぐことは出来た。じゃが、それでも果か敢かんに戦い、そして命を落とした騎士たちのことを考えると、腸はらわたが煮にえくり返る思いじゃて」

　──〝神かみ喰ぐい襲来事件〟。

　二週間ほど前、ヴァリエニス王国を夥おびただしい数の〝神かみ喰ぐい〟どもが襲おそい来た。

〝神かみ喰ぐい〟とは、この世界に蔓延はびこり、人類を滅めつ亡ぼうへと追いやり続ける、異形の獣けものだ。

　人や動物どころか、同族までもを喰くらうやつらは、その強さによって〝六段階〟に格付けされている。

　すなわち、最弱の〝Ｅランク級〟から、過去に一度だけ現れたという、最さい凶きよう最さい悪あくの〝Ｓランク級〟に至るまでの六段階だ。

「団長のお気持ちは痛いほどに分かります。私たちも大切な教え子──いえ、仲間たちを大勢失いました……」

「そうじゃな。よもやあれほどの神かみ喰ぐいどもが襲来したなどという事案──過去にも類を見ないじゃろう。Ｅランク級が五〇〇、Ｄランク級が三〇〇、Ｃランク級ですら一〇〇近い個体数がおった」

「ええ。それだけに飽あきたらず、さらにＢランク級が五〇、Ａランク級が二〇、そしてＡランク級特とく殊しゆ体──〝マグシーラ〟までもが、我が国を襲いました」

　聖騎士は別として、通常はＢランク級を一体倒たおすだけで、騎士が約三〇人ほど必要となる。

〝聖騎士〟は、そのＢランク級を、単独で倒す戦力を持つ者に与あたえられる称しよう号ごうだ。

　しかしＡランク級ともなれば、聖騎士五人がかりでやっとこさ互ご角かく。

　並みの騎士では、相手にすらならないだろう。

「本当に小僧がおらなければ、今いま頃ごろはどうなっておったことか……。我が国は他国と比べても、圧あつ倒とう的てきに騎士の数が多い。Ｂランク級までなら、数のごり押しでなんとかなったやもしれん。じゃが、まさかＡランク級が二〇も現れるとはのう……」

　あの時の光景を思い出し、ウェイレンは堪たまらず両りよう肩かたを擦さすった。

「そうですね……。私もマグシーラの〝魄はく導どう粒りゆう子し砲ほう〟を受けた時は、救助されるまで、一ミリも動けませんでした……」

「じゃが、そなたはこうして生きておる。そこはさすがと申すべきかのう。マグシーラの粒子砲を耐たえた者など、未だかつて一人もおらぬじゃろうて」

「……恐おそれ入ります」控ひかえめに頭を下げるアーク。

　Ａランク級は二種類に分類されている。

　騎士たちの武装──〝鎧マ霊キ装ナ〟すら斬きり裂さくほど、鋭えい利りなブレードを有する、〝ノスフェリア〟と、魄はく導どう力りよくを収束させて放つ──〝魄はく導どう粒りゆう子し砲ほう〟を有する、〝ドラグディブロ〟の二種だ。

　その中でも、極きわめてＳランク級に近いと言われている、ドラグディブロの変異種。

　現段階で最強クラスの神かみ喰ぐい──それが〝マグシーラ〟だったのである。

「ともあれ、ヴァリエニスの被ひ害がいは思った以上に甚じん大だいじゃ。民衆に死者が出なかったのが、唯一の幸いじゃな……。しかし迎げい撃げきに出た騎士たちの、おおよそ三割が、やつらに命を奪うばわれ、聖騎士を二人も失うという結果となってしまった……」

『……』

　空席となった二つの席に視線を送り、一同は沈ちん痛つうな表情を浮かべる。

「今も復興作業は続いておるが、未だに家や畑、店を失った民たみも数多い」

　まさに〝亡国の危機〟とも言える大災害──それが二週間前に起きた、〝神かみ喰ぐい襲来事件〟だった。

「そなたらも分かっておるとは思うが、これは偶ぐう発はつ的に起きたものではない。東の軍事大国──〝セシュバ帝国〟の策略によるものじゃ」

「ゆえに糾弾されると？」とアーク。

「そうじゃ。このまま黙だまっておるほど、妾わらわは人間が出来てはおらぬ」

　静かにそう語るウェイレンだが、口調には確かな怒りが練り込まれていた。

「ですが、相手はあのセシュバ──〝レネシス〟さまです。一ひと筋すじ縄なわではいかないお相手かと……」

「それは分かっておる。妾とて、レネシスとは因いん縁ねん浅からぬ間あいだ柄がらじゃからのう」

　机に頬ほお杖づえを突つき、唇くちびるを尖とがらせるウェイレンに、「シトラス局長にはご相談を？」と聖騎士の一人が尋たずねる。

「もちろんじゃ。今は証しよう拠こ集めに力を注いでくれておる」

　なるほど……、と頷うなずく聖騎士。

「団長のお考えは分かりました。しかしどうやってセシュバを糾弾されるおつもりですか？　専用回線を使用したとしても、向こうはまともに取り合わないでしょうし……。まさかとは思いますが、団長自らセシュバに赴おもむくと……？」

　件くだんの事件後より、すでに〝ヴァストール＝ウェイレン〟として話を進めているアーク。

「冗じよう談だんを申せ。あのようなところに出向くなど、天地がひっくり返ったとしてもお断りじゃわい」嫌いやそうに舌を出すウェイレン。

「ではどうされると？」

　さらに問うてくるアークに、ウェイレンは不敵な笑みを浮かべた。

「くふふっ、お誂あつらえ向きなのがあるじゃろうて──〝南〟の方でな」

「まさか……っ!?」目を見開くアーク。

　ウェイレンは大きく頷き、告げた。

「そう──〝五国会議〟じゃ」




　団長室で会議が行われている頃ころ。

　模も擬ぎ戦せん闘とう用のフィールド内では、一人の少年が、テンション高めに声を上げていた。

「今の俺は最強だぜ！　どっからでもかかって来ーい！」

　幼い頃より、〝異世界の勇者〟に憧あこがれ、自らこの世界へとやって来た少年。

　そして史上初の〝男性騎き士し訓練生〟となった──斎さい賀が諫いさ斗とである。

　今までは復興作業の方に関かかわっており、訓練は二週間ぶりということもあってか、相当気合いが入っているようだ。

「本当にいいんだな？　あまり調子に乗っていると、痛い目を見るぞ？」

　と、目の前で子どものようにはしゃぐ諫斗に忠告したのは、怜れい悧りな顔立ちを有する、金きん髪ぱつ蒼そう眼がんの美少女。

　シルフェニス魄はく導どう騎き士し団だんは、エストーナ小隊所属の騎士にして、諫斗の世話役──ルナティ＝アスラシアだ。

　騎士は女性にしかなることが出来ない──それがこの世界の常識とされていた。

　ゆえにこの世界では、女性の方が発言力が強く、それこそ〝女じよ尊そん男だん卑ぴ〟と言っても過言ではないほどであった。

　だが異世界から来た諫斗には、何な故ぜか男には存在しないはずの、騎士になれる適性──〝鎧がい核かく適てき合ごう値ち〟が宿っていた。

　さらには〝命いのち懸がけで女の子たちを守る〟〝必ずこの世界を救う〟など、こちらの世界の男たちが、絶対に言わないであろう言葉を豪ごう語ごした。

　それゆえ、女王であるウェイレンは、彼の〝可能性〟を信じ、不ふ審しん者として拘こう束そくされていた諫斗を、騎士訓練生として迎むかえ入れたのである。

「そうだぜ？　諫斗。いくらお前が〝真鎧霊装エクスマキナ〟を使えるからって、あたしら三人を同時に相手にするのは、少し舐なめすぎってやつじゃねえのか？」

　拳こぶしをぼきぼきと鳴らし、不敵な笑えみを浮うかべる、健康的な褐かつ色しよく肌はだの、男勝まさりな美少女。

　──ロゼッタ＝スティーアー。

　諫斗やルナティと同じく、エストーナ小隊に属する騎士だ。

「そうですわよ、斎賀君。しかも相変わらずの無手なんて……。〝女性に刃やいばは向けない〟という、その心意気は素す晴ばらしいと思います。けれど、無手で私たち三人を相手にするのは、副隊長でも難しいのではなくて？」

　呆あきれ気味の声を諫斗にぶつけるのは、ロゼッタの同期であり、やはり同じエストーナ小隊の騎士。

　──メナス＝リングロング。

　縦巻きの髪かみ型がたと、どこか色いろ香かのある雰ふん囲い気きを持つ美少女だ。

「大だい丈じよう夫ぶさ。調子になんて乗ってないし、舐めてもいない。確かに難しいかもしれないけれど、俺はあの時の戦いで、〝何か〟を掴つかんだ気がするんだ」

「……ふむ。ならば君が掴んだという、その〝何か〟を、存分に試ためさせてもらうぞ！」

「そうだな！」

「ええ！」

　諫斗を除いた三人が、ほぼ同時に虚こ空くうを叩たたく。

　すると、まるでガラスが割れたかのように、空間に穴が開き、そこから彼女らの武装──〝鎧マ霊キ装ナ〟が姿を現した。

「ふんっ」

　純白の槍やりを構えるルナティ。

「よっしゃあ！」

　金色の籠こ手てと脛すね当あてを身につけるロゼッタ。

「はっ」

　そして薄うす桃もも色いろのレイピアを抜ぬくメナス。

　鎧マ霊キ装ナには〝クラス〟があるが、ロゼッタは前回の戦いで、一クラス上がったらしく、鎧マ霊キ装ナの色が、〝蒼あお〟から〝金〟へと変へん貌ぼうしていた。

「──ふっ」

　対する諫斗も、丹たん田でんに力を込こめ、鋭するどい視線を彼女らに向ける。

　辺りの空気が張り詰つめる中、ルナティは静かに告げた。

「では──行くぞ！」




「…………はあ」

　当然の如ごとく医務室送りになった諫斗を前に、ルナティはすこぶる大きなため息を吐ついた。

　ベッドに寝ねかされた諫斗の顔は、ところどころ腫はれており、現在進行形でアイシングが行われている。

「いてえ……」

「だから言っただろう？　〝調子に乗ると痛い目を見る〟と。自業自得だ、このバカ勇者」

「うっ……」

　ルナティにそう冷たく突き放され、諫斗はなんの反論も出来なかった。

「まああたしもこうなるんじゃねえかとは思ってたんだけどな。戦せん闘とうがイメージ通りに行くなんてことは、まずねえしな」

「ぬぬ……」

「そうですわね。斎賀君は『〝何か〟を掴んだ』と仰おつしやっていましたけれど、それはきっと真鎧霊装エクスマキナ状態でのみ出来ることだったのでしょう」

「……」

　三人からお叱しかりの言葉を受けた諫斗は、「そんなに言わなくても……」と布ふ団とんの中で一人涙なみだを流していた。

　確かに諫斗は、神かみ喰ぐい襲しゆう来らい事件の際、マグシーラを取り込み、〝真鎧霊装エクスマキナ〟を発動させた。

　──〝真鎧霊装エクスマキナ〟。

　それはヴァリエニスの兵器開発技術研究局局長──シトラス＝ファファニールが描えがいていた、究極の戦闘構想。

　騎士たちの身体からだに宿る神かみ喰ぐいのコア──〝鎧がい核かく〟の力を最大限に引き出すことで、通常の何十、何百倍もの戦闘力を得るというものだ。

〝鎧がい核かく〟は、人工的に制せい御ぎよされた〝神かみ喰ぐいのコア〟である。

　ゆえに神かみ喰ぐいの〝意志〟を有し、〝捕ほ食しよく本能〟を持っている。

〝鎧マ霊キ装ナ〟は、この鎧がい核かくに一度武装を取り込ませ、それを騎士自身が取り込むことで、武装を肉体の一部として扱あつかう技術だ。

　とはいえ、基本的には鎧マ霊キ装ナ化か後の〝武装〟のことを指す。

〝真鎧霊装エクスマキナ〟と〝鎧マ霊キ装ナ〟の主な違ちがいは、鎧がい核かくより取り出せる〝魄はく導どう力りよく〟の差にある。

　神かみ喰ぐいの持つ超ちよう常じよう的てきな力──〝魄はく導どう力りよく〟。

　これを無理矢理使えるようにしたのが、先の〝鎧マ霊キ装ナ化か〟であるが、異形の力を人の身で扱うには、やはりそれなりの〝リスク〟があった。

　取り出せる魄はく導どう力りよくには限界があり、それを補うため、肉体の一部となった〝武装〟に無理をさせるのだ。

　当然、鎧がい核かくはそれぞれのランク級同等の力を持っている。

　が、人の身では全開の力を使うことは出来ない。

　鎧がい核かくの力を全開にさせるということは、すなわち制御していた神かみ喰ぐいの意志を剥むき出しにするということ。

　つまりは逆に喰くらわれ、身体を乗っ取られるかもしれないのだ。

「やはりそろそろ〝無手で訓練に臨む〟という姿勢を考え直すべきだ」

　さらに駄だ目め出だしするルナティ。

「たとえ訓練でも、私たちに刃を向けたくないという君の気持ちは、私だって分からなくはない。それを貫つらぬこうとし続けるのも、並なみ大たい抵ていの精神力では出来ないことだ」

　しかし！　とルナティは声に厳しさを孕はらませて続けた。

「それでこうも無む惨ざんにやられていては、本当にやる気があるのかと疑いたくなってくる！　もちろん君が真しん剣けんに強く在あろうとしていることは知っている！　だが──いや、だからこそ、私は憤いきどおりを覚えずにはいられない！　そろそろ君も騎士としての自覚を」

「──ルナ、その辺にしておきなさいな」

「し、しかし……」

「そうだぜ？　ルナ。確かに諫斗はあたしらに刃を向けたりはしねえ。でもその分、隠かくれて自主練しまくってるのは、ルナだって知ってんだろ？」

「そ、それは……」思わず口ごもるルナティ。

　諫斗が人知れず剣の腕うでを磨みがき続けていたことは、彼女も知っていた。

　夜中に訓練場に赴いては、素す振ぶりや型などを何千、何万回と繰くり返し、ダミーの神かみ喰ぐい相手に、明け方まで戦い続ける。

　それでも次の日には、平然と座学に出席し、ルナティとの模も擬ぎ戦せん闘とう訓練も、無手だが本気で取り組んでいた。

　それを全すべて承知だからこそ、ルナティは諫斗の身体が心配だったのだ。

　このまま無理をして、もし倒たおれでもしたら……、と。

　もちろんそんなことは、恥はずかしくて本人どころか、他ほかの誰だれにも言うことは出来ない。

　ゆえにルナティは、口を横に結び、メナスたちの話に耳を傾かたむけ続けていた。

「な、なんだよ、バレちまってたのか……」

「当然ですわ。結界は張られていても、完全に音や振しん動どうを遮しや断だんすることは不可能ですからね。というより、自室のディスプレイに〝模擬戦闘訓練中〟の表示が出ていますのよ？」

「そ、そうなのか!?」

　初聞きだったと見え、諫斗は目を丸くしていた。

「ああ。小隊員が訓練場を使うと、自動的に表示されるんだ。だからあたしらはもちろん、副隊長や団長、局長、後は司令部のやつらも皆みんな知ってるぜ？　まあメニィが言ったように、音だの振動だのが響ひびくから、他の騎き士したちも知ってると思うけどな」

「そ、そうだったのか……」

　隠れて訓練していたつもりが、ただの安あん眠みん妨ぼう害がいになっていたと知り、諫斗はがっくりと肩かたを落としていた。

「まあそんなに落ち込むなよ。お前がそれだけ頑がん張ばってるって、皆に知ってもらえたんだしさ」

「いや、俺は別に……」

　そんなつもりはなかったんだけど……、と呟つぶやいた諫斗に、メナスは優やさしい微ほほ笑えみを浮かべた。

「ふふ、いいじゃないですか。先の神かみ喰ぐい襲来事件以降、斎賀君の評価は鰻うなぎ登のぼりですし、なんだかんだ言っても、皆あなたを頼たよりにしていますわよ？」

「そ、そうか？　俺はただ皆を神かみ喰ぐいどもから守りたいだけなんだけど……。でも、頼ってくれているなら、それはすげえ嬉うれしいな。ありがとう」

　にっと歯を見せて笑う諫斗に、メナスの頬ほおが桜色に染まる。

「はい。そのお言葉、彼女たちの代表として、私──メナス＝リングロングが受け取らせていただきますわ」

　でも──、とメナスは人差し指を立て、忠告した。

「無理して倒れるようなことだけは、絶対にしないでくださいね」

「おう！」

「……むぅ」

　力強く頷うなずく諫斗の姿を横目で見ながら、ルナティは一人不ふ機き嫌げんそうに頬を膨ふくらませていた。




　──無理をして倒れるようなことだけは、絶対にしないで欲しい。




（それを言いたかったのは、私なのに……）

　そうルナティは、沈しずんだ表情で、内心独りごちていた。




　館内放送で、ブリーフィングルームへの招集を確かく認にんした、エストーナ小隊の四人は、医務室を出て、廊ろう下かを急いでいた。

　諫斗の隣となりをメナスが歩き、その後ろをルナティとロゼッタが並んで歩く。

　しかしルナティが何やら思い詰めているような表情をしていたので、ロゼッタは気を利きかせて、諫斗たちの方に話を振ふっていた。

「……」

　道すがら、ルナティは考えていた。

　──もう少し諫斗に優しくするべきだろうか？　と。

　……どうなのだろう？

　自分は諫斗のためを思って、わざと厳しく指導してきたつもりだ。

　確かに最初は、「なんでこんなやつのお守りなんか……」と感情が先に出てしまったこともある。

　だが、今は違う。

　自分の信念を絶対に曲げず、それを貫こうとする、〝斎賀諫斗〟という個人に対し、自分は尊敬の念すら抱いだいている。

　だから自分は、彼に〝調子に乗るな〟と度たび々たび注意してきた。

　戦闘で一番危ない瞬しゆん間かんは、〝勝利を確信した時〟だから。

　調子に乗って、命を落とすようなことにだけは、絶対になって欲しくなかったからだ。

　そうでなくとも、騎士たちの殉じゆん職しよく率りつは高いのだ。

　どんなに厳しい訓練に耐たえたとしても、聖騎士としての素質を発揮する者は稀まれだ。

　例外はあるが、その聖騎士たちですら、単騎ではＡランク級に及およびはしない。

　自分たちと神かみ喰ぐいどもには、それほどまでに大きな〝差〟があるのだ。

　神かみ喰ぐい襲来事件の時も、本来ならば、諫斗は死んでいたはずだった。

　自分を庇かばって、マグシーラに喰らわれ、そこで終わるはずだったのだ。




　──しかし諫斗は生せい還かんした。




　逆にマグシーラを取り込み、〝実現不可能〟と言われていた、〝真鎧霊装エクスマキナ〟を発動させた。

〝奇き跡せき〟とは、ああいう時に用いる言葉なのだろう。

　あの時、あの場所、あのタイミングで──諫斗はどんな神かみ喰ぐいをも上回る、〝究極の存在〟となったのだ。

　それにより、ヴァリエニスは亡国の危機から脱だつし、自分たちも生き延びることが出来た。

　だが自分の予想通り、真鎧霊装エクスマキナを手にした諫斗は、再三に渡わたって言い聞かせてきたにもかかわらず──調子に乗った。

「〝何か〟を掴つかんだ」というのは、恐おそらく本当のことなのだろう。

　自分たち騎士には、窺うかがい知れないほど強大な力──〝真鎧霊装エクスマキナ〟。

　その力の奔ほん流りゆうの中で、諫斗は自分たちには分からない、〝何か〟を掴んだのだ。




　ゆえに少々期待したのだが──現実はそう上う手まくはいかなかった。




　ならば今まで以上に訓練し、上手くいくようにしなければならない。

（……私は間違っているのか？）

　信念を曲げてしまうことにはなるだろう──だが、それでも次に進むためには、諫斗にも覚かく悟ごを決めてもらいたい。

　そう思う自分の考えは、果たして間違っているのだろうか？

　それとも──。

「──ぶっ!?」

「……うん？　何やってんだ？　ウナティ」
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　振り返り、小首を傾かしげる諫斗。

　思案に耽ふけっていたルナティは、諫斗たちが立ち止まったことに、気がつかなかったのだ。

「……うぅ……なんでもない……」

　赤くなった鼻頭を擦こすりながら、些いささか涙なみだ目めになっているルナティだった。




　ブリーフィングルームに姿を現したアークに、一同は立ち上がり、敬礼する。

　彼女こそが、諫斗たちエストーナ小隊の〝副隊長〟だからだ。

「楽にしていいわ」と言われ、一同は再び席に着いた。

　席順はとくに決まっていないが、世話役として、ルナティは諫斗の隣に座っていた。

　正面に設置されていた、大型ディスプレイの前に立ったアークは、皆みんなの様子を見渡した後、開口一番こう告げた。




「──セシュバを糾きゆう弾だんすることが決まったわ」




「「「──っ!?」」」

　驚おどろく小隊員たちの傍かたわらで、諫斗だけは「どういうことだ？」と意味が分かっていないようだった。

「順を追って説明するけれど、私たちヴァリエニスが、神かみ喰ぐいどもの襲しゆう撃げきに遭あい、国の存亡を問われたことは、皆記き憶おくに新しいと思うわ」

『……』無言で頷く一同。

　現在も大多数の騎士たちが、復興に駆かり出されてはいるが、市街地に残った事件の爪つめ痕あとは大きく──そして深過ぎた。

　これが人々の記憶から薄うすれる日は、きっと遥はるか遠い先のことだろう。

「神かみ喰ぐいが人を襲おそう──これだけで言えば、私たちにとっては日常茶さ飯はん事じの出来事よ。けれど、今回の襲撃は偶ぐう発はつ的に起こったものではなく──〝人じん為い的に起こされた〟襲撃だった。女じよ帝てい──〝レネシス＝フロー＝セシュベリア〟率いる、東の〝セシュバ帝国〟によってね」

「あの山やま間あいにいたやつらだな？」と諫斗。

「ええ。あなたが真鎧霊装エクスマキナを発動させてくれたおかげで、どうにか進軍だけは防ぐことが出来たわ。まあでも、個人的には、〝威い嚇かく〟じゃなくて、〝壊かい滅めつ〟させて欲しかったけれど」

　神かみ喰ぐい襲来事件の折、諫斗は東の山間にまで迫せまっていたセシュバの軍を、威嚇攻こう撃げきだけで撤てつ退たいさせていた。

　当然、殺されかけたアークにとっては、逆に殺してやりたいと思ったことだろう。

「……悪いな。確かにすんげえ頭にきたんだけど、〝鎧がい核かく〟の反応を感じたからな。ならあそこには騎き士し──〝女の子〟がたくさんいたってことだろうし……」

　諫斗の言葉を聞いたアークは、小さく嘆たん息そくした。

「……ふう。まあいいわ。ただこれだけは覚えておいて。その信念こそが、勇者君の良いところであり、逆に〝最大の弱点〟でもあるということをね」

「……ああ、分かった」

「では話を戻もどしましょう」

　皆に向き直ったアークは、ディスプレイに地形図を表示させた。

　ヴァリエニスではない、どこか別の国のようだ。

「八日後の正午に、ここ──南の〝クレリア王国〟で、主要五カ国の首脳による会談──〝五国会議〟が行われるわ」

「〝主要五カ国〟ってのは、ヴァリエニスを中心に、東西南北それぞれにある、大きな国のことだっけか？」

　諫斗がそう尋たずねれば、アークは頷うなずき、詳しよう細さいを語った。

「ええ、そうよ。この〝クレリア王国〟から時計回りに、西の〝サハギニア公国〟、北の〝アラク王国〟、東の〝セシュバ帝国〟と来て、中央が我ら〝ヴァリエニス王国〟よ」

「なるほど。そのお偉えらいさん方が集まって、色々と話し合うわけか」

　ふむふむ、と諫斗は腕うでを組みながら頷いていた。

「そう──それが〝五国会議〟よ。毎年この時期に、現クレリア王の主しゆ催さいで行われるわ。舞ぶ台たいとしては申し分ないでしょう？　そこで陛下は、今回の事件について、各国の首脳方に、セシュバの是ぜ非ひを問うことを決断されたの──私たちエストーナ小隊を護衛としてね」

「──質問があります」

　すっと手を上げたのは、ルナティだった。

「何かしら？」

「いえ、〝エストーナ小隊〟ということは、諫斗も同行するということですか？」

「もちろんよ」

　当然の如ごとく頷くアークに、ルナティは眉まゆ根ねを寄せた。

「個人的な意見ですが、諫斗はヴァリエニスに残すべきです」

「なんでだよ!?　俺だって〝クレギニア合衆国〟に行きたいぞーっ！」

　案の定、反発した諫斗に、「どこだそれは!?」とルナティも突つっ込みを入れる。

「──って、君がそうやって変なことばかり言うから、いつも話が進まないんだ！　大事な話なんだから、少し静かにしていろ！」

（おう。これならいいか？）

　こそこそと耳打ちする諫斗に、ルナティも満足げな様子だった。

「うむ。そのくらいの小声でなら──って、そういう意味ではない！」

「──ルナ」

「す、すみません……」

　アークに諭さとされ、ルナティは小さくなった。

（まあそう気を落とすなよ）

（どうもありがとう！）

　両目を吊つり上げながら礼を言うルナティに、アークはため息を吐つきつつも、「それでどういうことかしら？」と説明を促うながした。

「あ、はい。〝真鎧霊装エクスマキナ〟を持つ諫斗は、言うなれば、我わが国の〝最高戦力〟です。国力の疲ひ弊へいした現在の状じよう況きようで、守りの要かなめである彼を、国外に連れ出すべきではないと考えたのですが……」

「確かに。今の状況を鑑かんがみるなら、ルナの意見通りにするのが最善でしょう」

　アークの同意を得られたルナティは、表情に自信を取り戻す。

「で、では」




「──しかーしっ！　そうは問屋が卸おろさぬのじゃーっ！」




『──っ!?』

　が、突とつ如じよとして響ひびき渡った第三者の声こわ音ねに、アークを除いた小隊員たちは、驚きの表情を見せた。

　振ふり返って見れば、ヴァストールことウェイレンが、いつの間にやら天てん井じようの隅すみに張りついていたのだ。

　何な故ぜそんなところに……、と怪け訝げんに思う一同の前で、ウェイレンは「ほっ！」と空中で一回転した後、両腕をずびっと上げ、着地した。

　そのままアークのいるディスプレイの方に、歩を進めるウェイレン。

　途と中ちゆう、「よう、姫ひめさん」と諫斗が手を上げながら挨あい拶さつした。

「うむ。──さて、話は全すべて聞かせてもらったぞ」

　仮面で隠かくされてはいるが、神しん妙みような顔のウェイレンに、一同は「聞かせてもらったも何も、あなたが考えたのでは……」的な半眼をぶつけていた。

「ヴァストール団長。一応お伺うかがいしたいのですが、いつからあの場所に？」

　メナスの質問に、ウェイレンは薄い胸を張って告げた。

「じゃから申したじゃろう──そなたらが入室する前じゃ！」

『……』

　言葉も出ない小隊員たちだった。

「ともあれ、それはよい。──シトラスや、そなたもそろそろ出て参れ」

「……了りよう解かい」

　がこんっ、と通気ダクトから現れたのは、ぶかぶかの白衣を纏まとった眼鏡の美少女だった。

　シルフェニス魄はく導どう騎き士し団だん本部──〝大聖堂〟の、兵装開発技術研究局──通つう称しよう〝兵技研〟の局長──シトラス＝ファファニールだ。

「よう、局長さん」

「……はろー」

　ウェイレンの登場で、すでに何が来ても驚かなくなった一同は、すんなりと彼女の存在を受け入れていた。

　二人が現れたことを確かく認にんしたアークは、彼女らにポジションを譲ゆずり、部屋の隅へと移動した。

　どうやら最初から打ち合わせていたようだ。

「さてさて、ここからは妾わらわたちが説明することにしようかのう」

「……のう」

　言いながら、シトラスはウェイレンと同じく、そのほぼ垂直な胸を張った。

「確かに我が国は、先の襲来により、大打撃を受けた。三割の騎士と、聖騎士を二人も失ってしまった今、〝真鎧霊装エクスマキナ〟を持つ小こ僧ぞうと、聖騎士のアークがここを離はなれるのは、愚おろかな選せん択たくじゃと思われても仕方がないじゃろう」

　じゃが！　とウェイレンは声を張り上げる。

「じゃからこそ、妾はそこに懸かけてみることにした！　セシュバの女帝──レネシスの性格ならば、必ず会議に出席する！　何故なら──」

　そこで一度〝溜ため〟に入ったウェイレンは、仮面の下の瞳ひとみをかっと開き、告げた。




「──あやつは妾のしょぼくれた顔を見るのが大好きだからじゃ！」




『……』「……ワー」

　シトラスが相変わらずの低いテンションで、ぱちぱちと手を叩たたく。

　場は完全に白けているが、ウェイレンは構わず話を続けた。

「まあ今のは八割方本気じゃが……。もちろんそれだけが理由ではない。セシュバは〝軍事大国〟じゃ。兵器の開発においては、五国の中でもあやつらが頂点じゃろう──やり方は別として、じゃがな」

「つまり〝兵器の売り込み〟を行うということですか？」

　ルナティが問いかければ、ウェイレンは「うむ」と大きく頷いた。

「まさにその通りじゃ。騎士発はつ祥しようの地であり、騎士、聖騎士ともに最多を誇ほこるヴァリエニスが壊滅した──この事実だけは、どうあっても消すことは出来ぬ。その状じよう況きよう下かで、自国にない強力な兵器を目の前に出されれば、他国の首脳たちは挙こぞって手を出すじゃろう」

「……そして兵器の交こう渉しようについては、例外なくレネシスさま自身が行っている。……だから陛下は、今回も必ず出席すると踏ふんでいる。……彼女さえ出てくれば、最悪ヴァリエニスに攻こう撃げきが始まったとしても、あなたたちで捕とらえることが出来る。……でしょう？」

『──』

　シトラスに自信を問われ、小隊員たちは、全員が無言かつ力強く首しゆ肯こうした。

「大だい丈じよう夫ぶさ。その時は、俺がその〝ネッシー〟ってのを捕つかまえてやるぜ！　そんでヴァリエニスへの攻撃を止やめさせる！」

「うんむ。期待しておるぞ、小僧」

　ちなみに〝ネッシー〟ではなく、〝レネシス〟じゃがな、という声は、当然、諫斗の耳には届いていなかった。

「はっはっはっ！　任せとけ──って、いてえっ!?　何すんだよ!?　ウナティ！」

　調子に乗って高笑いを響かせる諫斗に、ルナティが半眼ででこぴんをぶつける。

「……ふんっ」

「……？」

　ぷいっとそっぽを向くルナティに、困こん惑わくの視線を送りながら、諫斗は赤くなったおでこを擦さすっていた。






　二　南の女じよ王おう







「うおおっ！　なんか見えてきたぞ！」

　興奮のあまり、諫いさ斗とは手すりから身を乗り出し、瞳を輝かがやかせた。

　クレリア王国の〝外部防ぼう御ぎよ壁へき〟が見えてきたのだ。

〝外部防御壁〟というのは、国全体をぐるりと囲う、高さ三〇メートルほどの特とく殊しゆ合金製防壁のことだ。

　これとドーム状の〝内部防御壁〟によって、ヴァリエニスを始めとした国々は、外敵脅きよう威いから守られている。

　ブリーフィングルームでのミーティングから一週間。

　諫斗たちエストーナ小隊は、ウェイレンを護衛しながら、ホバーボードが大きくなったような乗り物──〝地ち行こう艇てい〟に乗り、クレリアへと向かっていた。

　操そう舵だ輪りんを操あやつるのは、この中で最も運転の上う手まいアークだった。

「こら、危ないぞ」

　席に座るルナティに、注意を受けた諫斗だったが、

「ほら、ウナティも見てみろよ！」

「──ちょっ!?」

　逆に彼女の手を引き、自分の隣となりへと誘さそった。

「……」

　諫斗の手の温ぬくもりを感じ、ルナティの頬ほおにも桜色が宿る。

　二人が見み据すえるその先には、ヴァリエニスとほぼ同じ防御壁が、ずらりと屹きつ立りつしていた。

「あれがクレギニア合衆国か？」

「クレリア王国だ。そういえば、君は他国へ行くのは初めてだったな？」

「おう！　だから楽しみでさ！」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおを見せる諫斗に、ルナティの顔も鮮あざやかさを増す。

　無意識のうちに、重ねた手を握にぎる力も、少しだけ強さを増していた。




　門の前で検問を済ませた一行は、そのまま市街地へと進んだ。

「ここがクレギニア合衆国かあ。なんか賑にぎやかなところだなあ」

　額に手をあて、辺りを見み渡わたしては「おお！」と声を上げる諫斗。

「うん。このクレリア王国は、五大国の中でも、経済的に最も発展している国でな。対神かみ喰ぐいへの意識も最も強く、ゆえに〝人同士での争いはしない〟という──〝永久中立〟の立場を堅けん持じしている国でもあるんだ」

「へえ、そうなのかあ」

　経済が発展しているためか、クレリアの建物群は、質素な感じのヴァリエニスとは違ちがい、色取り取りに彩いろどられていた。

「ほら、二人とも。そろそろお城に到とう着ちやくするから、きちんと姿勢を正しなさい」

　アークに言われた諫斗たちは、「了解っ」と正面──〝クレリア城〟へと向き直った。




「──ようこそいらっしゃいました、ウェイレンさま。そして護衛の皆みなさま」

　市街地を抜ぬけ、クレリア城に到着した諫斗たちを出で迎むかえたのは、クレリアの現女王──イクリピア＝ソート＝クレリンカだった。

　常に微ほほ笑えみを絶やさず、柔やわらかい物もの腰ごしと柔にゆう和わな性格で、国民の信しん頼らいも厚い美少女である。

　ちなみにまだ一七歳という若さだ。

　アークを始めとした、小隊員たちとシトラスが、皆一いつ斉せいにイクリピアに対して跪ひざまずく。

　もちろん棒立ちだった諫斗も、「──ぐえっ!?」とルナティに首根っこを掴つかまれ、強制的に跪かされていた。

「うむ。変わりはないかえ？　イクリピア」

　今日のウェイレンは、きちんと正装をし、目元の仮面も外していた。

　宝石のような真しん紅くの双そう眸ぼうと、幼さの際きわ立だつ柔らかそうな顔の輪りん郭かく。

〝千年女王〟の異名を持つ彼女だが、ぱっと見た年の頃ころは、せいぜいが一〇歳前後くらいだろう。

〝美少女〟というよりは、〝美幼女〟の単語が似合う、年ねん齢れい不ふ詳しようの〝美女〟──それがウェイレンという女性だった。

「はい、おかげさまで。それより此こ度たびのことに関しましては、本当になんとお言葉をおかけしたらよいか……」

「構わぬ。確かに我わが国は未み曾ぞ有うの大災害に見み舞まわれ、騎き士しもおおよそ三割を失った。じゃが、その騎士たちの犠ぎ牲せいにより、民たみは皆無事じゃ。それだけでも喜ばねば、盾たてとなった彼女らも浮うかばれぬ」

「そうですね……。国の礎いしずえとなった彼女たちのご冥めい福ふくを、私は心よりお祈いのりいたします」

　祈りを捧ささげるイクリピアの姿に、ウェイレンも口元を和やわらげた。

「うむ。感謝するぞ、イクリピア」

「いえ、人として当然のことですので。──皆さまもどうぞ楽にしてくださいませ」

「おう、じゃあ遠えん慮りよなぐあっ!?」

　立ち上がる途と中ちゆうで、再びルナティに掴まれる諫斗。

「君は何を普ふ通つうに立ち上がろうとしているんだ!?」

「いや、だってあの子が──いてっ!?」

　指を差そうとした諫斗の手を、即そく座ざにはたき落とすルナティ。

「指を差すな、指を！　こういう時は、仰おつしやられても跪いたままでいるのが礼れい儀ぎなんだ！」

「そうなのか……。それはすまなかったな、ククピリアさん。──あいてっ!?」

　ルナティにゲンコツを見舞われ、諫斗は少々涙なみだ目めになっていた。

「このバカ勇者！　〝ククピリア〟ではなく、〝イクリピア〟さまだ！　国外でくらい、きちんと名前を覚えておけ！」

「──二人とも、いい加減にしなさい。イクリピア陛下の御ご前ぜんよ」

「「……はい」」

　アークの低い声こわ音ねと鋭するどい眼光に、思わず竦すくみ上がる諫斗たち。

　そんな彼らにも、イクリピアは「ふふ、面おも白しろい方々ですね」と微笑んでいた。

「ところで、ウェイレンさま。もしかしてこの方が例の……？」

「そうじゃ。こやつが斎さい賀が諫斗──〝史上初〟とも言える、男の騎士訓練生じゃ」

　腰こしに手を当てて胸を張るウェイレンに、イクリピアは「まあ！」と表情を明るくさせた。

　諫斗の下もとへと赴おもむいたイクリピアは、じろじろと彼のことを、四方八方から食い入るように眺ながめる。

「やはりそうでしたか。へえ、この方が……。なるほど……。ふむふむ……」

「……うん？」

「──あ、申しわけございません！　ついどのような方なのかと、興味がありまして……」

　小さくなっているイクリピアに、諫斗は「いや、構わないよ」と笑いかけた。

　それでイクリピアの顔にも笑顔が戻もどり、彼女は膝ひざを折って諫斗と向き合った。

「ありがとうございます。申し遅おくれましたが、私はイクリピア＝ソート＝クレリンカ。このクレリアを治めております。はじめまして、諫斗さま」

「──うおっ!?」「──うなっ!?」

　イクリピアに手を握られ、顔を赤くしながら驚おどろく諫斗と、別の意味で驚いたルナティの声が重なる。

「かねてよりお噂うわさは耳にしておりました。〝神かみ喰ぐい無き世界をつくる〟と豪ごう語ごされたという、あなたさまのお噂を」

「い、いやあ……それはどうも」




「──い、いけません！」




「ありがぐあっ!?」

「あら？」

　だらしなく顔を緩ゆるませていた諫斗の首根っこを三度引っ張り、ルナティは彼の手を握り、声を張り上げる。

「こ、このような者と手を握られては、へ、陛下の御おん身みが穢けがれてしまいます！　こ、この者の手などは、わ、私にお任せくださればよいのです！」

「い、いてえってウナティ!?　握り過ぎ握り過ぎ!?　──ほげっ!?」

「あっ……」

　と思えば、今度はアークに手を掴まれる諫斗。

「いいえ、ルナ。ここは副隊長である私が、責任を持って彼を見張るわ。──いいわね？　勇者君」

　すこぶる酷こく薄はくな瞳ひとみで睥へい睨げいされた諫斗は、「……は、はい」と素す直なおに頷うなずくしかなかった。

「……」

　ルナティが微び妙みように膨ふくれ面つらになっていたが、アークは気にせず諫斗の手を握り続けていた。




　明日の会議までは、まだ時間があるということで、外出許可の下りた諫斗たちは、廊ろう下かに集まり、市街地をどう回ろうか相談していた。

「ウナティはこの国に詳くわしいのか？」

「まあそれなりにな。何度か任務などで来たこともあるし、商店などの有名どころは、大体知っているぞ」

「おお、じゃあ案内頼たのむぜ」

　歯を見せて笑う諫斗に、ルナティの顔がやや上気する。

「そ、そうだな。ま、まあ頼まれたのならば仕方がない。ち、ちなみにクレリアには、お、おしゃれな店がたくさんあってだな……」

「おう、確かに建物なんかも結構凝こってたよな」

　到着した時のことを思い出し、諫斗が楽しそうな表情をする。

「う、うん……。そ、それでまあ……き、君が行きたいと言うのであれば……つ、付き合ってやってもいいぞ……？　な、何せ私は世話役だからな……。き、君から目を離はなすわけにもいかないし……。も、もちろんその時は……ふ、二人で……っ」

　頬に朱しゆを散らし、ルナティが横目でそう告げてみれば、




「……小こ僧ぞうなら向こうじゃ」




　半眼のヴァストール改めウェイレンが、ため息混じりに指を差した。

「……」

　ルナティがウェイレンの指先を追えば、諫斗はロゼッタと、出店の食べ物の話題で盛り上がっていた。

「あれはやべえ！　ぜってえうめえぞ！」

「うおおっ！　じゃあそれ食いに行こうぜ！」

「……」

　ぽんっ、とウェイレンに肩かたを叩たたかれたルナティは、白目で固まっていた。

「こら、二人とも。自由時間になったからと言って、陛下を放ほうり出すとは何事ですの？」

「いや、だってよお……。さっき見た飯屋、超ちよう美う味まそうだったじゃん？」

　それを聞き、メナスは呆あきれたように嘆たん息そくする。

「ロゼ、そういうのは外に出てからにしなさいな」

「……もぐもぐ」

「あ、いいなあ。俺にもくれよ、局長さん」

「……もぐ」

　持参してきたお菓か子しを、諫斗に手て渡わたすシトラス。

「……斎賀君はもう少し空気を読んでくださいませ。……それからどさくさに紛まぎれて、何を食していらっしゃるのですか？　シトラス局長」

「……もぐ？」

　メナスに突つっ込まれ、シトラスは不思議そうに小首を傾かしげた。

「……あなたも食べる？」

「……いえ」

　食べかけのお菓子を差し出してくるシトラスに、頭痛を覚えたメナスは、堪たまらず顔を伏ふせる。

「ほれ、そなたら。ここでちんたらしておっても埒らちが明かん。とりあえず外に出てから考えればよいじゃろうて。のう？　アーク」

「そうですね。じゃあ皆みんな、まずは外に出ましょうか」

『了りよう解かいっ』

　と。




「──諫斗さまーっ！」




「うん？」

　侍じ女じよの制止を無視し、イクリピアが手を振ふりながら、駆かけ足で階段を下りてきた。

　服装は先ほどの豪ごう奢しやなドレスではなく、清せい楚そに仕立て上げられた、白のワンピースだった。

「……ククピリアさん？」

「イクリピアさま！」

　諫斗たちの前で足を止めたイクリピアは、息を整え、瞳を輝かがやかせながら諫斗の手を取った。

「──うおっ!?」「──またっ!?」

「諫斗さま！　私、あなたさまにとても興味がありますの！」

「へ、陛ふぁむぐっ!?」ロゼッタに羽は交がい締じめにされるルナティ。

　そのままずるずると引きずられたルナティに、ウェイレンが耳打ちする。

（これ、ルナティ。今回の〝目的〟を忘れたわけではないじゃろうな？）

　此こ度たびの目的──それは〝セシュバ帝てい国こくへの糾きゆう弾だん〟だ。

（──っぷはあっ!?　そ、それは重々承知しております！）

（ならばセシュバを糾弾するために、他国を味方にせねばならぬことも、分かっておるじゃろう？）

（し、しかし！　何もあんなに顔を近づけることはないでしょう!?）

　見れば、確かにイクリピアは、今にも諫斗にキスしてしまいそうな位置で、興奮気味に話しかけていた。

（と、とりあえず落ち着かんか。そなたも顔を近づけすぎじゃ）

（私は構いません！）

　ぐいっとさらに顔を近づけてくるルナティと、

（わ、妾わらわが構うのじゃ！）

　ずいっとルナティを押しやるウェイレン。

　そう言われてしまっては仕方がない。

（ぐぬぬぬ……っ）

　歯を食い縛しばり、ルナティも少し距きよ離りを取った。

（……まあ聞くのじゃ。どういうわけか、イクリピアは小僧に興味があるようじゃ。これを利用せぬ手はない。そうは思わぬか？）

（お、おも、思い）




「──もしよろしければ、私に市街地をご案内させてはいただけませんか？」




（おもっ!?）

「ひ、姫ひめさま!?　それはいくらなんでも!?」と侍女。

「いや、俺は別に構わないけど……」

（おもももっ!?）

　市街地の案内は私の役目では!?　と人外の言葉でおももも言うルナティ。

「では決まりです！　行きましょう、諫斗さま！」

「──うおおっ!?」

　いきなり左ひだり腕うでにしがみついてきたイクリピアの胸諸もろ々もろの感かん触しよくに、諫斗は堪らず鼻の穴を広げる。

（……まるで恋こい人びと同士）

（うがーっ!?　や、ややややっぱりちょっと引き剥はがしてきますすすっ！）

　鼻息荒あらく諫斗たちの下もとへと向かおうとするルナティに、ウェイレンは呆れ顔で嘆息する。

（じゃからやめぬか……。──ロゼッタ）

（りょーかいっ）

（お、おい!?　何をするんだ、ロゼ!?　私はもぐぐっ!?）再び押さえられるルナティ。

「ひ、姫さま!?　お待ちください、姫さま!?　せめてお帽ぼう子しと護衛を──」

　満面の笑えみで市街地へと向かっていくイクリピアと、つば広の帽子片手に、慌あわててその後を追う侍女。

　ウェイレンは口の端はしを歪ゆがませ、小隊員たちに告げる。

（さてさて、これはチャンスじゃぞ？　ルナティには申したが、セシュバを糾弾するには、会議を円えん滑かつに進める必要がある。主しゆ催さい者であるイクリピアのご機き嫌げんをここで取っておけば、後々我らにとっても、有益になることは間ま違ちがいないじゃろう）

（確かに。これはもうイクリピアさまと勇者君をくっつけてしまいましょう）とアーク。

（いや、そこまでやる必要はないのじゃが……）

（いいえ、やるべきです！）

　無む駄だに張り切っているアークに、ウェイレンも「そ、そうか……」と相づちを打つしかなかった。

（ま、まあイクリピアに対して、〝接待〟を行うという点では、それもまた然しかりじゃな）

　大きく頷き、ウェイレンは小隊員たちに指示を出す。

（よし！　ではここに〝小僧と仲良くさせて、イクリピアをこちらの味方にしよう作戦〟を決行する！　メナスは今すぐイクリピアの下へと赴おもむき、〝我らが護衛に就つく〟という旨むねを伝えるのじゃ！）

（承知いたしました）

　不本意ですけれど……、とため息混じりに言うメナスだったが、その言葉は誰だれの耳にも届いてはいなかった。

　メナス自身、ルナティほどではないが、諫斗とイクリピアのやり取りに、若じやつ干かんの苛いら立だちを感じていたからだ。

（それから、アークも、小僧に余計なことを申さぬよう釘くぎを刺さしておけ。とくに〝真鎧霊装エクスマキナ〟に関してはな）

（了解です。ついでに唇くちびるを奪うばうように念を押しておきます）
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（う、うむ？　ま、まあ……やり過ぎぬようにな……。それで、ロゼッタは……）

　ウェイレンが横目で見てみれば、ルナティが真っ赤な顔で抜ぬけ出そうと暴れていた。

（……そのまま押さえておけ）

（あいよ。ほら、ルナ。今は我が慢まんしとけって。あたしだって面おも白しろくはねえんだからさ）

　確かにロゼッタも、あまり乗り気ではないようだった。

（もがもがーっ!?）

（──よし、それでは護衛兼けん〝接待〟の始まりじゃ！）

（もがもがもがーっ!?）




　恋人のように初うい々ういしく腕を組んで歩く諫斗たちと、その後ろをついていく、ウェイレン率いる護衛の面々。

　だが桃もも色いろの雰ふん囲い気きを放つ諫斗たちとは裏腹に、護衛班の一角は、どす黒い空気に包まれていた。

　ルナティ、メナス、ロゼッタの三人だ。

　普ふ段だんは快活なロゼッタでさえも、「やっぱり面白くねえ……」と珍めずらしく苛立っているようだった。

「ほら、諫斗さま！　可愛かわいい鳥が飛んでいますわ！」

「おう。なんか優ゆう雅がでいいな」

「……っ」イクリピアの一挙一動に歯を噛かみ締しめるルナティ。

　何が「可愛い鳥が飛んでいますわ！」だ。

　鳥が飛ぶのは当たり前だろう？

　……確かに鳥は可愛い。

　自分だって、鳥のように羽ばたけたらと考えたこともある。

　が、そんなことはこの際どうでもいい！

　というか、さっきからくっつき過ぎだ！

　鳥が飛んでるくらいで胸を押しつけるな！

　少しばかり成長がいいからと言って、王たる身で、どこの馬の骨とも知れないバカ勇者にその身を預けるなど、言語道断だ！

（ま、まあバカ勇者と釣つり合うのは、最大限多く見積もっても……わ、私くらいのものではないだろうか……？　……うん）

　と。

「──きゃっ!?」躓つまずくイクリピア。

「おっと。──大だい丈じよう夫ぶか？」

　しかし素す早ばやく諫斗がイクリピアの腰こしに手を回し、イクリピアは諫斗に抱だかれているような体勢になっていた。

　が。




「──危なああああああああああああああいっっ!!」




「──うぐえっ!?」

　その諫斗を突つき飛ばし、素早くイクリピアの手を握にぎるルナティ。

　諫斗はずさーっと地面を滑すべってゆき、イクリピアはどうしたのかと瞳ひとみを瞬しばたたかせていた。

「……ふう。お、お怪け我がはありませんか？　陛下」

「わ、私は大丈夫なのですが……。諫斗さまが……」

「……」

　揃そろって諫斗の方に視線を向けてみれば、彼は顔から地面に突っ込んだらしく、尻しりを上げてぴくぴくしていた。

「も、問題はありません。そ、それより、ここからはこの私が──って、こら何をすあぐもごぐむっ!?」

　声を荒らげようとするが、すかさずロゼッタとメナスに羽交い締めにされ、退場させられるルナティ。

　イクリピアは一いつ瞬しゆん呆ほうけていたが、すぐに「い、諫斗さま！」と駆かけ出した。

（んーっ!?　もががーっ!?）

　必死に拘こう束そくを解こうとするルナティに、アークが真顔で忠告する。

（何をしているの、ルナ！　二人の邪じや魔まをしちゃ駄だ目めでしょう!?　あの雰囲気なら、キスまでもう少しだったのよ!?）

（あの、副隊長……。さすがにそれは……）とメナス。

（いえ、これはもう勇者君には、イクリピアさまと結ばれてもらうしかないわ）

　大事なルナを彼に渡わたすわけにはいかないのだからっ！　とその豊満な胸中で、一人決意するアーク。

　ルナティの幼おさな馴な染じみであるアークは、彼女に対して、少々行き過ぎた〝庇ひ護ご欲よく〟を持ち合わせている。

　それは時に〝恋れん愛あい〟にも近しい感情へと到とう達たつするため、諫斗とルナティが〝良い仲〟になるのを、断固として阻そ止ししたいと考えているのだ。

「「……はあ」」

　そんなアークの様子に、メナスとロゼッタは揃ってため息を吐ついた。

　ちなみにウェイレンは、一連の光景に腹を抱かかえながら笑いを堪こらえており、シトラスは「……興味深い」と飴あめを舐なめながら観察していた。




　諫斗の下に駆け寄ったイクリピアは、膝ひざを折り、心配そうに彼の顔を覗のぞき込んでいた。

「いててて……」

「大丈夫ですか？　諫斗さま」

　ハンカチを片手に、諫斗の顔についた傷を、優やさしく撫なでようとするイクリピア。

「ああ、大丈夫。それより、ククピリアさんの方こそ大丈夫だったか？」

「はい。先ほどはその……あ、ありがとうございました……」

　少々顔を赤くし、イクリピアは恥はずかしそうに礼を言う。

「いや、気にしなくていいぞ。案内はしてもらってるけど、俺たちはククピリアさんを守るのが役目だからな」

　言って、諫斗は汚よごれを払はらいながら立ち上がった。

「ふふ、そういえば、諫斗さまは〝騎き士し〟でしたね。──ありがとうございます」

　諫斗に手を借り、イクリピアも立ち上がれば、

「まだ〝訓練生〟だけどな」

　と、諫斗は歯を見せながら笑った。

　確かに諫斗は、亡国の危機を救い、〝聖騎士〟になるための条件──Ｂランク級神かみ喰ぐい──〝オラウタス〟の単独撃げき破はも成している。

　だが訓練生の過程をまだ全すべて終えていないので、聖騎士はおろか、今は騎士ですらないのだ。

「ふふ、そうでしたね。でもきっとあなたさまは、いずれ立派な騎士になられると思いますわ」

「そ、そうか？」

　微ほほ笑えむイクリピアに、諫斗も照れながら答える。

「ええ。〝殿との方がたの騎士〟ともなれば、今の世では、風当たりもお強いことでしょう」

「まあな……」

　諫斗は思い返していた。

　こちらの世界に来たばかりの時のことを。

　彼女らのやり方を否定するつもりはなかったが、結果として、この〝女じよ尊そん男だん卑ぴ〟の風潮に、真っ向から逆らわなければならなかった時のことを。

「ですが、その逆境を乗り越こえ、強く純じゆん朴ぼくなお心と、何が正しいのかを見み極きわめる、濁にごりのない瞳を持ち合わせることが出来たのならば、きっとあなたさまは、誉ほまれ高き騎士となられますわ。もちろん、諫斗さまには、そのご覚かく悟ごがおありなのでしょう？」

　どこか試ためすように問うイクリピアに、

「おう！　必ずその期待に応こたえてやるぜ！」

　諫斗は拳こぶしを握り、そう宣言した。

「ふふ、期待しておりますわ」

　そしてイクリピアも、柔にゆう和わな顔でそれに答えていた。




　再び歩き始めた諫斗たちに、護衛班も遅おくれず続く。

　やっとこさ拘束を解かれたルナティの隣となりに並び、ウェイレンは歩きながら告げた。

（やはりそなたは面白──げふんっ。これ、ルナティや。今は〝イチャイチャラブラブ作戦〟の最中じゃぞえ？）

　そんな名前だったっけ……、と作戦名に首を傾かしげる小隊員たち。

（そ、それは分かっております！　し、しかしさっきの〝接せつ触しよく〟はいかがなものかと!?）

（〝接触〟って……。先ほどは、ただ躓いたところを助けただけじゃろうて……）

　突っ込まれ、ルナティは「うっ!?」とたじろいだ。

（よいか？　ルナティ。そなたが小こ僧ぞうに何か特別な感情を抱いだいておることは知っておる）

（そ、そうなの!?）とアーク。

（べ、べべべ別にそんなものは抱いておりません！）

　真っ赤な顔で取り乱すルナティに、ウェイレンは小さく息を吐はいた。

（その反応が何よりの証しよう拠こじゃろうに……。もっと素直になった方がよいのではないかえ？　あんまりつんけんしておると、小僧も他ほかの女子おなごになびいてしまうぞ？）

（うっ……うぅ……）

　ルナティは頭を抱えながら、「やはり厳しすぎたのか……」と内心自問自答していた。




（──そこで、じゃ）




（……？）

　顔を上げたルナティに、ウェイレンはどこかあくどい笑みを浮うかべながら耳打ちした。




（──小僧がそなたのものであるということを、イクリピアに〝行動〟で示すのじゃ）




（こ、〝行動〟で……？）

（そうじゃ。意味は自分で考えよ。ほれ、小僧たちは焼き菓が子しを食べさせ合おうとしておるぞ？）

（──っ!?）

　顎あごで指され、ルナティは光の速度で振ふり返る。

　そこでは、確かに噴ふん水すいの脇わきに腰かけた二人が、出店で買ったと思おぼしき焼き菓子を、仲なか睦むつまじく食べさせ合おうとしていた。

「はい、諫斗さま。あーん」

「な、なんか恥ずかしいな……。じゃあせっかくなので……あー」




「──危なああああああああああああああいっっ!!」




「──きゃっ!?」

　再度馬うま面づらで飛び込んできたルナティを、諫斗は「おっと」とイクリピアを自分の胸むな元もとに引き寄せることで回かい避ひした。

「──うおばっ!?」

　当然、押しやる相手のいないルナティは、噴水の中に顔から突っ込んでいった。

「……あ、あの……諫斗さま？」

　ほのかに上気した頬ほおで、上目のイクリピア。

「ああ、ごめん。いきなり掴つかんだから、ちょっと痛かっただろ？」

「い、いえ……」

　イクリピアが赤い顔のまま身体からだを離はなした後、ぶくぶくと土ど左ざ衛え門もんになりかけているルナティに、諫斗は半眼で問うた。

「んで、さっきから何やってるんだ？　ウナティ」

「──っぶはあっ!?　ど、毒殺の危険性があるかもしれんだろう!?」

　全身ずぶ濡ぬれになったルナティが、口から水を吐き出しながら声を荒あららげる。

「毒殺って……俺をか？」

「違ちがう！　イクリピアさまをだ！」

　大おお股またで近づいてきたルナティは、「よこせ！」と諫斗の焼き菓子を取り上げ、一口でそれを平らげた。

「もぐもぐもぐもぐ──うっ!?」

　が、勢い込んだのが祟たたったのか、喉のどに詰つまったらしく、ルナティは白目をむいて、再び水の中へと大の字で沈しずんでいった。

「ルナ!?」

　青い顔のアークが救助に飛んでいく中、ウェイレンは地面を叩たたきながら爆ばく笑しようしていた。




「ルナの行動力はすげえな……」

「まったくですわ……」

　と、嘆たん息そくするロゼッタたちに救助されたルナティは、アークの濃のう厚こうな人工呼吸によって、一命を取り留めた。

　もちろん二人の百ゆ合り的な一部始終は、シトラスがばっちり映像に収めていた。

　イクリピアが「少しお買い物をしたいのですが……」と申し出たので、諫斗たちは小物を取り扱あつかっている店へと足を運んだ。

　店内は様々なアンティーク品で溢あふれており、客層からも、女性に人気であることが窺うかがえた。

　ずぶ濡れだったルナティは、途と中ちゆうで安い布を購こう入にゆうし、それに頭までくるまって、微かすかに震ふるえながら、二人の様子を睥へい睨げいしていた。

（なあ、ルナ。今は大人しくしてた方がいいんじゃねえのか？）

（……いや、いつあのバカ勇者が──へっくし！　……イクリピアさまに襲おそいかかるか──はっくしゅ！　……分かったものではない。ここは気をしっかりと引き締しめ──ぶっくし！）

（……私、ルナになら斎賀君を渡してもいい気がしてきましたわ……）

　ぼそっと呟つぶやくようにそう言ったメナスだったが、ルナティには聞こえていないようだった。

　彼女自身、諫斗のためにここまでの行動を起こせるルナティを、呆あきれた目で見つつも、羨うらやましく思っていたのだ。

（……まあ、私は私のやり方で攻せめさせてもらいますけれど……）

　だがメナスとしても、諦あきらめる気はさらさらないらしい。

　今日のところは、ルナに華はなを持たせてあげましょうか、と考えたメナスは、ふっと色気のある笑みを浮かべ、「ほら、鼻水が出てますわよ」とルナティにハンカチを差し出した。

　が。




「──ぶっぱしっ！」




「……」

　思いきりくしゃみをぶっかけられ、メナスは笑顔のまま固まっていた。

「お、おい、メニィ。大だい丈じよう夫ぶか……？」

　控ひかえめに声をかけるロゼッタに、青筋は浮かべつつも、笑顔は崩くずさないメナス。

「……ありがとう、ロゼ。私は大だい丈じよう」

「──へぶっし！」

「……」

　──びきびきっ。

「……し、仕方ないですわ。か、風か邪ぜを」

「──びゃっばす！」

「──」

　──ぷつりっ。

　直後、ロゼッタは初めてメナスが他人に対してゲンコツを振り下ろす光景を見た。




　次にイクリピアが向かったのは、割と高価な洋服を売っている店だった。

　涙なみだ目めでたんこぶを擦さすっていたルナティも、再びゲンコツを食らいたくはなかったらしく、なるべく安めの服を購入することにした。

「……どうでしょうか？」

「おう。すげえ似合ってるぞ」

「ぬぬ……っ」

　試着をしては、諫斗に意見を伺うかがうイクリピアの様子に、ルナティの苛いら々いらは募つのっていく。

「──っ!?」

　だがルナティは、そこではたと気づく。

　──今ならば、私も諫斗に見てもらうことが出来るではないかっ！　と。

　ずぶ濡れになった時はどうしようかと思ったが──災わざわい転じて福となす！

　ルナティはそこら辺にあった服を、片かたっ端ぱしから試着室に押し込み、イクリピアの着き替がえを待っている諫斗を呼びつける。

「い、諫斗！」

「うん？　どうしたんだ？　ウナティ」

　試着室のカーテンから顔だけを出し、ルナティは勢い込む。

「わ、私も制服が濡れてしまったので、何か服を買おうと思うんだ！」

「おう」

　そ、そこで……、とルナティは赤い顔で覚悟を決め、




「──わ、私の着替えも見てくれないか!?」




「──なっ!?」

　店内中に響ひびくほどの大声で、そう言った。

「る、ルなぐももっ!?」

　驚きよう愕がくの表情で飛んでこようとしたアークが、ウェイレンの命で、ロゼッタたちに羽は交がい締じめにされていることはさておき。

（い、言った……。言ってしまった……）

　恥はずかしさに瞳ひとみを瞑つぶるルナティだったが、




「──おう。別にいいぞ」




　諫斗は何事もなかったかのように承知した。

「……」

　そうだった……。

　諫斗はこういうことに関して、凄すさまじく鈍どん感かんだったんだ……。

　かくん、と首が落ちていたルナティだったが、ふいに頭を上げ、半眼の視線を諫斗にぶつけた。

「……覗のぞくなよ？」

　ルナティの忠告に、諫斗の方も半眼になる。

「そんな必要ないだろ……」

「何っ!?　私の身体は覗くに値あたいしないとでも言うのか!?」

　確かに胸元の成長は少々遅おくれているが、それでも引き締まったいい身体だと、自分では思っているんだぞ!?　と憤ふん慨がいするルナティ。

「いや、そういう意味じゃなくて……」

　諫斗としては、〝わざわざ女性が怒おこるようなことをする必要はない〟という意味で言ったのだが、

「じゃあどういう意味だと言うんだ!?」

「いや、だから」

「よ、よよよようし！　そ、そこまで言うなら、み、見せてやろうじゃないかっ！」

「……えっ？」

　ルナティはまったく聞く耳を持たなかった。

　それどころか、下着までをも脱ぬぎ捨て、自らの裸ら体たいを見せつけようとしてきたのだ。

「さ、さあ、見ろっ！　そ、そそそして私の身体に大いに感動するがいいっ！」

「お、おい!?　何考えてんだよ!?」

「くっ!?　は、放せ!?」

　カーテンを押っ広げようとするルナティと、必死に閉めようとする諫斗。

　ルナティは頭に血が上り、完全に我を忘れていた。

（いやああああああああああっっ!?　ルナああああああああああああああっっ!?）

　アークの悲痛な心の叫さけびも、四人がかりの羽交い締め＋《捕ほ縛ばく》の魄はく術じゆつ×四の前では、ぎりぎり届いてはくれなかった。

「な、何をしている!?　わ、私の身体が見たくないのか!?」

「あ、当たり前だろ!?」

　カーテンを押さえながら声を張り上げれば、ルナティの顔は、違う意味で真っ赤になった。

「あ、当たり前だと!?　ぬ、ぬがあああああああああああっっ!?」

「──うおあっ!?　やべえ!?」

　ついにキレたルナティの、〝火事場の馬ば鹿か力ぢから〟的なものが、諫斗の力に勝まさる。

「……あっ」

　が、諫斗が後ろに押し出されたことと、それに伴ともなってカーテンが引き千切れたことで、ルナティの前から、全すべての〝障しよう壁へき〟が取っ払ぱらわれてしまった。




　つまり──ルナティは力の限り、前に飛び出してしまったのだ。




「「うわあああああっ!?」」

　周囲の棚たななどを巻き添ぞえに、二人はもつれるようにして床ゆかに倒たおれた。

　──ふにゅっ。

　しかし間かん一いつ髪ぱつ、諫斗は両手でルナティが倒れてくるのを防いでいた。

「あいててて……。おい、大丈夫だったか？　ウナティ。背中から落ちてくれてよかったぜ。ほら、俺には見えてないから、このまま試着室に──って、うおっ!?」

　諫斗は両目を見開き、愕がく然ぜんとした。

　何な故ぜなら、




「……誰だれが背中から落ちたって……っ？」




　目が合っていたのだ。

　顔をひくつかせているルナティと──真正面から。

「……えっ？　あれ？」

　ではこの背中だと思っていた感かん触しよくは、一体なんなのか？

　諫斗は自身の両手を見下ろし、

「──ほげえっ!?」

　青い顔で白目をむいた。




　そう──がっしりと両手で、ルナティの胸を鷲わし掴づかみ（するほどないが）していたからだ。




「ち、ちちち違ちがうんだ！　お、俺はお前を、た、助けようとしただけなんだ！」
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　必死に弁解するが、ルナティの青筋の増加は、留とどまることを知らない。

「ほ、本当だぞ!?　お、俺はお前の胸を触さわる気なんて、これっぽっちもなかった！　ず、随ずい分ぶんと柔やわらかい肩けん胛こう骨こつだなと思っていたんだ！」

「……だから安心したと……っ？　〝胸〟ではなく、〝背中〟だと思ったから……っ？」

「お、おう！」

　諫斗が冷ひや汗あせを浮うかべながら頷うなずけば、ルナティはぷるぷると肩かたを震ふるわせた後、




「──〝ぺったんこ〟で悪かったな、このエロ勇者あああああああああああああっっ!!」




「ちょ、ちょちょちょっと待っ──ぶへええええええええええええええええええっっ!?」

　鬼おにの形相で渾こん身しんの右フックをお見み舞まいした。

　なお、店の修理代はヴァリエニスに請せい求きゆうされた。




　市街地の案内とともに、イクリピアの買い物などにも付き合った諫斗たち。

　さすがにそろそろ休きゆう憩けいを入れた方がいいだろうと、今は露ろ店てん前に設置されていたテーブルに着き、各おの々おのお茶を楽しんでいた。

　頬ほおの腫はれた諫斗とイクリピアが、二人用の席で向かい合い、ルナティはアークと、メナスはロゼッタと、そしてウェイレンはシトラスと、それぞれ向かい合って席に座っていた。

「──それで私は言いましたの。それはおかしいのではないか、と」

「うんうん、それは確かに変だな。ククピリアさんの言う通りだ」

　相も変わらず、仲なか睦むつまじく語らい合う諫斗たちの様子は、傍はたから見ても、ほのぼのする情景だった。

　が。

「……ちっ」

　舌打ちの回数が異様に増えているルナティと、

「──」

　彼女をそうまでさせた上、胸まで触った諫斗に、殺人的な睨にらみを利きかせているアーク。

「……ふう」

　メナスはルナティを押さえることに疲つかれ、頬ほお杖づえを突ついており、

「──っかーっ！　うんめえーっ！」

　ロゼッタはその疲れを吹ふき飛ばすかのように、糖分摂せつ取しゆに必死だ。

「なんなんじゃろうな、この差は……。……もぐもぐ」

「……まるで天国と地じ獄ごく。……もぐもぐ」

　焼やき菓が子しを頬張るウェイレンとシトラスも、最初は面おも白しろがっていたが、向こうとの差に些いささか呆あきれているようだった。

「……でもルナを焚たきつけたのは陛下。……変に楽しもうとするから、こういうことになる」

「まあそう申すな。確かに妾わらわはルナティを焚きつけた。じゃが、実際に行動を起こしたのはあやつじゃ。それほどまでに、あの女子おなごは小こ僧ぞうを気に入っとるということじゃよ」

「……それはあの顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん」

　彼女らの視線の先では、歯がすり減らんばかりの勢いで、歯は軋ぎしりをしまくっている、ルナティの姿があった。

　これほどまでに分かりやすい、嫉しつ妬と心の剥むき出し方も珍めずらしいだろう。

　しかしシトラスには、一つ分からない点があった。

「……ところで、何故陛下はルナを差し向けたの？　……異世界の人とイクリピアさまを仲良くさせるのが、今回の作戦では？」

　その問いに、ウェイレンは「うーむ」と悩なやむ素そ振ぶりを見せた後、言った。

「ああは申したがのう、イクリピアもあれはあれで、意外と〝したたかな女子おなご〟なのじゃよ」

「……そうなの？」

　慈じ母ぼのように見えるイクリピアが、意外としたたかであると聞き、シトラスも驚おどろきを隠かくせないようだ。

「うむ。まあ見ておれ。イクリピアも、ルナティの嫉妬心には気づいておるはずじゃ。ならばそろそろ〝本ほん性しよう〟を現すじゃろう。まあ〝本性〟とは申せど、所しよ詮せんはいわゆる〝年相応の女子おなごの反応〟というやつなのじゃがな」

「……それは興味深い」

「じゃろう？　そして──いや、そうさせることで、あやつは真に心を開く。もっとも、他ほかのやり方もあったのじゃが、まあこの方が面白いからのう」

　ふむふむ、とシトラスが頷いた──そんな時だ。




「──おう！　俺の〝真鎧霊装エクスマキナ〟があれば、神かみ喰ぐいなんてもう怖こわくないぜ！」




『──っ!?』

　一同の意識が、諫斗たちへと集中する。

　アークが釘くぎを刺さしたにもかかわらず、諫斗が〝真鎧霊装エクスマキナ〟について、口を滑すべらせてしまったのだ。

「……真鎧霊装エクスマキナ？」

「ああ。〝鎧がい核かく〟の力を全開にしたような感じって言えばいいのかな？　今は俺しか使えないみたいなんだけど、とにかくすげえんだ！」

「まあ！」

　だが当人はそのことにもまったく気づいていない様子で、べらべらと調子よくくっちゃべっている。

「小僧の阿あ呆ほうめ……っ」

　これにはさすがのウェイレンも、眉み間けんに力を入れ、渋じゆう面めんを作っていた。

「……どうする？　……止める？」

「いや、少し様子を見よう。どうせ会議の席で申すつもりではあった。イクリピアがどんな反応を示すのか──もし懐かい柔じゆう出来るようなら、そうしておいた方が得策じゃ。レネシスとやり合うならなおのこと、イクリピアの賛同は武器になる」

「……分かった。……あなたたちもいい？」小隊員たちを見み渡わたすシトラス。

　二人の意を理解した小隊員たちも、至し極ごく真しん剣けんな表情で頷いていた。

　もっとも、

「ぐぬぬぬ……っ」

　ルナティの苛いら立だちは、そろそろ限界を迎むかえようとしていたのだが──。




　休憩を終え、再び案内を再開したイクリピアだったが、彼女はふと立ち止まり、少々沈しずんだ表情で振ふり返った。

「ねえ、諫斗さま」

「なんだ？」

　小首を傾かしげる諫斗に、イクリピアは突とつ然ぜん、「……ごめんなさい」と謝罪の言葉を口にした。

「？」

「疑っているわけではないのですが、やはり〝殿との方がたの騎き士し〟というものに対して、今の私は半信半疑なのだと思います」

「まあな。ククピリアさんの気持ちはよく分かるぞ。口で言うのは簡単だからな」

「ええ。それでその……」

　言いづらそうな様子のイクリピアに、諫斗は笑え顔がおで「証しよう拠こが見たいんだろ？」と言った。

「……よろしいのですか？」

「もちろんだぜ！」大きく頷く諫斗。

　彼はイクリピアに近づき、

「──ちょっとごめんな」

「えっ？　──きゃっ!?」「──うなっ!?」

　彼女をお姫ひめさま抱だっこした。

　もちろんそれを見たルナティは、ずんむりと目が飛び出していた。

　乙おと女めにあるまじき顔だった。

　ウェイレンたちが呆ぼう然ぜんと見守る中、

「あ、あの……諫斗さま？」

　その色白の頬を桜色に染め、イクリピアが上目で尋たずねてくる。

　諫斗はにっと屈くつ託たく無く笑うと、

「しっかり掴つかまっててくれよ。──よっと」

「──きゃっ!?」

　魄はく導どう力りよくで身体能力を強化し、大地を蹴けって宙へと駆かけ出した。

「……勇者君、イクリピアさまと幸せになってね」ほろりと涙なみだを拭ぬぐうアーク。

「馬ば鹿かなことを申しとる場合か!?　我らも追いかけるぞ！」

「「了りよう解かい！」」「……了解」

　ウェイレンに続き、ロゼッタとメナス、そしてシトラスも屋根に上り、宙を駆ける。

「あら、私は意外と真剣だったのだけれど……。──ほら、ルナも行くわよ」

　しれっとそんなことを独りごちた後、ルナティに一声かけて駆け出すアーク。

「──はっ!?」

　石になっていたルナティも、遅おくれて意識を取り戻もどす。

「あ、あのエロ勇者……っ」

　そして憤いきどおりで身体からだを震ふるわせた後、

「──《加速》っ！」

　身体能力強化＋魄はく術じゆつの最高速を以もつて、ルナティは諫斗たちの後を追った。




　諫斗に抱かれ、屋根の上を軽快に飛んでいくイクリピアは、言葉を失っていた。

　最初から疑おうと思っていたわけではない。

　だがいくらウェイレンの言葉とはいえ、〝男性の騎士〟というものなど、非現実的な存在だと思っていた。

　それが今こうして自分の目の前に現れ、自分に騎士の力を見せてくれている。

　しかも彼は、その力をただ神かみ喰ぐいどもを倒たおすためだけに使うと言う。

　実際に会い、会話を交かわしたからこそ分かる。

　──彼は純じゆん粋すいだ。

　笑顔に偽いつわりはなく、口にする言葉は、全すべて本心で紡つむがれている。

　そういえば、彼が〝異世界から来た〟という話も聞いている。

　本当かどうかは分からない。

　が、だからだろうか？

（……この方は、何かが違ちがう気がしますわ）

　イクリピアがふと見上げれば、そこには真まっ直すぐ前を見つめ、微かすかに笑みすら浮うかべている諫斗の顔があった。

「……」

　先ほどよりも少しだけ強く腕うでに力を込こめ、イクリピアは諫斗の身体にその身を寄せる。

（……温かい）




　──とくんっ。




（……あら？）

　このなんとも言えない気持ちはなんだろう？

　とても心ここ地ちがよく、それでいて安あん堵どする。

　けれど──どこか切ない。

　今までに感じたことのない、初めての感覚。

　……何な故ぜだろう？

　自分はこの気持ちの正体を知りたいと思っている。

　そうすることが、自分にとって大切なことなのだと、自分自身が理解している。

　でもそのためには……。

　イクリピアは、何かを決意したように小さく頷うなずく。

「ねえ、諫斗さま」

「うん？　どうした？　気分でも悪くなっちまったか？」

　振り返った諫斗の顔は、陽ひの光を存分に浴び、普ふ段だんの何倍も輝かがやいて見えた。

「い、いえ、その逆です……。こんなにも爽そう快かいな気分になれたのは、本当に久しぶりですわ」

「そっか。そりゃよかったぜ」

「はい。ありがとうございます、諫斗さま」

「おうっ」

　嬉うれしそうに笑う諫斗に、イクリピアも微ほほ笑えみを返した──瞬しゆん間かん。

「──っ!?」「──きゃっ!?」

　ふいに何かの気配を感じた諫斗は、咄とつ嗟さに踏ふん張りを利きかせ、逆に地を蹴って後退した。

　と。




「──グオアアアアアアアアアアアアッッ!!」




　刹せつ那な、今まで諫斗たちがいた場所が、直下から伸のびた〝何か〟によって突つき破られた。

『うわああああああああああああああっっ!?』

　突然の事態に、民衆たちはパニックとなり、悲鳴を上げながら逃にげ惑まどっていた。

「……なんだ？」

　イクリピアを抱いたまま、諫斗が眉まゆ根ねを寄せていると、立ち上る煙けむりの中に揺ゆらめく、何者かのシルエットが浮かび上がった。

「諫斗！」

　遅れて現れたルナティたちも、何が起きたのか分かっていないようだった。

「ウナティ、ククピリアさんを頼たのむ」

　言って、諫斗は抱いていたイクリピアを、屋根の上に下ろした。

「分かった。君はどうするんだ？」

「今のは恐おそらくククピリアさんを狙ねらった襲しゆう撃げきだと思う。一瞬見えたんだけど、〝オラウタス〟ってやつの腕っぽかった。だから俺がやつの注意を引いてる間に、ククピリアさんと姫さんを、副隊長たちと一いつ緒しよに城へ運んでやってくれ。陣じん形けい的にもその方が安全だろ？」

「だ、だが」

　何かを言おうとしたルナティを、ウェイレンが引き留める。

「ルナティや。小こ僧ぞうの判断はあながち間違ってはおらぬ。〝真鎧霊装エクスマキナ〟を除けば、アークに勝まさる護衛はない。そして相手がオラウタスならば、最悪小僧一人でもなんとかなる。妾わらわのことはよい。今は一刻も早く、イクリピアを城へと避ひ難なんさせるのじゃ」

「……分かりました」

　確かに今はそれが最善策だろう。

　何を優先させるべきか──それを考えれば、反論の余地はない。

　ルナティは自分の感情を必死に押し殺し、イクリピアを「こちらへ」とアークの下もとに移動させる。

　他ほかの神かみ喰ぐいがいる可能性も考こう慮りよすれば、この手に出るより他はないのだから。

「というわけじゃ。無理はしないようにのう、小僧」

「ああ、分かってる。いざとなったら、〝真鎧霊装エクスマキナ〟を使うけど、それは構わないよな？」

　ウェイレンは「うむ」と頷き、言った。

「じゃが、それは本当に最後の手段と考えよ。なるべく被ひ害がいを抑おさえつつ、速すみやかにやつを葬ほうむる──妾が期待しておるのは、そういう働きじゃ」

「はっ、ならその期待とやらに、応こたえてやんねとな！」

　不敵に口元を歪ゆがませ、諫斗は己おのが鎧マ霊キ装ナ──〝童どう子じ斬ぎり〟を顕けん現げんさせた。

「諫斗さま……」心配そうな様子のイクリピア。

「大だい丈じよう夫ぶさ、ククピリアさん。俺が守るから、安心していてくれ」

「……はい。ご武運をお祈いのりしております」

「おう！　後でまた案内の続きを頼むぜ！」

　親指を立て、歯を見せながら笑う諫斗に、イクリピアは自然と大きな声で「はい！」と返事をしていた。

　今の勇者君なら大丈夫でしょう、とアークは小隊員たちに告げる。

「では私たちも行きましょうか。──構いませんね？　陛下」

「うむ。陣形を崩くずさず、イクリピアの保護を最優先に駆けよ！」

『了解！』

　その場に諫斗を残し、小隊員たちが次々に屋根を飛び出していく。

　魄はく術じゆつを得意としているメナスが、先頭で結界を張り、その後ろにウェイレンが続き、さらに後方を、アークに抱かれたイクリピアが続く。

　左右をルナティとロゼッタが固め、しんがりを索さく敵てきに長たけたシトラスが務める。

　陣形を上から見れば、それはまるで〝矢や尻じり〟のような感じだった。

「……諫斗」

　徐じよ々じよに小さくなっていく諫斗の背に、ルナティは「信じているからな……？」と心の中で問いかけた。

　当然、諫斗からの返事はなかった。




　時同じくして、避難する人々の流れに逆らうかのように、黒衣を纏まとった一人の男性が、フード越ごしに諫斗たちの様子を窺うかがっていた。

　彼の瞳ひとみは鮮せん血けつのように赤く、そして吸い込まれるように深く、暗あん澹たんたる雰ふん囲い気きを孕はらんでいた。




「──〝神しん喰が兵へい〟。神かみ喰ぐい本来の〝コア〟ではなく、〝鎧がい核かく〟によって神かみ喰ぐいどもの死し骸がいを、意のままに操あやつることの出来る騎き士し」




　のはずだったのだが……、と男性は失望したように嘆たん息そくした。

「あれでは従来の力の三分の一も出せてはいないようだな」

　彼の視線の先では、右みぎ腕うでだけが極きよく端たんに肥大化した、オラウタスの出で来き損そこないとも言うべき異形の攻こう撃げきを、諫斗が軽かろやかに躱かわしているところだった。

　──力を解放するまでは完かん璧ぺきだった。

　オラウタスの外がい殻かくを、全て自らの身体に収納し、クレリアの検問にも引っかかることはなかった。

　それが力を解放した途と端たん──この様ざまだ。

　実験体となった騎士は、自らが無能ではないことを証明しようとしていた。

　が、所しよ詮せんはそれもただの夢物語だったようだ。

　今の彼女に、最も早はや人としての知性は残っていないだろう。
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　ならば、後はその命尽つきるまで、力を解放する前に標的として定めた──あの少年に刃やいばを向け続けるだけだ。

「もっとも、それも後少しで終わるだろうが」

　何故なら、その少年──斎賀諫斗は、すでに神しん喰が兵へいの動きを見切っているからだ。

「やはりあの程度では、やつの力を目覚めさせることすら出来んようだな」

　ならば──、と男性は懐ふところから小型機器を取り出した。

　それは何かの起動スイッチのようにも見えた。

　そして──男性は迷わずそのスイッチを押した。




　それより少し前のこと。

　諫斗は〝オラウタスの上半身〟とも言える、不気味な異形の攻撃を難なく躱していた。

　実際のオラウタスと戦ったことのある諫斗だからこそ、この異形の攻撃などは、彼にとって大した問題でもなかったのだ。

　ただ気になっていたのは、

「こいつは神かみ喰ぐいなのか……？」

　その一点だった。

　外見は確かにＢランク級神かみ喰ぐい──〝オラウタス〟に似ている。

　だが外殻は上半身しかなく、右腕だけが異様な大きさになっているのだ。

　そもそもこの異形は、どうやってクレリアに侵しん入にゆうしたのか？

　それ以前に、何故イクリピアを狙ったのか？

　考えても答えに到とう達たつ出来ない諫斗は、とりあえずこの騒さわぎを静めることにした。

　そう、異形のコアを〝神かみ喰ぐらい〟することにしたのだ。

〝神かみ喰ぐらい〟──それは神かみ喰ぐいを殲せん滅めつすることの出来る、唯ゆい一いつの方法だ。

　幸か不幸か、この異形は、胸むな元もとから真っ赤なコアが露ろ出しゆつしている。

　あそこに鎧マ霊キ装ナでの一撃を加えれば、コアは鎧マ霊キ装ナに喰われ、自分の鎧がい核かくの一部となる。

　これが何者かについては、後ほどシトラスなどが解明するだろう。

　自分の役目は、その前段階として、ウェイレンに言われた通り、迅じん速そくかつ速やかに、やつを沈ちん黙もくさせるだけだ。

「悪いけど、さっさと終わらせるぜ！」

　咆ほえると同時に、諫斗は屋根を窪くぼませ、異形に肉にく薄はくした。

　眼前には、赤く脈打つコアの姿があり、

「グオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!」

　異形は一瞬にして目の前に現れた諫斗に驚おどろき、右腕を振ふり下ろそうとしてきた。

　──遅おそい！

　諫斗の刺し突とつが、異形のコアを貫つらぬこうとした──瞬間。

「──なっ!?」




　──異形の身体からだが閃せん光こうとともに弾はじけ飛んだ。




「──ぶふっ!?」

　間かん一いつ髪ぱつ、諫斗が退たい避ひしたのは、先ほどルナティが頭から突っ込んだ、噴ふん水すいの中だった。




　後の処理はクレリアの騎士たちがやるだろう、と考え、ずぶ濡ぬれの諫斗は城へと戻もどってきた。

　状じよう況きようの一部始終を報告した後、諫斗は風ふ呂ろに入り、着き替がえを済ませた。

「勇者君、陛下からお話があるそうよ」

　諫斗が一息吐ついていると、アークが部屋を訪おとずれ、彼をウェイレン用にあてがわれた、豪ごう華かな客間へと連れていった。

　室内には他の小隊員たちの姿もあり、空気はやや張り詰つめているようだった。

　天てん蓋がいつきのベッドに腰こしを下ろしたウェイレンは、仮面を外して正装に戻っており、その切れ長な双そう眸ぼうで、じっと諫斗を見つめていた。

「揃そろったようじゃな。まずは皆みなに礼を申そう。そなたらのおかげで、イクリピアも無事避難させることが出来た。妾もこの通りじゃ」

「いえ、当然のことをしたまでなので」

　アークが小隊を代表して言う。

「うむ。先の襲撃に関しては、今も調査が続いておるが、何分不明な点が多いのが現状じゃ。シトラスの方でも、あれを〝神かみ喰ぐい〟と断定するのは、些いささか早計じゃという判断が出ておる。そうじゃな？」

　問われたシトラスは、相変わらずの寝ね惚ぼけ眼まなこでこくりと頷うなずいた。

「……ええ。……もしあれが神かみ喰ぐいだとするならば、どうやって警備をすり抜ぬけたのか、何な故ぜイクリピアさまを狙ったのか、などの疑問が多々残る」

　それに……、とシトラスは諫斗の方を向いて続ける。

「……もしイクリピアさまではなく、異世界の人を狙ったというのであれば、これは人類存亡に関かかわる大問題だと言える」

「確かに……」とルナティ。

「ど、どういうことだ？　あたしにはよく分かんねえぞ？」

「ロゼ、少し考えれば分かることでしょう？」

　メナスにそう言われるが、ロゼッタ同様、諫斗もよく分かっていないようだった。

「……よく考えてもみて。……もし〝真鎧霊装エクスマキナ〟が原因だとするならば、神かみ喰ぐいどもはなんらかの手段で異世界の人の情報を得た上、警備をすり抜け、さらにはその力を試ためそうとしたということになる。……それだけ高度な行動を起こしたことなど、過去の記録にもありはしない」

「つ、つまりなんだ？　あたしらの知らないうちに、あいつらがめちゃくちゃ進化したってことか!?」

　ロゼッタの受けた衝しよう撃げきは、想像以上のものだったらしい。

「そういうことになるのう。まあこれは、先の異形が〝神かみ喰ぐいである〟ということと、〝真鎧霊装エクスマキナを狙ねらった〟ということが前提の話で──って、そうじゃ！　すっかり忘れとったわい！」

　唐とう突とつに声を張り上げたウェイレンに、一同はどうしたのかと小首を傾かしげた。

「どうしたんだ？　姫ひめさん」

「どうしたもこうしたもないわ！　何故イクリピアとの会話中、〝真鎧霊装エクスマキナ〟について口にしたのじゃ!?　アークに釘くぎを刺さされておったはずじゃろう!?」

　きつめに問いただされた諫斗は、「あー……」と頭をかきながら答えた。

「いや、話すつもりはなかったんだけど……」

「……浮うかれてた？」

「う、むむ……」

　シトラスに核かく心しんを突つかれ、思わず口ごもる諫斗。

「……はあ」

　ウェイレンは大きく肩かたを落とし、半眼を諫斗に向けた。

「よいか？　小こ僧ぞう。そなたは確かに阿あ呆ほうじゃ。それがそなたの良いところでもあり、同時に欠点でもある。それを少しは自覚せよ」

「お、おう……」

　本当に分かっておるのか？　というような表情で、ウェイレンは続ける。

「時と場合によっては、禁を破って飛び出すのが正しいこともある。じゃが、先ほどのはそうではないじゃろう？　浮かれて禁を破るなど、それは愚おろか者のすることじゃ」

「……ごめん」消しよう沈ちんする諫斗。

「いや、分かればよい。あまり申し過ぎても、そなたの長所を殺すだけじゃからな。──シトラスはどうじゃ？　何か申したいことがあるなら、今のうちに申しておくがよい」

「……じゃあ一つだけ」

　シトラスの言葉を聞き、諫斗は彼女に向き直る。

　どんなお叱しかりの言葉を受けるのかと、内心構えていた諫斗だったが、




「……あなたは浮うわ気き性しよう？」




「……へっ？」

　予想外の問いに、諫斗の口から素すっ頓とん狂きようの声が漏もれた。

「……どうなの？　……女好きなの？」

「そ、そうなのか!?」

　そこに食いついたのは、他ほかでもないルナティだった。

「い、いや、女の子と付き合ったことがないから、そういうのはよく分かんないけど……。たぶん浮気はしないと思うぞ？」

「……つまり一いち途ず？」

「まあ……そうなんじゃないかなあ……」

　質問の意図が分からず、戸と惑まどい気味の諫斗。

　しかし諫斗の返答を聞いたシトラスは、鉄仮面の表情ながらも、どこか満足げな様子だった。

　そしてルナティも、陰かげながらほっと胸を撫なで下ろしていた。

「……それはとてもいいこと。……これからもそのままでいて欲しい」

「お、おう。分かった」

　と、そんな時だ。




　──こんこん。




　ふいに扉とびらをノックする音が聞こえた。

「む？　誰だれじゃ？」

『──私です。イクリピアです、ウェイレンさま』

　どうやら来訪者はイクリピアのようだ。

　とはいえ、彼女の名を騙かたった〝刺し客かく〟というケースもある。

　もっとも、今は護衛もたくさんいるので、ウェイレンは難なく彼女を部屋に招き入れた。

「うむ、入るがよい」

「──失礼いたします。……あら？　皆みなさまもお揃いでしたか」

　柔にゆう和わに微ほほ笑えむのは、やはりクレリアの女王──イクリピア＝ソート＝クレリンカその人だった。

　跪ひざまずいた小隊員たちに、楽にするよう告げ、歩を進めるイクリピア。

「どうしたのじゃ？」

　ウェイレンが尋たずねれば、イクリピアは彼女の前で、恭うやうやしく頭を下げた。

「先ほどはありがとうございました。お礼を申し上げるのが遅くなってしまい、本当に申しわけございません」

「なんじゃ、そんなことか。あれは護衛として当然じゃったと、皆も申しておる。むしろわざわざ足を運んでくれたことに礼を申そう。ありがとう、イクリピア」

「いえいえ。とんでもございませんわ」

　小こ振ぶりに手を振るイクリピアの愛らしさに、一同の表情も和やわらぐ。

　すると、イクリピアは諫斗の前に赴おもむき、スカートの裾すそを上げて一礼した。

「諫斗さま。あなたさまが騎き士しであること──このイクリピア、しかと見届けさせていただきました」

「おう。でもまだ〝訓練生〟だぜ？」

　あの時と同じように、諫斗は自分がまだ半人前であることを告げる。

「ふふ、そうでしたね。随ずい分ぶんとお強い訓練生さまです」

「はっはっはっ、そう言われると照れるなあ」

「……っ」

　雰ふん囲い気きのよい二人の様子に、ルナティの胸がきゅっと苦しくなった。

「ところで諫斗さま──」

　そこで一いつ旦たん言葉を切ったイクリピアは、諫斗の手を取り、問うた。




「──よろしければ、私の騎士となってはいただけませんか？」




『──っ!?』「……えっ？」

　突とつ然ぜんの提案に、イクリピア以外の全員が目を丸くした。

　イクリピアは柔和に笑い、「どうでしょう？」と諫斗に答えを求めてくる。

　と。




「──べ、別に行ってもいいんじゃないか？」




「……うん？」

　ふいに聞こえたのは、どこか強がったようなルナティの声だった。

「……ルナ？」

　アークの問いかけにも耳を貸さないルナティに、諫斗もどういうことかと聞き返す。

「行ってもいいって、どういうことだよ？　ウナティ」

「ふ、ふんっ、そのままの意味だ。べ、別に君など〝必要ない〟と言っているんだ」

　いきなり険を孕はらませた声こわ音ねをぶつけられ、諫斗も眉まゆ根ねを寄せる。

「確かあなたさまは……ルナティさま、でしたね？」

「はっ。シルフェニス魄はく導どう騎き士し団だんは、エストーナ小隊所属の騎士──ルナティ＝アスラシアです、イクリピア陛下」きびきびと敬礼するルナティ。

「イクリピアで構いません。それでルナティさまは、諫斗さまが我わが騎士団に所属することに、了りよう承しようしていただけるということですか？」

　イクリピアの言葉に、ルナティは一いつ瞬しゆん迷いの表情を見せたが、頭を振ふってそれを払ふつ拭しよくした。

「え、ええ、そうです。そんな浮気も……げふんっ！　そ、そのような者、引き取っていただけるだけで光栄です！」

「お、おい、ルナ!?」

　見かねたロゼッタも声をかけるが、ルナティはムキになっているのか、やはり耳を貸そうとしない。

「あら、そう仰おつしやっていますわよ？　諫斗さま」

「い、いや……。お、おい、ウナティ!?　何怒おこってんだよ!?」

「怒ってない！　私は全然怒ってなどいない！」

「いや、思いきり怒ってんじゃねえか!?」

　二人の声量が、次し第だいに大きさを増していく。

「私は冷静だっ！　そういう君こそ、怒っているではないか!?」

「そりゃいきなりあんな風に言われたら、誰だって理由を聞きたくなるだろ!?」

　ルナティが苛いら立だっている理由──それを今本人に問うのは、デリカシー不足というものだった。

「そんなもの自分で考えろっ！　君などイクリピアさまのところにでも行ってしまえばいいんだっ！」

「だからどうしてそうなるんだよ!?　俺は別に」




「──うるさいこのバカ勇者っっ!!」




　一層大きな声でそう言い放ったルナティは、顔を伏ふせながら駆かけ足で部屋を出て行ってしまった。

「な、なんなんだよ……」

　釈しやく然ぜんとせず、諫斗は不満を口にした。

「諫斗さま……」

「あー、悪い。なんか変な雰囲気になっちまったな……」

「いえ、それは構わないのですが……」

　言って、イクリピアはルナティが出て行った扉の方を一いち瞥べつし──口元に微かすかな笑みを浮うかベた。

（始まったかのう……）

　彼女が笑みを浮かべたことに気づいたのは、この室内でウェイレンただ一人だけだった。




　テラスで風を浴び、何度もため息を吐ついた末、部屋に戻もどろうとしていたルナティの下もとに、何故かイクリピアが姿を現した。

「……何かご用でしょうか？」

　が、先の口くち喧げん嘩かもあり、ルナティからはまったくと言っていいほどに、覇は気きが感じられなかった。

　しかしイクリピアは、そんな彼女に対して、毅き然ぜんとした表情で問うた。

「──率直に伺うかがいます。あなたさまは諫斗さまのなんなのですか？」

「……はい？」

　これにはさすがのルナティも、顔を顰しかめざるを得なかった。

「それはどういう意味でしょうか？」

「もちろんそのままの意味ですわ。あなたさまも、〝女性〟ならお分かりでしょう？」

　先ほどまでとは、雰囲気のがらりと変わったイクリピアに、ルナティは一層眉根を寄せる。

「仰っている意味が分かりません。それに諫斗はただの仲間です」

「ふふ、あれだけ嫉しつ妬と心を剥むき出しにされていたのに、ですか？」

　腕うでを組み、小こ悪あく魔ま的に笑うイクリピア。

「……っ」

　イクリピアの女性的な一面が見えたことで、ルナティの中でも何かが変わる。

　当然、イクリピアの方も、ルナティの表情が変わったことを見み逃のがさなかった。

「お好きなのでしょう？　諫斗さまのことが」

「ご、ご冗じよう談だんを!?　だ、誰だれがあんなやつのことなんか!?」

　途と端たんに思い浮かんだのは、屈くつ託たく無く笑う諫斗の顔だった。

「──っ!?」

　ルナティの顔が、かあっと鮮あざやかさを増す。

「いい加減、素す直なおになられたらどうですか？」

「よ、余計なお世話です！」

　ルナティがムキになればなるほど、イクリピアは楽しそうに言葉を紡つむぐ。

「ふふ、そうやって意地を張っている間にも、愛いとしの彼は、他の方に取られてしまいますわよ？　たとえば私とかに、ね」

「ど、どういう意味ですか？」

　若じやつ干かんの焦あせりを見せ始めたルナティに、イクリピアは「ふふっ」と笑みをこぼす。

「これもそのままの意味ですわ。あなたさまも、市街地ではご覧になられたのでしょう？　どうやら諫斗さまは──私に気があるように見えましたけれど？」

「──なっ!?」大きく目を見開くルナティ。

　最初から安い挑ちよう発はつだということは、彼女にも分かっていた。

　だがイクリピアの言うように、ルナティはどうしても素直になることが出来ずにいたのだ。

「ねえ、ルナティさま。諫斗さまのこと、私がいただいてしまってもよろしいでしょうか？」

　だから言ってしまった。

「す、好きにすればいいでしょう!?　私と諫斗はなんの関係もない！　諫斗のことなど──私はなんとも思っていないのですからっ！」






　三　もう一人の男性騎き士し







　クレリア城最上階──そこに設けられたのは、市街地を一望出来る広間だった。

　五国会議専用の会議室だ。

　室内中央に設置された円えん卓たくには、すでに各国の首脳たちが席に着いており、それぞれが伴ともなってきた護衛たちの姿も、室内の随ずい所しよに見られた。

　ちなみにルナティは暗い顔で佇たたずんでおり、〝口が軽い〟という理由で、諫いさ斗とは全身甲かつ冑ちゆう姿の置物状態だった。

　もちろん〝余計なことはするな〟と、事前に多めの釘くぎを刺さされている。

　席順は主しゆ催さい国であるクレリア王国から始まり、時計回りにヴァリエニス王国、北のアラク王国、東のセシュバ帝てい国こく、西のサハギニア公国となっていた。

「此こ度たびはよく我わがクレリアにおいでくださいました、皆みなさま。主催者として、心よりお礼を申し上げます。それでは私──イクリピア＝ソート＝クレリンカの名に於おきまして、ここに今年度の、五国会議の開催を宣言させていただきたいと思います」

　イクリピアが各国の首脳たちを見み渡わたし、微ほほ笑えみながら会議の始まりを告げる。

「つきましては、まず各おの々おののお国のご近きん況きようなどを、簡潔にお聞かせくださいませ。──我がクレリアは、昨年度よりも経済的成長が進み、現在は神かみ喰ぐいの被ひ害がいも、最小限に抑おさえられております」

「それはよいことじゃな。さて、我がヴァリエニスは、知っての通り、神かみ喰ぐいの襲しゆう来らいによって大打だ撃げきを受けた。今も復興を急がせてはおるが、以前の状態に戻るまでの目め処どは立ってはおらぬ。支し援えんを申し出てくれた国々には、この場を借りて礼を申し上げる所存じゃ」

　頭を下げたウェイレンに、「礼には及およばぬ」とアラクの女王──ヴィクトリア＝ラン＝アラクールが言う。

　二〇代半ばと思おぼしき、妖よう艶えんな雰ふん囲い気き漂ただよう巨きよ乳にゆうの美女だが、表情はシトラス並みに乏とぼしかった。

　アラクは北の氷原地帯にある大国であり、別名〝要よう塞さい国〟とも言われている。

　その所以ゆえんは、周囲の険けん阻そな山々の中腹に位置しているからだ。

「余は当然のことをしただけに過ぎぬ」

「右に同じよん」

　ヴィクトリアに同意するのは、下着のような服装に身を包んでいる、濃こいめの化け粧しようだが、無む駄だに色気のある美女だった。

〝美〟への意識がとても強いことで有名な、サハギニアの大公──シドール＝サイ＝サハギンだ。

　年ねん齢れいはヴィクトリアより少し上と言ったところだろう。

　サハギニアは西にある海底都市国家で、神かみ喰ぐいの被害が一番少ないと言われている。

　ゆえに移住先に選ぶ人も多く、人口が最も多い国でもある。

「うむ。皆みなには本当に感謝しておる。まったく、どっかの誰かとは大おお違ちがいじゃな」

　ウェイレンが半眼を向ける先にいたのは、不ふ遜そんな態度で腕を組む、黒くろ髪かみの美少女だった。

　──レネシス＝フロー＝セシュベリア。

　イクリピアの一つ上という歳としでありながら、セシュバ帝国の女じよ帝ていとして君臨している少女だ。

　レネシスはウェイレンを心底見下したように見み据すえ、「無様だな」と告げた。

「……なんじゃと？」

「聞こえなかったのか？　ウェイレン。貴様は無様だと言ったのだ。まるで腐ふ肉にくに湧わくウジのようにな」

　ウェイレンの眉まゆがぴくりと跳はね上がる。

「ほう？　まさかそなたに無様呼ばわりされるとは思わなかったぞ。〝神かみ喰ぐいに他国を襲おそわせる〟などという思考を持つ──そなたにだけはな」

「たわけが。どこにそのような証しよう拠こがある？」

　早さつ速そく火花を散らす両者に、イクリピアが「お二方、今はその辺で」と仲ちゆう裁さいに入る。

「ヴィクトリアさまのお国はいかがでしょうか？」

「目立つ変化はない」

　以上、とばかりに口を噤つぐむヴィクトリア。

　彼女の口数は元々少なく、聞かれたことに対し、最低限の答えだけを返すのだ。

「そうですか。〝要塞国〟の異名は伊だ達てではないということですね」

「世辞は要いらぬ」

　やはり無愛想な物言いだが、別段機き嫌げんが悪いわけではないということを、イクリピアも承知していた。

「ふふ、申しわけございません。──レネシスさまはどうでしょうか？」

「語ることなど無い。が、そうだな。しいて言えば、我が国の繁はん栄えいを邪じや魔ましている、ヴァリエニスが、さっさと滅ほろべばいいと思っている」

　それを聞き、当のヴァリエニス──ウェイレンもおかしそうに笑う。

「くふふふふっ、珍めずらしく意見が合うではないか。妾わらわもセシュバが──いや、〝レネシス〟なる愚ぐ帝ていが消し飛べばよいと思っておるぞえ？」

「ならば試ためしてみるか？」酷こく薄はくに見下すレネシス。

「後こう悔かいするのはそなたじゃぞ？」不敵に笑うウェイレン。

　緊きん迫ぱくした空気の中、「ちょっとやめなさいな」とシドールが両手を叩たたく。

「こんな雰ふん囲い気きじゃ、私の国を紹しよう介かい出来ないじゃないの」

「黙だまれ。年とし増まは引っ込んでいろ」

「……誰が年増ですって？」途端に真顔になるシドール。

　額には青筋も浮かんでおり、今にも化粧が剥はがれ落ちそうだった。

（な、なあ……会議っていつもこんな感じなのか？）

　もっと厳おごそかなものだと思っていた諫斗は、隣となりにいたアークにそれを問う。

（そうね。大体こんな感じじゃないかしら。とくに陛下とレネシスさまは、会う度たびに仲が悪くなっているわね）

（そうなのか……）

　これが〝国家元首〟という立場同士でなければ、意外と仲良くなれたのではないかと思った諫斗は、そうならなかったことが、残念でならなかった。
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（ただ今回は、先の大災害の件もあるからね。いざという時のために、いつでも止めに入れる準備はしておきなさい）

（ああ、分かった）

　再び置物状態に戻もどった諫斗の眼前では、イクリピアに宥なだめられた三人が、各々不ふ機き嫌げんそうな顔で口を噤んでいた。

「それではそろそろ各自の議題に参りましょう。──ではウェイレンさま。よろしくお願いいたします」

「うむ」

　イクリピアに促うながされたウェイレンは立ち上がり、レネシスを見下ろす。




　そう、今回の目的──それは〝セシュバ帝国への糾きゆう弾だん〟だ。




　神かみ喰ぐいどもにヴァリエニスを襲わせ、大勢の騎士たちを死に追いやり、亡国の危機へと導いたセシュバ帝国。

　そしてそれを指揮した女帝──レネシス＝フロー＝セシュベリア。

　今までは会議で言い争う程度の、単に口の悪い嫌いやなやつだと思っていた。

　だからもしかしたら、どこかで仲良くなれることもあるのではないかと思っていた。

「……」




　けれど──それは自分の勘かん違ちがいだった。




　レネシスは心底他国を見下している。

　いや、自分以外の全すべての者を、心の底から見下している。

　それゆえ──滅ぼせる。

　躊ちゆう躇ちよも無く、後悔も無い。

　されど、そのような道理がまかり通るはずがない。

　──いや、違う。




　自分はそんな道理を──〝まかり通させなどしない〟。




　ウェイレンは断固たる決意を以もつて語り始める。

「皆も知っての通り、先の神かみ喰ぐい襲来事件により、我が国は大打撃を受けた。まあそれだけならば、単に〝天災〟と申してもよいじゃろう。じゃが、我らはあれが人じん為い的に発生させられたものじゃと考えておる──そこのセシュバによる策略じゃとな！」

　毅き然ぜんとレネシスを指差すウェイレンに、レネシスも不遜な態度を崩くずさない。

「ならば〝証拠〟を見せてみろ。我が国がヴァリエニスを襲わせたという──〝決定的な証拠〟をな」

「当然じゃ。まずは皆ディスプレイを見て欲しい」

　ウェイレンが言うと、首脳たちの前に、それぞれ半透とう明めいのディスプレイが現れた。

　画面には、セシュバの飛ひ空くう艇ていが映っている。

　ヴァリエニスの〝大天てん蓋がい〟に、墜つい落らくした時の映像だ。

　ヴァリエニスを始めとした各国は、基本的にドーム状の〝内部防ぼう御ぎよ壁へき〟と、その周りを囲う〝外部防御壁〟に守られている。

　内部防御壁の上部は〝大天蓋〟と呼ばれ、開閉式になっているのだ。

　件くだんの神かみ喰ぐい襲来事件では、閉じかけの大天蓋に、セシュバの飛空艇が激げき突とつしたことで、大天蓋の一部が半はん壊かい。

　それに伴ともない、神かみ喰ぐいどもを引き寄せる、〝謎なぞの塵ちり〟が散布されたことによって、被害は瞬またたく間まに増大していったのだ。

「これは国境線に侵しん入にゆうしたセシュバの騎き士しについて、申し開きをしたいとやって来た使者の映像じゃ」

「確かに不幸な事故だったな。私も胸を痛めたものだ」

　悲しそうな表情で、胸むな元もとに手を添そえるレネシスだが、それが本心ではないことを、ウェイレンは見み抜ぬいていた。

「ならばいくつか説明してもらおうかのう、レネシス。まず何な故ぜ使者を飛空艇に乗せた？　〝ドラグディブロ〟に狙ねらい撃うちにされる危険性を、そなたも知らぬわけではあるまい？」

　Ａランク級神かみ喰ぐい──〝ドラグディブロ〟。

　竜りゆうに酷こく似じした風ふう貌ぼうを持つこの神かみ喰ぐいは、魄はく導どう力りよくを収束させて放つ、〝魄はく導どう粒りゆう子し砲ほう〟という脅きよう威いを有している。

　これの威力は強大で、結界術式を二重に施ほどこした防御壁でさえ、容易に貫つらぬいてしまうのだ。

　だからこそ、通常は護衛の騎士たちとともに陸路を進む。

　事実、ウェイレンたちも、クレリアまでの道のりには、なるべく神かみ喰ぐいの目撃例が少ない地上のルートを使っていた。

「それは貴様らの思想だ。我が国の民たみは、神かみ喰ぐいどもに屈くつしはしない」

「……じゃから死を怖おそれずに飛んだと申すか？」

　レネシスは当然とばかりに「そうだ」と言った。

「まあ貴様らのような臆おく病びよう者には、一生かかっても出来ないだろうがな」

「くっ……」歯を噛かみ締しめるウェイレン。

　レネシスの言葉には、有う無むを言わさぬ真実味がある。

　それは彼女の冷れい酷こくな性格と、持ち合わせた冷厳なる気配によるものだろう。

　たとえそれが偽いつわりであったとしても、真実だと思い込ませるその胆たん力りよく。

　これこそが、セシュバ帝てい国こくを治める女帝──レネシス＝フロー＝セシュベリアの持つ、絶対的な強みだった。

「……ならば次の問いじゃ。飛空艇が墜落した直後に発生した、この〝光る塵〟についてを説明してもらおうか？」

「──知らんな」

　即そく答とうするレネシス。

「……なんじゃと？」

　顔を険しくさせるウェイレンに、レネシスは口の端はしを歪ゆがめて言い放った。

「そもそもその塵とやらが、我が国のものだという証拠はどこだ？」

「証拠はこの映像じゃ。今まで一度も発生したことのないものが、飛空艇の墜落直後に発生した──おかしいとは思わぬか？」

　問いかけるウェイレンを、レネシスは鼻で笑う。

「思わんな。大方掃そう除じの行き届いていない、大天蓋から立ち上ったものだろうさ。クズのような国には、塵じん埃あいの類たぐいがお似合いだということだ」

「そなた……っ」

　自国を貶けなされ、さすがのウェイレンも頭に血が上る。

「……落ち着いて、陛下」

　すかさずフォローに回ったのは、ヴィクトリアと同じく、常に鉄仮面な表情の美少女──シトラス＝ファファニールだった。

（……証拠が足りないのは、最初から分かっていたはず。……向こうもヴァリエニスが滅ばなかった場合、陛下が糾弾してくることを想定して、あの作戦を考案したのだと思う）

（……ではどうせよと？）

　唇くちびるを噛み締めるウェイレンを宥めつつ、シトラスは現在出来うる、最善の策を提案する。

（……証しよう拠こで追つい及きゆう出来ない以上、相手がぼろを出すのを待つしかない。……今は耐たえて、そしてなるべく話を長引かせて。……絶対に感情的になっては駄だ目め）

（……了りよう解かいじゃ）

　シトラスの耳打ちに小さく頷うなずいたウェイレンは、再びレネシスに向き直る。

「続けられますか？　ウェイレンさま」

「無論じゃ。まだまだ聞きたいことは、山ほどあるからのう」

　手元の書類に目を通すウェイレンを、レネシスは呆あきれたように見つめる。

「無駄なことを。口を開けば開くほどに、己おのれの首を絞しめ続けていると何故気がつかない？　よもやそれほどまでにもうろくしたか？　〝千年女じよ王おう〟」

「余計なお世話じゃ。時間が惜おしい──次の問いに移るぞ」

「所しよ詮せん年寄りは年寄りということか……」

　嘲あざけるように笑うレネシスに、

「なんとでも申すがよい、この女め狐ぎつねめ」

　そう言い返したウェイレンだったが、

「褒ほめ言葉と受け取っておこう」

　と、レネシスは意に返さなかった。

「……ちっ」

　舌打ちし、ウェイレンは糾弾を続ける。

「では問おう──飛空艇の墜落とほぼ同時刻に、国境線沿いにそなたらの軍が、おおよそ三万ほど集結した。これに関してはどう答える？　このようなタイミングで現れるなど、侵しん略りやくの意志があったとしか見えぬぞ？」

　ウェイレンの問いを聞き、途と端たんに「くっくっくっ……」と含ふくみ笑いを浮うかべるレネシス。




「──おいおい、ウェイレン。貴様は一体何を言ってるんだ？」




「……何？」

　困こん惑わくするウェイレンを前に、レネシスは立ち上がって右手で机を叩たたいた。

「今は神かみ喰ぐいが貴様の国を蹂じゆう躙りんしたことについて議論しているはずだ。我が国が襲おそわせたなどという、根こん拠きよのない言いがかりについてをな。それがどうだ？　今の貴様は論点を〝侵略〟に置き換かえている。──各国の首脳たちよ、これがどういう意味か分かるだろう？」

「ちょ、ちょっと待たぬか!?　それこそ論点の置き換えじゃ！　飛空艇の墜落と同時に広がる塵と、国境線沿いに現れたそなたらの軍！　そして塵に引き寄せられたかのように襲い来た神かみ喰ぐいどもの群れ！　こんなものが、ほぼ同じタイミングで起こるか!?」

　レネシスに負けじと、ウェイレンも両手で机を叩き、自身の言葉を後押しする。

　が、レネシスは「たわけ」とそれを一いつ蹴しゆうした。

「大体いつ私が〝ヴァリエニスを侵略するために軍を動かした〟と言った？」

「……なんじゃと？」

　──侵略ではない？

　どういうことかと、ウェイレンの眉み間けんにも力がこもった。

「我が国が軍を集結させたのは、ヴァリエニスに神かみ喰ぐいどもが向かっていることを突つき止めたからだ。貴様らよりも早くな」

「なっ!?　そなたは〝救きゆう援えんに来た〟と申すのか!?」

　あれほどの事態を招いておいて……っ、と内心憤いきどおりに震ふるえるウェイレン。

「当然だ。それを〝侵略〟などとのたまい、あまつさえ我が国の策略だったかのように糾きゆう弾だんし始めるこの始末──思い上がるのもいい加減にしろっ！」

「──っ!?」

　レネシスのその一いつ喝かつに、ウェイレンの中で何かが切れた。

「……駄目、陛下！」

　シトラスの制止を手で遮さえぎり、ウェイレンは震えた声を出す。

「な、なんじゃその言いぐさは……っ。そ、そなたらのせいで、一体何人の騎士たちが犠ぎ牲せいになったと思っておる!?　大切な家族を、一体何人の民たちが失ったと思っておるのじゃ!?」

　双そう眸ぼうに涙なみだを浮かべ、必死に訴うつたえるウェイレンだが、全ては状じよう況きよう証拠に過ぎなかった。

「ウェイレンさま、落ち着いてくださいませ」

「これが落ち着いてなどおられるか!?　こやつは我が民を」

「ウェイレンさま！」鋭するどく言い放つイクリピア。

「ぐ……っ!?」

　イクリピアに諫いさめられ、ウェイレンはこの上なく歯を噛み締めながら席に着く。

　レネシスは勝ち誇ほこったように顔を歪め、拳こぶしを握にぎるウェイレンのことを見下ろしながら、満足げに席に着いた。

「ヴィクトリアさまにシドールさま。今の率直なご意見をお聞かせ願えますか？」

　先に口を開いたのは、ヴィクトリアだった。

「余は争いを望まぬ。ゆえに争いを起こそうとする者の心も分からぬ。それをウェイレン殿どのが教えてくれるものと期待していたが、それは叶かないそうにないと見える」

「私も同意見かしらね？　ウェイレンちゃんには悪いけど、これだけじゃレネシスちゃんがやったとは言えないわ」

　二人の意見を聞いた後、イクリピアは「ありがとうございます、お二人方」と自身の意見を口にする。

「非常に残念ですが、私も現段階では、レネシスさまが神かみ喰ぐいどもを呼び寄せたと断言することは出来ません。これ以上の証拠が提出出来ないのであれば、この案件は次回への持ち越こしとさせて」

「ちょっといいか？」とレネシス。

「はい、なんでしょうか？」

　尋たずねられたレネシスは、俯うつむくウェイレンを顎あごで指し、告げた。




「──土下座しろ、ウェイレン」




『──なっ!?』ヴァリエニス一行が目を丸くする。

　それはウェイレンにしても然しかりで、彼女は愕がく然ぜんとレネシスを見み据すえていた。

「……土下座、じゃと……？」

「当然だろう？　貴様の言いがかりにより、私──いや、我が国の誇りは深く傷ついた。その責任は全すべて貴様にある。ならば額を床ゆかに擦こすりつけ、私に心から謝罪するのが道理というものだ。なんなら靴くつでも舐なめてもらおうか？　貴様には〝誠意〟が足りないからな」

　ほら、と机の上に足を放ほうり出すレネシス。

「ぐ、愚ぐ弄ろうするのもいい加減にせよ！」

「愚弄？　貴様は〝礼れい儀ぎ〟というものを、〝愚弄〟だと考えているのか？　これは困ったな。間ま違ちがったことに対して謝ることを、よもや愚おろかな行こう為いだと考えているとは……。それでよく女王などと居座ることが出来たものだ。貴様の民たみに哀あわれみすら覚えるよ」

「減らず口を……っ」

　普ふ段だんは冷静なウェイレンが、レネシス相手だとこうもいいように踊おどらされる。

　その現実を直視した諫斗は、レネシス率いるセシュバ帝国の存在に、言いようのない恐きよう怖ふと、そして怒いかりを覚えていた。

　それはエストーナ小隊の隊員たちも同じで、彼女らの我が慢まんも、いよいよ限界を迎むかえようとしていた。

　と。




「──抜ぬきたければ抜くがいい。だが死ぬのは貴様らの方だぞ」




『──っ!?』

　今にも斬きりかからんとする小隊員たちを、突とつ如じよ射い貫ぬいたのは、凄すさまじい威い圧あつ感かんを放つ、真しん紅くの双眸だった。

　年の頃ころは二〇代前半くらいだろうか。

　双眸は鮮せん血けつのように赤く、顔つきは冷厳さを孕はらませて鋭く整っていた。

　部屋の隅すみで佇たたずんでいたその黒衣の男性は、ゆっくりとレネシスに近づいていく。

「少し挑ちよう発はつが過ぎるぞ、レネシス」

「申しわけございません、兄上」

　あの傲ごう岸がん不ふ遜そんなレネシスが、黒衣の男性に対し、わざわざ立ち上がって素す直なおに頭を下げた光景に、一同は唖あ然ぜんとしていた。

「……レネシスさま。そちらの殿との方がたは……？」

「ああ、そういえば、貴様らにも紹しよう介かいしてやろうと思っていたところだ」

　再び元の態度に戻もどったレネシスは、口の端はしを歪ゆがめ、告げた。

「──ゼラ＝セシュベリア。我わが敬愛なる兄にして、軍の総司令を任せている男であり、そして、




　──史上初となる〝男の騎き士し〟だ」




『──なっ!?』

　その場にいたほぼ全員の目が、驚きよう愕がくに大きく見開かされた。

　だがもっとも衝しよう撃げきを受けていたのは、他ほかでもないヴァリエニスの一行だった。




「──ちょっと待てぇいっ！」




　当然、諫斗としても黙だまっていられるはずがなかった。

　確かに出て行きたくなる気持ちは分からなくはない。

　しかし〝余計なことはするな〟と再三に渡わたって釘くぎを刺さしている。

　ゆえにヴァリエニスの一行は、「何な故ぜ出てきた……」と揃そろって嘆たん息そくしていた。

「なんだ貴様は？」とレネシス。

　甲かつ冑ちゆうを取っ払ぱらった諫斗は、自身の胸に親指を差し、声を張り上げた。

「よくぞ聞いてくれた！　俺の名前は斎さい賀が諫斗！　ヴァリエニスの騎士訓練生にして、この世界を救うためにやって来た──〝異世界の勇者〟だ！」

　すでにヴァリエニスの一行は、唖然を通り越して頭を抱かかえているが、レネシスは「なるほど」と不敵に腕うでを組んだ。

「貴様がヴァリエニスに飼われているという、例の実験体か？」

「おう！」

「……っ」

　皮肉を素直に受け入れられ、レネシスの眉まゆがぴくりと動いた。

　と。

「お兄さ……兄上!?」

「うん？」

　レネシスの制止を無視したゼラが、諫斗に近づいてくる。

　途端。

「──っ!?」




　──がきんっ！　と金属音が室内にこだました。




　ゼラの右腕が一いつ瞬しゆんで〝何か〟に変化したかと思えば、次の瞬間にはすでに斬りかかってきたのだ。

　もちろん瞬間的に童どう子じ斬ぎりを顕けん現げんさせた諫斗は、最速の抜ばつ刀とう術を以もつてこれを受け止めた。

　諫斗とゼラを囲うように、石造りの床が音を立てて陥かん没ぼつする。

　今まで半信半疑だった首脳たちも、鍔つば迫ぜり合う両者の姿に、息を飲み込んでいた。

「ほう？　まさか俺の一撃を受け止めるとはな」

「こっちも驚おどろいたぜ……っ。いきなり仕し掛かけてくるとは思わなかったからな……っ」

「くっくっくっ……」

　この瞬間、ゼラは気づいていた。

　眼前にいる諫斗こそが、最さい凶きよう最さい悪あくのＳランク級神かみ喰ぐい──〝アフリクシオン〟の鎧がい核かくを宿しているということを。

「なるほど。〝神しん喰が兵へい〟如ごときでは相手にならんわけだ。そういえば、貴様には〝借り〟があったな」

「……なんのことだ？」眉み間けんに力が入る諫斗。

　神かみ喰ぐい襲しゆう来らい事件の際、真鎧霊装エクスマキナを発動させた諫斗は、セシュバ軍との激げき突とつを避さけるため、わざと斬ざん撃げきを逸そらして攻こう撃げきした。

　結果的にセシュバ軍に死傷者は出ず、ほぼ無傷で撤てつ退たいさせることに成功したのだ。

　と。




「──いい加減にせぬか、この大おお馬ば鹿か者ものどもっ！」




「「──っ!?」」

　ウェイレンの一いつ喝かつが、諫斗とゼラの腕を止めさせ、室内に静せい寂じやくをもたらした。

「ひ、姫ひめさん……？」

「二度は申さん。──剣けんを退ひけ、小こ僧ぞう」

　初めて見るウェイレンの鬼き気き迫せまる勢いに、諫斗は「……分かった」と大人しく従った。

　鎧マ霊キ装ナを消失させる諫斗の姿を確かく認にんしたウェイレンは、表情を緩ゆるめず、首脳たちに向けて告げた。

「騒さわがせてすまなかったのう。一応紹介しておくが、この馬鹿者が、我らの有する〝男の騎士〟──斎賀諫斗じゃ。そしてゼラとやら、そなたの力もよく分かった。じゃが今は退け。会議はまだ終わってはおらぬのじゃからのう」

「──ふんっ」

　何か言いたげではあったが、ゼラはマントを翻ひるがえした。

「……っ」

　敬愛する兄を恫どう喝かつされたからだろう。

　レネシスから殺意の交じった視線を感じたが、ウェイレンは意に介かいさず、席に着いた。

「──イクリピア」

「あ、はい」

　一連の光景に見入っていたイクリピアも、はっと背筋を伸のばした。

「すまぬが、進行を続けてもらえるか？　我らも、このまま終わらせるわけにはいかぬのでな」

「承知いたしました。では先ほどまでの討論を、一度まとめさせていただきます。ウェイレンさまが仰おつしやられたのは──」

　イクリピアが会議を再開させるが、室内にいた一同の胸中は、穏おだやかではなかった。




　──〝二人の男性騎士の登場〟。




　この事実が確固たるものとなり、首脳たちのみならず、護衛に来ていた各国の騎士たちの間にも、動どう揺ようが走っていたのだ。

　だが力を見せられた以上、事実として受け入れねばなるまい。

　問いたいことは多々あったが、今は会議の方を優先させるのが道理。

　ゆえに自らを落ち着かせた一同は、各おの々おのが今やるべきことに集中した。

　と、その時だ。

『──っ!?』

　突如として鳴り響ひびいた警報に、その場にいた全員が意識を持っていかれた。




『──た、大変です陛下！』




　間かん髪はつを容いれず、室内の剣けん呑のんな空気を吹ふき飛ばすかのように、首脳たちのディスプレイが切り替かわる。

「何事ですか？」

『はっ、北方より神かみ喰ぐいの反応が多数出現！　我が国に向け、真まっ直すぐと向かっております！』

　それを聞いたイクリピアは、動揺を懸けん命めいに押し殺し、努めて冷静に告げる。

「……分かりました。では全国民に対し、シェルターへの避ひ難なん勧かん告こくを。それから」




「──丁度いいデモンストレーションだ」




「……えっ？」

　騎士団に出撃の指示を出そうとしていたイクリピアの声を遮さえぎり、ゼラがテラスに向けて歩を進める。

「レネシス、構わないな？」

「はい、兄上」どこか熱っぽい表情で頷うなずくレネシス。

　すると、

『──なっ!?』

　ゼラの背が破け、一いつ対ついの翼つばさがその形を成した。

　それはまるでドラグディブロを彷ほう彿ふつとさせる、強きよう靭じんで雄お々おしき翼だった。

　唖あ然ぜんとする一同の前で、ゼラは大天てん蓋がいを越こえ、遥はるか上空へと舞まい上がった。

　すかさずイクリピアは、室内の壁かべにもう一つ大きなディスプレイを呼び出し、「彼を追いなさい！」と司令部に指示を出す。

　ディスプレイに映し出されたゼラは、左腕を変化させ、それを恐おそらくは神かみ喰ぐいどもに向けていた。

　だが一同をさらに驚きよう愕がくかつ震しん撼かんさせていたのは、その変化させた左腕が、自分たちの見知る、最悪の存在だったからだ。




　──〝ドラグディブロの頭部〟。




　そう、ゼラは背にドラグディブロの翼を、そして左腕には、やつの頭部を有していたのだ。

「な、なんじゃあれは……!?　──レネシス！　そなた、あやつに何をした!?」

「答える義理はない。だがよく見ておけ。あれこそが次世代の騎き士し──〝神しん喰が騎き士し〟の姿だ」

「し、神しん喰が騎き士しじゃと……っ!?」

　再びディスプレイを見やれば、ゼラの左腕──ドラグディブロの口元に、魄はく導どう力りよくが収束しているところだった。

「まさかあれは!?」とイクリピア。

　そして放たれる赤き魄はく導どう力りよくの一いつ塊かい。

　──〝魄はく導どう粒りゆう子し砲ほう〟。

　ドラグディブロの持つ、最大最強の脅きよう威い。

　それを人の身で、ゼラは使いこなしていたのだ。

　粒子砲は真っ直ぐに、神かみ喰ぐいどもに向けて飛んでゆき、

『──っ!?』

　赤い閃せん光こうに続いて、轟ごう音おんが一同の耳じ朶だを打った。

　しかしそれだけでは終わらない。

　二撃目、三撃目と、ゼラは立て続けに粒子砲を見み舞まう。

　その度たびに大地が唸うなりを上げ、会議室内の椅い子すや、設置されていた装そう飾しよく品などが乱らん舞ぶする。

　と。

「──危ねえっ！」

「──きゃっ!?」

　余波に耐たえきれなくなった柱が崩くずれ、イクリピアを襲おそう。

　が、間かん一いつ髪ぱつ──飛び出した諫斗がイクリピアを抱だき、柱の崩ほう壊かいから救った。

「……ふう、危なかったぜ。大だい丈じよう夫ぶか？」

「……」呆ぼう然ぜんと固まるイクリピア。

　彼女がはっと意識を取り戻もどせば、




　──とくんっ。




（あっ……）

　あの時のなんとも言えない気持ちだ。

　それも前よりずっと強い。

　顔に熱がこもり、鼓こ動どうの高鳴りまで感じる。

　きっとこの感情は……。

「……ありがとうございます」

「おう」

　名残なごり惜おしそうな顔のイクリピアを下ろし、諫斗はきっと外を睨にらむ。

「あの野や郎ろう、少しは気を遣つかえってんだ！」

　そうして飛び出した諫斗に続き、

「待ちなさい、勇者君!?　──陛下、我々も戦せん闘とうに加わります！」

「分かった！　セシュバなどに後れを取るでないぞ！」

　ウェイレンの気持ちを痛いほどに理解していたアークは、この上なく強く、そして見事な敬礼で、「はっ！」と答えた。

「──皆みんな、行くわよ！」

『了りよう解かいっ！』

　そうしてエストーナ小隊の隊員たちも、次々にテラスから飛び出していった。




「……ちっ」

　蒸気を立ち上らせる左ひだり腕うでの砲ほう身しんに目をやり、ゼラは一人舌打ちをしていた。

「やはり今は三度の砲撃が限界か……」

　ぼろぼろと崩れ落ちる左腕を力任せにもぎ、不要とばかりに捨てる。

　捨てられた左腕は、風にさらわれて塵ちりと化した。

　片腕を失ったはずのゼラだったが、しかし動揺の色は少しも浮うかべてはいなかった。

　何な故ぜなら、瞬またたく間まに新しい腕が生えたからだ。

「……」

　二、三度拳こぶしを握にぎり、生えた腕の具合を確かめるゼラ。

　ふと見れば、市街地の屋根を飛ぶ数人の姿が目に入った。

　──エストーナ小隊の隊員たちだ。

　先頭を行くのは、すでに童どう子じ斬ぎりを顕けん現げんさせている、諫斗だった。

　それを見たゼラは、口元に微かすかな笑えみを浮かべる。

「アフリクシオンの小こ僧ぞうか。面おも白しろい。ならば貴様の力、存分に見せてもらうとしよう」




　外部防ぼう御ぎよ壁へきの外へと出た諫斗たちが目にしたのは、ゼラの砲撃で損傷した部位を補うため、共食いをしている神かみ喰ぐいどもの姿だった。

　ぱっと見は、Ｃランク級の比率が多いように見えた。

　中でも数的に目立つのは、別名〝金こん剛ごう獣じゆう〟とも呼ばれている、体長五メートルほどの巨きよ大だいワニ然とした神かみ喰ぐい──〝ダイル〟だ。

　外がい殻かくの強固さでは、ドラグディブロ以上とも言われており、全身が水すい晶しようのような感じになっている。

　ランク的な脅威としては、巨きよ狼ろうのような風ふう貌ぼうのＢランク級──〝ハイウェル〟が最高だろう。

　幾いく分ぶんかゼラが減らしたとはいえ、その総数は未いまだに三〇体前後。

　ヴァリエニスの時ほどではないが、それでも通常ではあり得ない数の神かみ喰ぐいだった。

　エストーナ小隊の他ほかには、余計な犠ぎ牲せいを出さないためか、腕の立つ者たちだけが、それぞれ前衛として並んでいた。

　具体的には、クレリアとサハギニアの聖騎士が一人ずつと、アラクの聖騎士が二人だ。

　中衛として、クレリアと各国の騎士たちが、外部防御壁の上で待機しており、残りは後衛として、民衆の避難を急がせている。

　前衛である諫斗たちの役割は、やつらの手が外部防御壁に届く前に、殲せん滅めつすることだ。

　前衛は全部で九人。

　うちＢランク級神かみ喰ぐい──〝オラウタス〟を一人で倒たおせる聖騎士が五人と、〝真鎧霊装エクスマキナ〟を持つ諫斗がいる。

　戦力的には申し分ない。

　油断せずに戦えば、なんとか乗り切れるレベルだ。

　各々が鎧マ霊キ装ナを握り、戦闘態勢に入る。

「いいわね？　皆。確かに数は多いけれど、焦あせらず訓練通りにやれば勝てるわ。だから臆おくさず戦いましょう。もっとも、ヴァリエニスの惨さん劇げきを生き残った私たちからすれば、あの程度に臆することなどないでしょうけど」

「「了解っ！」」「了解──って、おい!?　どこへ行くんだ!?」

　ルナティの制止を背に受けながら、諫斗は一人神かみ喰ぐいどもへと向かっていく。

「ちょ、勇者君!?」

　声を荒あららげるアークに、諫斗は横目で言った。

「ここは俺に任せてくれ！　俺が〝真鎧霊装エクスマキナ〟で一いつ掃そうしてやるから！」

「──なっ!?　も、戻りなさい！　勇者君！」

　じゃっ、と笑顔で手を上げる諫斗に、ロゼッタは「おーい、独ひとり占じめはよくねえぞー」とある意味激げき励れいの言葉を飛ばしていた。

「……ロゼ、そんなことを言っている場合ではないでしょう？」ため息混じりのメナス。

「まあいいんじゃねえの？　あいつが全部やってくれるってんなら、それはそれで楽出来るわけだし」

「だ、だが……。──本当にこれでいいのですか？　副隊長」

　問われたアークは、大きく嘆たん息そくして言う。

「……いいわけないでしょう？　ルナ。確かに〝真鎧霊装エクスマキナ〟の力は絶大だけれど、その力に頼たよるだけの戦い方なんて、相手が誰だれであろうと、いつまでも持つはずがないわ」

「そう、ですね……」

　しかし諫斗が、〝真鎧霊装エクスマキナの力を使う〟と言った以上、迂う闊かつに近づいては、巻き添ぞえを食うだけだ。

　アークはメナスとロゼッタに、他の聖騎士たちへの事情の説明を指示する。

　そしてルナティは一人、小さくなっていく諫斗の背を、ただ心配そうに見つめ続けるのだった。




　神かみ喰ぐいどもに向けて単独で特とつ攻こうを仕し掛かける諫斗は、内心考えていた。




　──俺に〝真鎧霊装エクスマキナ〟の力がある以上、傷つくのは俺一人で十分だ、と。




　自分はそのためにこの世界へとやって来た。

　人々から悲しみを消し去り、皆が笑顔でいられる世界をつくるために。

　これ以上女の子たちに、〝遺書〟なんて馬ば鹿かげたものを書かせないために。

　殉じゆん職しよく率りつの高い騎士たちは、皆みな騎士団へと入団する際、〝遺書〟を書く決まりがある。

　一度任務に出れば、いつ死ぬかも分からないからだ。

　だが──そんな世の中でいいはずがない。

　彼女らには、もっと幸せな人生を送る権利があるはずだ。

　そのための力を──自分は手に入れた。

　ならばもう──彼女らが戦う必要はない。

「後は全部──俺が喰くらい斬きってやるっ！」

　童子斬を鞘さやから抜ぬいた諫斗は、それを天高く掲かかげ、咆ほえた。




「──〝真鎧霊装エクスマキナ〟っ！」




　が。

「……あれ？」

　諫斗の気き迫はくとは裏腹に──何も起こらなかった。

　何かの間ま違ちがいだろうと、諫斗は再び声を張り上げる。




「──〝真鎧霊装エクスマキナ〟っ！」




　だが結果は同じだった。

　何度声を張り上げようとも、諫斗の身体からだにはなんの変化も生じなかったのだ。

「や、やべえ!?」

　すかさず踏ふん張り、速度を殺した諫斗は、襲い来る神かみ喰ぐいどもの群れから、全速力で遁とん走そうした。

『……？』

　焦った様子であちらこちらへと逃にげ惑まどっている諫斗の姿に、小隊員たちも訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

　と。

「え、真鎧霊装エクスマキナが使えねええええええええええええええっっ!?」

『……はあっ!?』

　至し極ごく当然、皆の表情が一変した。




「──捕つかまえましたわ！　ルナ！」

「ああ！　──ふんっ！」

「ガアアアアアアアアアアアアアアッッ!?」

　メナスの魄はく術じゆつで縛しばり上げられたダイルが、弱点の腹を見せ、そこにルナティの鋭するどい一いち撃げきが食い込む。

「──《剛ごう力りき》っ！」

「ギャガアアアアアアアアアアアアアアッッ!?」

　そのまま腹を縦に裂さいたルナティは、脈打つコアを素す早ばやく突つき、〝神かみ喰ぐらい〟を行う。

　外殻に守られた〝コア〟を見つけ出し、己おのが鎧マ霊キ装ナで取り込む──それが神かみ喰ぐいを倒す唯ゆい一いつの方法だ。

　そうしなければ、やつらは人や動物、同族などを喰らい、何度でも自らの外殻を修復させる。

　喰うか喰われるか──神かみ喰ぐいと対たい峙じした騎き士しに与あたえられた選せん択たく肢しは、その二つしかないのだ。

　もちろん生き延びるために退たい却きやくすることもあるが、それは本当に最後の手段である。

　他の倒し方としては、後に〝鎧がい核かく〟として使用するため、コアを魄はく術じゆつで〝隔かく離り〟するということも出来る。

　とはいえ、今はそのような状じよう況きようではない。

　神かみ喰ぐらいによる、〝殲滅〟を最優先とし、ルナティたちは、様々な魄はく術じゆつを駆く使しして戦っていた。

「くっ……」

　だが真鎧霊装エクスマキナにもなれなければ、魄はく術じゆつも使えない諫斗は、彼女らよりも些いささか後れを取り、焦しよう燥そうからか、正直へたれていた。

「おーい、諫斗ー。やっぱり中衛に回った方がいいんじゃねえのかー？　──よっと！」

　体長四メートルほどのＤランク級神かみ喰ぐい──〝サスコーガ〟の突とつ進しんを躱かわし、意地悪ではなく、善意から提案するロゼッタ。

〝サスコーガ〟は、全身を甲こう殻かく類るい然とした外殻が覆おおっており、ずんぐりした巨体には似合わず、その敏びん捷しよう性は高い。

　頭部にある螺ら旋せん状の巨大な角で、相手を串くし刺ざしにすることを得意とし、基本的な攻こう撃げき方法は、突進と、角による薙なぎ払はらいなどである。

　方向を転てん換かんしようとした、サスコーガに肉にく薄はくしたロゼッタは、自身の鎧マ霊キ装ナである、金色の籠こ手てと脛すね当あてに魄はく導どう力りよくを集中させる。

「──ベスティアペガルッ！」

「ギャギヒッ!?」

　剛ごう拳けん一いつ閃せん。

　振ふり向き際ぎわに強きよう烈れつな一撃を受けたサスコーガは、頭部を破は壊かいされ、地に伏ふした。

「諫斗ー。こいつの神かみ喰ぐらいは任せるぞー」

　言って、ロゼッタは他の神かみ喰ぐいへと向かっていく。

　近接格かく闘とう型の鎧マ霊キ装ナを持つ彼女は、対象の部位を破壊することは得意でも、コアを探すことは苦手としている。

　混戦となった現在の状況で、悠ゆう長ちようにコアを探している時間はない。

　ゆえに斬ざん撃げきや刺し突とつを得意とする諫斗の方が、コアを探すには適しているのだ。

「はっ！」

　ロゼッタに後を任された諫斗は、抜ばつ刀とう術でサスコーガの腹を裂き、刃はを翻ひるがえしてコアを貫つらぬく。

　魄はく導どう力りよくによる身体強化はされているが、それでも神かみ喰ぐいどもの外がい殻かくは硬かたい。

　ルナティのように、飛ひ躍やく的に膂りよ力りよくを増加させる魄はく術じゆつ──《剛力》などが使えない諫斗は、持ち得た技術でそれに対処するしかなかった。

　見み渡わたせば、諫斗以外の騎士たちは、皆みななんらかの魄はく術じゆつを使い、戦術的な戦い方をしていた。

《加速》で速力を上げたメナスとロゼッタが、地を駆かけるハイウェルに追いつき、二人同時に《捕ほ縛ばく》を放つ。

　もっとも、相手はＢランク級の神かみ喰ぐい──二人がかりの《捕縛》でも、せいぜいが十秒止められるかどうかだろう。

　──だがそれでいいのだ。

「──シエロイスパーダッ！」

　ハイウェルの動きが一いつ瞬しゆんでも鈍にぶくなったところに、間かん髪はつを容いれず、アークが身体ごと捻ねじり、《剛力》を加えた斬撃でやつを真っ二つにした。

　瞬間、《捕縛》の鎖くさりを引き、反動で飛び出したメナスがコアを貫き、神かみ喰ぐらいを行う。

　まったく無む駄だのない、統率の取れた見事な連れん携けいプレイだ。

　一人取り残されたような感じを覚えた諫斗だったが、頭を振り、その気持ちを払ふつ拭しよくさせる。

（……何を弱気になってるんだ、俺は……っ）

　苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような表情だった諫斗は、その時になって初めて気がついた。




　──〝力のない自分〟という存在を忘れていたことを。




〝真鎧霊装エクスマキナ〟を手に入れ、自分には力があるのだと錯さつ覚かくしていた。

　自分自身、まだ騎士の訓練過程も終えておらず、魄はく術じゆつはおろか、小隊の連携にだって入れてはいないのだ。

　それなのに、分不相応な力を得たことで、自分は強くなっていると思い込んでいた。

　自うぬ惚ぼれも甚はなはだしいほどに……。

　自分は忘れていたのだ──じいちゃんに教えられてきたことを。




　──血の滲にじむ努力の先にしか、〝本当の強さ〟というものは存在しないということを。




（俺は……忘れていたんだ……っ）拳こぶしを握にぎる諫斗。

　と。




「──なんだその真ま面じ目めな顔は？　バカ勇者には似合わないぞ？」




　そんな諫斗の頭上から、すっとルナティが降り立つ。

「ウナティ……」

「ルナティだ。もう訂てい正せいするのも面めん倒どうになってきたな……」

　小さく嘆たん息そくするルナティに、諫斗は真しん摯しに告げた。




「──俺を殴なぐってくれ」




「……はっ？」

　当然、唖あ然ぜんとするルナティ。

　しかし諫斗の顔は真しん剣けんそのもので、決して冗じよう談だんで言っているわけではなさそうだった。

　周囲を警けい戒かいしつつ、ルナティは彼に問う。

「君を殴れって……。どういうことだ？」

「……すまん。俺は馬ば鹿かだった」

　うん？　と頭を傾かしげるルナティ。

「いや、君は元々馬鹿だろう？」

「ま、まあそうなんだけど……って、そうじゃなくて！　とにかく俺は馬鹿だったんだ！　だから殴ってくれ！」

　何を言ってるんだ、このバカ勇者は……、と顔を伏せるルナティだったが、本人がそうして欲しいと言うのならば仕方がない。

　ルナティは拳をぎゅっと握り、告げた。

「本当はこんなことをしている場合ではないのだが……。──歯を食い縛れよ」

「おう！」

　諫斗が頷うなずいた瞬間、ルナティは大きく腕うでを振りかぶり、

「──ふんっ！」

　すぱんっ！　と軽快な音が辺りに響ひびき渡わたった。




「──はあっ！」

　Ｅランク級をまとめて吹ふき飛ばしたアークは、宙を舞まい、アクロバティックな動きで素早く全すべてのコアを神かみ喰ぐらいする。

「……ふう」

　着地と同時に一息吐つき、周囲の状況を確かく認にんすれば、神かみ喰ぐいどもも残り数体というところだった。

「あと少しの辛しん抱ぼうね。……あら？」

　肩かたのこりをほぐしているアークの下もとに、諫斗とルナティがやって来た。

「お疲つかれさま、二人とも。怪け我がは──って、どうしたの!?」

　目を丸くするアークの眼前には、「大したことではありません」と涼すずしい顔をするルナティと、

「ああ、何も問題はないぜ」

　不敵に笑いつつも、顔の左半分に〝真っ赤な手形〟がついている、諫斗の姿があった。

（……たぶんルナがやったんだとは思うけれど……）

　内心首を傾げるアークだったが、

（もしかして……っ!?）

　はっと何かに気づき、どこか優やさしい顔になりながら、諫斗の肩に手を添そえた。

「──勇者君。人生色々あるとは思うけど、きっとこの先いい子に出会えるわ」

「……へっ？」

　呆ほうける諫斗に、アークは「言わなくていいわ。今は辛つらいでしょうからね」と無駄な気を遣つかいまくっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。なんなら私が紹しよう介かいしてあげるから、気を落としちゃ駄目よ？　大切なのは、次へと進む勇気なのだから」

「お、おう……」

「じゃあ残りを殲せん滅めつしに行きましょう！」

　何な故ぜか一人納なつ得とくしたように頷き、やたらと機き嫌げんのいいアークに続く諫斗たちは、互たがいに神しん妙みような顔をしていた。

（さっきのはどういう意味だったんだ？）

（……分からん。だがまあ機嫌がよくなったのは間ま違ちがいない。適当にやり過ごしておいた方が無難だろう）

　怒おこると怖こわいからな……、とさりげなく付け足すルナティ。

（そうか。ウナティがそう言うなら、そうしておくよ）

（なんだ？　今日はやけに素す直なおだな？）

　ルナティがそう尋たずねれば、諫斗は「ああ」と静かに頷いた。

（さっきはありがとな。おかげで初心に戻もどれたぜ）

（い、いや、別に礼を言われるほどではないと思うが……）

　歯を見せて笑う諫斗に、ルナティは少々戸と惑まどい、そして恥はずかしそうに頬ほおを赤らめていた。

（だ、だがまああれだ。君にはまだまだ教えることがたくさんあるからな。初心を忘れないのは大切なことだ）

（おう！　これからもよろしく頼たのむぜ！）

（う、うん……）

　拳を握る諫斗に、ルナティは小さく頷き、その口元に微かすかな笑えみを浮うかべたのだった。






　四　恋こいする乙おと女めたち







　全ての神かみ喰ぐいどもを退けた諫いさ斗とたちは、再びクレリア城へと戻ってきた。

　会議は〝一時中断〟ということになり、会議室の修しゆう繕ぜん後、再び行われるらしい。

　修繕が完かん了りようするまで、しばらく時間がかかるとのことだったので、諫斗たちは滞たい在ざい期間を延ばし、今は談話室で歓かん談だんしていた。

　最中、諫斗は小隊員たちに、何か言いたいことがあるとかで、皆の注目を集めていた。

「んで、一体どうしたんだよ？　そんな改まっちまって」

「ああ。一言皆に謝ろうと思ってさ」

　それを聞いた小隊員たちは、一いつ斉せいに顔を見合わせた。

「そのようなことをされる覚えは、とくに見当たらないのですけれど……」

「うん。私もそう思う。何を謝ると言うんだ？」

　ルナティに尋ねられた諫斗は、「決まってんだろ？」と当然の如ごとく頭を下げた。




「──俺は自分に力があると勘かん違ちがいしていた！　調子に乗ってたんだ！　本当にごめん！」




『……』

　諫斗の謝罪を聞いた一行は、「そういうことか……」と納得したようだった。

　恐おそらくは、先の戦せん闘とうで思い知ったのだろう。

　習得したと思っていた、〝真鎧霊装エクスマキナ〟を満足に使えず、魄はく術じゆつスキルも皆かい無むであるという現実を。

　そして悔くいたのだろう。

〝自分が戦う〟と言っておきながら、結局は皆みんなを〝戦わせてしまった〟ということを。

「……それについては、私も謝らなければならない。……あなたが真鎧霊装エクスマキナを使ってみせたことで、私もあなたに頼たよることを覚えてしまっていた。……初心に戻らなければいけないと痛感した。……ごめんなさい」

　ぺこり、と頭を下げるシトラスに、「だったら……」とルナティも頭を下げた。

「私も同罪だ。諫斗の世話役である以上、私がきちんと教育しなければならなかったことだ。本当に申し訳ない」

　そこにアークも続く。

「それを言うのならば、副隊長である私の監かん督とく不行届でもあるわ。ごめんなさい」

　そうなってしまえば、

「ならあたしらにも責任があるな」

「ですわね」

　ロゼッタとメナスが互いに頷き、ともに頭を下げるのも、当然の話だった。

「仲間として支えてやらなきゃいけなかったんだからな。悪かった」

「右に同じですわ。本当にごめんなさい」

　円形になり、全員で頭を下げ合う諫斗たち。

　と。




「──ぬおっ!?　い、一体そなたらは何をしておるのじゃ!?」




　偶ぐう然ぜん通りかかったウェイレンが、些いささか引き気味の様子で問うてきた。

　それが引き金となり、談話室は笑いの渦うずに飲み込まれた。

　詳しよう細さいを聞いたウェイレンは、ため息混じりに、しかしどこか嬉うれしそうに、「そなたらは本当に馬鹿正直じゃのう」と言った。

　嘘うそのように明るくなった雰ふん囲い気きの中、「でも」と諫斗は凜りん然ぜんと告げる。

「──俺はやっぱり皆を守りたいと思っている。だからその時が来るまで、俺に力を貸して欲しい。今の俺は弱いから──だから強くなるために、皆の力が必要なんだ」

　頼む、と再度頭を下げる諫斗に、一同はふっと口元を和やわらげ、各おの々おのが声を上げた。

「当然だ。君には教えることが山ほど残っているんだからな」

「そうね。今までのはウォーミングアップと考えなさい。訓練が本当に厳しくなるのは、これからなのよ？」

「よっしゃあ！　ならあたしも気合い入れてやってやるぜ！　なっ？　メニィ」

「そうですわね。嫌いやと言うほど、魄はく術じゆつをその身体からだに叩たたき込んで差し上げますわ」

「……そういうことなら、私も頑がん張ばらせてもらう。……構想を練っている兵器の類たぐいは、数えきれないほどあるのだから」

「うんむ。まさに〝一いつ致ち団結〟というやつじゃな。さすがは我わがヴァリエニスの騎き士したちじゃ」

　扇おうぎを広げ、ウェイレンは「あっぱれ！」と笑った。

　皆の団結が一層強くなり、場の雰囲気もこの上なく爽そう快かいとなった最中。




「──とても素す晴ばらしいものを拝見させていただきました」




　愛する我が子を見つめているかのような微ほほ笑えみで、イクリピアが姿を現した。

　跪ひざまずこうとした一同を彼女が手で制せば、ウェイレンは扇をぱちんっと畳たたみ、問うた。

「なんじゃ、隠かくれて聞いておったのかえ？」

「いえ、本当はもっと早く出ていこうと思っていたのですが、皆みなさまのお互いを信じ合うお心に、胸を打たれてしまいまして……」

　そっと胸むな元もとに手をかざすイクリピア。

「うむ。自じ慢まんの騎士たちじゃ」

　まんざらでもない様子で胸を張るウェイレンに、イクリピアも「羨うらやましいですわ」と微笑んでいた。

「して、イクリピアや」

「はい、なんでしょうか？」

「何か用があったのじゃろう？　会議室の修繕が終わったのかえ？」

　尋ねられると、途と端たんにイクリピアの表情は、申し訳なさそうに、少々曇くもった。

「いえ、それは今しばらくお待ちいただければと……」

「そうか。まあ別に急いでおるわけでもない。ゆるりとやればよいわ」

「ありがとうございます」

　深く頭を下げた後、イクリピアはその色白の頬を桜色に染め、諫斗の方に視線を移した。

「実は例のお返事をいただきたく思いまして」

「ふむ。小こ僧ぞうをそなたの騎士に、というあの話かえ？」

　こくり、と無言で頷うなずくイクリピア。

「私自身、正直最初は信じることが出来ませんでした。ですが、諫斗さまと市街地を歩き、騎士としての力を目まの当たりにし、命を救われ、そして先ほどの信念に準ずるお言葉が、私の心を大きく動かしました」

　それを聞いたウェイレンは、新しいおもちゃを手にした、子どものような笑みを浮かべた。

「ほほう。そなた──惚ほれたな？」

「はいっ」

『──っ!?』「……？」

　包み隠さず、正直に頷いたイクリピアに、諫斗以外の小隊員たちは、大きく目を見開いた。

　まさか一国の王ともあろう少女が、どこの馬の骨とも知れぬ少年に対し、恋こい心ごころを抱いだくなど、前代未聞もいいところであったからだ。

　だが一部の小隊員たちは、それとは別の感情に心を揺ゆさぶられていた。

「……っ」

　青筋だらけの顔をひくつかせているルナティが、その最たるものだった。

　イクリピアは潤うるんだ瞳ひとみに真っ赤な頬ほおという──〝恋する乙女〟の顔で、諫斗の前に赴おもむいた。

「……ククピリアさん？」

「諫斗さま。私、あなたさまのお心に、自らの気持ちを気づかされました。どうかお願いいたします。私の──




　──真の意味での〝騎士〟となってはいただけませんか？」




『──っ!?』

　──真の意味での〝騎士〟。

　それが将来の〝伴はん侶りよ〟を指すということは、この場にいる誰だれもが理解していた。

「真の騎士……？」

　もっとも、やはり諫斗だけは、よく分かっていないようだったが。

　と。

「──ほあっ!?」『──なっ!?』

　大だい胆たんにも、イクリピアは諫斗の胸元に抱だきついてきた。

「……こうすれば、私の気持ちをお伝え出来ますか……？」

「え、え、えっと……」

　どう答えてよいものか、諫斗が頭を悩なやませていると、




「──い、いい行けばよいのではないか？　い、いや、もう行ってしまおうそうしよう。君もそう思うだろう？　うんうん、そうだな。君の言う通りだよ、ヒポポタマス」




　すでに現実逃とう避ひしたルナティは、白目の上、操あやつり人形のようにカクカクと不気味な動作で、談話室の観葉植物に向かってそんなことを言っていた。

　当然、どん引きの小隊員たちだった。




　諫斗たちがわいわいと賑にぎやかな騒さわぎを繰くり広げている頃ころ。

「──ヴァリエニスの小僧は、随ずい分ぶんと期待外れだったな」

　ゼラはレネシスの部屋で、ワインを片手に落らく胆たんを隠せずにいた。

「そうですね、お兄さま」

　傍かたわらに佇たたずむレネシスは、ワインボトルを両りよう腕うでで胸に抱き、ゼラに対して熱っぽい視線を送っていた。

「〝神しん喰が兵へい〟も完成までにはほど遠い。コアだけは俺が喰くらっておいたが……。まあ残りは原型を留とどめていなかったからな。問題はないだろう」

「はい。──どうぞ、お兄さま」

「ああ」

　ワインを注つぎ足し、再びぽーっと心しん酔すいしたような表情になるレネシス。

　普ふ段だんの彼女からは考えられないほど、今は緩ゆるみきった顔をしていた。

「ところで、だ。レネシス」

「はい、お兄さま」

　ゼラはレネシスを一いち瞥べつし、言った。

「少し髪かみを切ったのか？」

　瞬しゆん間かん、レネシスの表情がぱっと明るくなった。

　まるで年相応の少女が、あどけなく笑っているかのように。

「は、はい！　毛先の長さが乱れていましたので、揃そろえる程度に切ったのですが……」

「そうか。似合っているぞ」

「──っ!?」

　ぼんっ、とレネシスの顔が一瞬にして茹ゆで上がった。

　レネシスはボトルをさらに強く抱き締しめ、「お、お兄さまに褒ほめられてしまった……」と身体中で喜びを噛かみ締めているようだった。

　普段は冷れい酷こくかつ不ふ遜そんな性格のレネシスであるが、実の兄であるゼラの前でだけは、彼女は素の自分を見せる。

　しかも彼女自身──ゼラを〝一人の男性〟として、狂きよう的てきに愛してしまっているのだ。

「あ、あの！　お兄さま！」

「なんだ？」

　視線が合っただけで、レネシスは卒そつ倒とうしそうだったが、そこは気合いで踏ふみ止とどまった。

「ご、ご質問なのですが……。も、もしこの世界に、お兄さまと私だけが生き残ったとします……」
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「ああ」

「そ、そうなった場合、お兄さまはどうされますか……？」

　上目で問うレネシスの顔は、すでに国家元首としての顔ではなく、一人の〝恋する乙おと女め〟としての顔だった。

　もちろん彼女は期待していた。

　その場合、兄妹きようだいではあるが、二人で子どもを作り、厳しくも幸せに生きていかねばならないだろうと。

　が。




「──そうだな。強者を求めて〝異世界〟とやらへ行くだろうな」




「……」

　ゼラの回答は、予想の斜ななめ上を行っていた。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすレネシスを放置し、ゼラは自らの考えを口に出していく。

「あの〝斎さい賀が〟とかいう小僧が、〝異世界からやって来た〟と言っていたな？　ならばその〝異世界〟とやらには、やつ以上の猛も者さがいると考えていいだろう。アフリクシオンの力を制せい御ぎよ下に置くほどの者だ。異世界人というのは、なかなかに面おも白しろい存在だと言える」

「そ、そうですね……」

　頷くしかないレネシスに、さらに続けるゼラ。

「俺は何人をも超こえる、〝究極の力〟を手に入れたいと考えている。俺にとっての〝戦い〟というのは、そういうものだ。ゆえに、この世界に争う相手がいなくなったのならば、別の世界にそれを求めるのは、当然の摂せつ理り。そうは思わないか？　レネシス」

「……はい」

　ゼラがこういう話題に関して、鈍にぶいどころの話ではないことは、レネシス自身、昔から分かっていた。

　だからこそ、彼女は積極的にアピールをし続けてきたのだが……。

（お兄さま……いつになったら私の気持ちに気づいてくださるのですか……？）

　小さく息を吐はき、レネシスは少々悲しい気持ちになった。

　が。

「どうした？　レネシス。氷のような美しさのお前に、そういう顔は似合わないぞ？」

「は、はい！」

　その気持ちは、あっという間に吹ふき飛んだ。

　意図的なのか、それとも無意識なのかは分からないが、ゼラはいわゆる〝フォロー〟というものを、絶ぜつ妙みようのタイミングでしてくるのだ。

　席を立ったゼラは、レネシスの頬に手を添そえ、告げる。

「心配するな。その時はお前も一いつ緒しよだ、レネシス。俺はお前を見捨てるようなことだけは、何があっても絶対にしない。俺にとって、お前だけが唯ゆい一いつ心を許せる存在なのだからな」

「お、お兄さま……っ」

　自然と足が動き、レネシスはボトルを放ほうって、ゼラの胸むな元もとに飛び込み、体重を預けた。

　ゼラもまた、愛する妹の頭を、優やさしく撫なでるのだった。




　談話室の空気は、すでに常人の理解しがたいものへと変へん貌ぼうしていた。

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。私は元気だよ、ブルータス」

　相変わらず白目で、観葉植物と会話をし続けているルナティと、

「お、落ち着いて、ルナ！　その子は〝ヒポポタマス〟でしょう!?」

　彼女を必死に現実世界へと帰き還かんさせようとしているアーク。

「うぬわーっ!?」「くそーっ!?」

　室内中央の応接セットでは、ウェイレンとロゼッタが奇き声せいを上げながら、持っていたカードを放り投げていた。

「またあたしらの負けかよ!?　細かいのがもうねえじゃねえか!?」

「これ、シトラスや！　そなた、イカサマをしとらんじゃろうな!?」

　扇おうぎの先でずびっとシトラスを指し、ウェイレンが声を荒あららげる。

「……それは言いがかり。……ところでまだやる？　……それともやめる？」

「ぐぬぬ……っ。どうする？　ロゼッタ。やつは強敵じゃぞ？」

　ウェイレンが横目で問えば、ロゼッタは小こ銭ぜに用の財さい布ふをしまい、懐ふところから新たにカエル柄がらの財布を取り出し、テーブルに叩たたきつけた。

「まだまだ！　あたしは自分が勝つまでやめねえ女だぜ！」

「ならば妾わらわも続けよう！　ここからが本番じゃ！」

　その時、シトラスの口元がにたりと微かすかに歪ゆがんだように見えた。

「……そう。……じゃあ次負けたら、研究局に新しい設備を作って」

「ほう？　じゃがそなたが負けたら、今すぐここで裸はだか踊おどりじゃ！」

　胸むな糞くそ悪わるい気分を払ふつ拭しよくさせたかったロゼッタと、イクリピアののろけを見ているのも飽あきてきたウェイレンは、シトラスと賭かけ事に勤いそしんではいるが、成果は見ての通りだった。

「諫斗さま……。私の胸はこんなにも高鳴っていますのよ……？」

「──おわっ!?　む、むむ胸が柔やわらかかか……っ!?」

　イクリピアに誘いざなわれ、諫斗は彼女の胸をがっしりと握にぎらされていた。

「い、イクリピアさま。さすがにそれは少々はしたないのでは!?」

「あら、メナスさま。個人的に、あなたさまとは似たような匂においを感じていたのですが……。殿との方がたに想おもいを告白する際は、自らの持つ全すべての〝武器〟を使用するものでしょう？」

「た、確かにそうですけれど……」

　ちらっと視線だけを泳がせてみれば、イクリピアの胸を揉もんでいる諫斗の顔は、だらしなく緩んでいた。

「……っ」

　──面白くありませんわ！

　自分たちエストーナ小隊の面々にならまだしも、昨日今日会ったばかりのイクリピアに諫斗を取られるなど、これ以上の屈くつ辱じよくはない！

　メナスは「ちょっと失礼！」と一礼し、ルナティの下もとへと大おお股またで向かっていく。

　その間にも、イクリピアは女の武器を全開にし、諫斗を落とそうと攻せめに攻めていた。

「──ルナ！　いつまでそんなところにいますの!?」

「……メニィ？」とアーク。

「やあ、久しぶり。娘むすめさんは元気──おごっ!?」

　いきなり胸ぐらを掴つかまれたルナティは、ショックで正気を取り戻もどした。

「寝ね惚ぼけたことを仰おつしやらないでくださいます……っ？　私はまだどなたにも、己おのれの身体からだを差し出したことなどありませんわ……っ」

「は、はい……。ご、ごめんなさい……」

　なんのことかはよく分からなかったが、とても怖こわい顔だったので、ルナティは素す直なおに謝罪した。

　どうやら現実逃とう避ひしていた間の記き憶おくが、すっぽり抜ぬけ落ちているらしかった。

　ルナティの胸元から手を放したメナスは、こほんっと一度咳せき払ばらいをし、彼女に説教を始めた。

「正気に戻ったのなら、それでいいですわ。それより！　あなたはこのままでいいんですの!?　私はあなたになら敗れても構いませんけれど、あの女にだけは負けたくありませんわ！」

　仮にも国家元首である少女を前に、〝あの女〟呼ばわりしたメナスに、アークは「口が過ぎるわよ、メニィ！」と彼女を諫いさめた。

　ところが、




「──構いませんわ。これは女同士の戦い──そこに上下関係などございません」




　小こ悪あく魔ま的な笑えみを浮うかべ、イクリピアはメナスの発言を許した。

「し、しかし……」

「アークさま。もしあなたさまの大切なお方が、他ほかのどなたかに奪うばわれたとしたら、どうされますか？」

「──っ!?」

　ルナが勇者君に貞てい操そうを奪われる!?　とアークは驚きよう愕がくの表情になった。

「つまりはそういうことですわ。この話に関しましては、王ではなく、一人の女として、私も退ひくつもりはございません。ですので、もしかかって来られるのでしたら、皆みなさまも本気で向かって来てくださいませ」

「その言葉──命取りになりますわよ？」

　すでに〝王〟ではなく、〝恋こい敵がたき〟として話を進めているメナス。

「ふふ、それはあなたさま方が勝利された場合です。もちろん、現段階で私に敗北の可能性など、一片たりとも見当たりませんけれど」

　諫斗に寄り添い、挑ちよう戦せん的な物言いのイクリピア。

　メナスはぐっと歯を噛み締め、後ろに控ひかえるルナティを叱しつ咤たする。

「ルナ！　今こそあなたの〝行動力〟を見せて差し上げなさいな！」

「い、いや、私は……。──っ!?」

　未いまだに弱気なルナティの両りよう肩かたを、メナスはがっしりと鷲わし掴づかみする。

「何を臆おく病びようになっていますの!?　〝あの時の勢い〟はどこへ行ったのです!?」

　あの時の勢い──それは城下町でことごとく諫斗たちの邪じや魔まをした、あの勢いである。

「し、しかし、あれは今思い返してみれば、女としてはどうかと思うのだが……」

　ルナティが自分の行動を思い出し、顔をひくつかせていると、




「──くふふふっ、そんなことはないぞえ？」




　カードゲームに興じていたはずのウェイレンが、ひょこりと姿を現した。

「……陛下？」

　見れば、シトラスはＶサインでこちらに視線を送っており、その傍かたわらでは、ぺちゃんこのカエル柄財布を前に、ロゼッタが頭を抱かかえながら俯うつむいていた。

　勝敗は決したようだった。

「あら、ウェイレンさま。新しい設備の件はもうよろしいので？」

「はっ、設備の一つや二つなど、妾の〝へそくり〟から、なんとでもしてやるわい！」

　それを聞き、シトラスがめざとく言う。

「……じゃあ三つ」

「二つじゃ！」

　が、見事に却きやつ下かされた。

　ウェイレンの〝へそくり〟では、二つが限界らしい。

「──って、げふんっ。その話はよい。──これ、小こ僧ぞう」

「……」

　ぽけー、と諫斗は未だに夢の世界に入ったままだった。

　ウェイレンは大きく嘆たん息そくし、ルナティらを振ふり返る。

「ほれ、今の小僧はイクリピアの色いろ香かで、すっかり骨抜きになっておるぞ？　このまま寝しん所じよに連れて行かれたら、はてさてどうなることかのう？」

「「──っ!?」」

「まあ、ウェイレンさまったら……」

　大きく目を見開くルナティとメナスを差し置き、イクリピアは恥はずかしそうに頬ほおを上気させていた。

「少し早いような気はしますが、私はそれでも構いませんよ？」

「ほれほれ、イクリピアはこう申しておるぞえ？」

「「……っ」」

　ルナティとメナスは互たがいに頷うなずき合い、

「……あら？」

「……うん？　お、おい？　ど、どうしたんだよ？　お前ら。て、てか、どこに連れてくんだよ？　……おーい？　あれ？　聞こえてないのかなあ……。おーいおー──……」

　諫斗の両りよう腕うでをがっしりと掴んで、イクリピアから引き剥はがしたかと思えば、二人はそのまま廊ろう下かの向こうへと、彼をずるずる引っ張っていった。

「あらあら、野暮ですこと」

「まあそう申すな。それから、そなたもあまり騎き士したちで遊ぶでない」

　半眼のウェイレンに、イクリピアは「うふふ」と無む邪じや気きに笑う。

「遊んでなどいませんわ。私は──〝本気〟ですよ？」

「くふふっ、まあよいわ。じゃが一つ覚えておくがよい。あの小僧、ああは見えても、こと恋れん愛あい事においては、恐おそらく〝難なん攻こう不ふ落らく〟もよいところじゃぞ？」

「……何な故ぜそう思われるのですか？」イクリピアの顔から笑みが消える。

　彼女の問いに、ウェイレンは八や重え歯ばを見せ、胸を張って断言した。

「決まっておろう。あの小僧が国宝級の──〝大おお馬ば鹿か者もの〟じゃからじゃ！」






　五　新たなる神かみ喰ぐい







　二日後。

　会議室の修しゆう繕ぜんが終わったとの報告が入り、中断されていた五国会議が再開されるものだと、誰だれしもが思っていた。




　が──状じよう況きようは一刻を争う事態へと発展していた。




　クレリアの遥はるか上空に、今までに確かく認にんされたことがないタイプの神かみ喰ぐいが、突とつ如じよ現れたのだ。

　観測班の報告によれば、雲の隙すき間まから姿を現したそれは、体長一〇メートルほどの、黒い多角形型の神かみ喰ぐいであり、真まっ直すぐにクレリアへと落下してきているらしい。

「……なんじゃあれは……？」

　その光景を会議室のディスプレイで眺ながめていたウェイレンたちも、動どう揺ようを隠かくせずにいた。

　過去の記録の中にも、あのような神かみ喰ぐいの記述など、どこにも載のってはいなかったからだ。

「どうやら新型の神かみ喰ぐいみたいね」とシドール。

「そのようだな。まったく、次から次へと胸むな糞くその悪い連中だ」

　レネシスがそう吐はき捨てれば、新型の神かみ喰ぐいにいち早く特とつ攻こうを仕し掛かける、ゼラの姿がディスプレイに映った。

『──っ!?』

　だがゼラの斬ざん撃げきは、やつに届く寸前で、〝何か〟によって弾はじかれた。

　間かん髪はつを容いれず、蛇じや腹ばら剣けん状の触しよく手しゆで反撃する神かみ喰ぐいに、ゼラも防戦一方のようだった。

「──シトラス！」

　呼びかけるウェイレンの傍らでは、シトラスが高速で、自らのコンソールを操作していた。

「……今分ぶん析せきしている。……恐らくは結界術式に似た、シールド系統のものを張ったんだと思う」

「あの男の斬撃を弾き返すくらいじゃ。かなり強固な防ぼう壁へきと見てよいじゃろうな……」

「……ええ」

　ウェイレンたちが眉み間けんにしわを寄せていると、

『──なっ!?』

　なんの前まえ触ぶれもなく、ゼラの身体からだが大天てん蓋がいに叩たたきつけられた。

「お兄さま!?」

　レネシスの悲痛な叫さけびが室内に響ひびけば、『……問題はない』とゼラの返答が聞こえた。

　──《念心》。

　遠く離はなれた騎士に言葉を送る、初歩的な魄はく術じゆつの一つだ。

　まるで見えない拳こぶしが振り下ろされたかのように、ゼラは奇き妙みようにバランスを崩くずして急降下した。

　一体何が起こったのか──コンソールを弾くシトラスが、その答えに辿たどり着く。

「……〝重力圧〟」

「なんじゃと？」

　振り返ったのは、ウェイレンだけではなかった。

　皆みなの視線を一身に浴びながら、シトラスは語る。

「……今のはあの神かみ喰ぐいの放った、重力圧による攻こう撃げき。……それも《圧縮》の魄はく術じゆつ以上の威い力りよくだと推測される。……黒衣の人は飛行していたから、あの程度で済んだけど、これがもし地上に向けて放たれていたら、恐らく無事では済まなかったと思う」

「ば、馬ば鹿かを言え！　兄上があの程度の神かみ喰ぐいになど敗れるものかっ！」

　声を荒あららげるレネシスに、シトラスは淡たん々たんと告げる。

「……問題なのは、重力圧の方じゃない。……鎧がい核かくを正確に射い貫ぬこうとする、あの鋭えい利りな触手の方」

『……っ』

　歯を噛かみ締しめる一同の前では、蛇腹剣状の触手が多数、うねるように飛び、四方八方からゼラを貫つらぬかんとしていた。

「攻こう守しゆともに完かん璧ぺきというわけか……」神しん妙みような顔で考えを巡めぐらせるウェイレン。

「……重力圧を放った時の魄はく導どう力りよくから見ても、あれは〝Ａランク級以上〟と考えていいと思う」

「まさか三種目のＡランク級が現れるとは……」

　じゃが何故今現れたのじゃ？　とウェイレンは頭を抱え、一人思う。

　今までに一度も現れたことのない神かみ喰ぐいが、この時期に、しかもクレリアに現れた。

　まるで何かを探さぐるかのように。

　そしてその力を試ためすかのように。

　だとするならば、考えられるのは一つ。




　──ここには〝真鎧霊装エクスマキナ〟を持つ諫いさ斗とがいる。




　もしあの神かみ喰ぐいが、諫斗の力に引かれて現れたと言うのならば、神かみ喰ぐいどもはやはり何かしらの手段で、諫斗の情報を得たということになる。

　諫斗が真鎧霊装エクスマキナを発動させた時にいた神かみ喰ぐいは、一いつ匹ぴき残らず殲せん滅めつされているのだから。

　ゼラに引かれたという線も考えられるが、とにかく今言えるのは、神かみ喰ぐいどもが〝己おのが脅きよう威いに対し、新たなる脅威を差し向けて来た〟と言うことだ。

「──イクリピア」

「はい、なんでしょうか？」

　努めて冷静な態度で、〝主しゆ催さい〟としての役割を全まつとうしようとするイクリピア。

「丁度首脳たちもおることじゃ。あの神かみ喰ぐいを〝Ａランク級〟として分類し、以降の呼こ称しようを〝グァンヴィトン〟と名付けようと思う。どうじゃろうか？」

「私は構いませんが……。皆さまのご意見を伺うかがいたいと思います」

　首脳たちを見み渡わたすイクリピアに、ヴィクトリアは「異論はない」と賛同し、シドールも「別に構わないわよん」と承知する意志を見せた。

「そなたはどうじゃ？　レネシス」

「ふんっ。やつらの名などに興味はない。呼びたければ、勝手に呼ぶがいい」

　腕うでを組み、どうでもいいと告げるレネシスだが、とくに反対の意はないようだ。

　全員の意志を確認したイクリピアは、「分かりました」と頷き、凜りん然ぜんと告げた。

「私──イクリピア＝ソート＝クレリンカの名に於おきまして、各国首脳方の承しよう諾だくの下もと、あの新たなる神かみ喰ぐいを〝Ａランク級〟と分類し、種族名を〝グァンヴィトン〟とすることを、ここに宣言いたします」




「……ちっ」

　またもや攻撃を弾かれたゼラは、空中で体勢を立て直し、舌打ちしながら自身の右腕を見つめていた。




　──硬こう質しつ化した体毛に覆おおわれた、その剛ごう力りき無比なる獣けものの腕を。




「〝オラウタスの拳〟でも貫けんとはな。なるほど、確かに強力な神かみ喰ぐいだ」

　右腕を元に戻もどし、ゼラは眼下に視線を落とす。

　そこではエストーナ小隊を始めとした、他ほかの聖せい騎き士したちの攻撃すらをも弾き返している、グァンヴィトンの姿があった。

　クレリアの直上からなんとか移動させたのはいいものの、未いまだやつに決定的な攻撃を加えた者はいなかった。

「──」

　──あの力が欲ほしい。

　ゼラの口元が大きく歪ゆがむ。

　自分は今まで数多くの〝力〟を手に入れてきた。

　オラウタスの拳。

　ノスフェリアのブレード。

　ドラグディブロの翼つばさ、及および粒りゆう子し砲ほう──。

　神かみ喰ぐいの持つ、ほぼ全すべての力を取り込んだと言ってもいいだろう。

　自分は通常の騎士とは違ちがう。

　鎧マ霊キ装ナを持たず、代わりに操あやつるのは、忌いむべき神かみ喰ぐいどもの力だ。

　──〝神しん喰が騎き士し〟。

　鎧がい核かくを取り込む鎧マ霊キ装ナ化かではなく、神かみ喰ぐいのコアに自らを取り込ませたことによって、生まれ出いでた騎士。

　いや、正確には〝騎士〟などではない。

　人の意志を持つ異形の獣。




　自分は──〝神かみ喰ぐい〟だ。




　それも取り込んだ神かみ喰ぐいの力を、自在に操ることが出来る、最強の神かみ喰ぐい。

　人の形を持つ、人非あらざる存在。

　──だがそれがなんだと言う？

　人の身で得られる力など、高が知れている。

　騎士たちを見ろ──オラウタスにさえ手こずる始末だ。

　しかも鎧マ霊キ装ナ化かは──〝女〟にしか許されない。

　ならば男である自分が力を得るには、人を捨て、獣にその身を堕おとすしかないだろう？

　そうして自分は〝力〟を手に入れた。

　全てを超ちよう越えつする可能性を秘めた──この獣の力を。

　もっとも、成功したのは自分一人だけで、他の実験体どもは、無む惨ざんにも喰くわれ尽つくされたのだが。

　そう、自分は選ばれたのだ──神かみ喰ぐいどもに。

　大いに感謝しよう──人外の異形よ。

　貴様らのおかげで、自分は唯ゆい一いつ無む二にの絶対者となれる。




　──アフリクシオンをこの身に取り込むことでな。




　だがその前に……、とグァンヴィトンを見やるゼラ。

「貴様の力をもらうぞ──その全てを拒こばむ〝防壁〟と、何人をも押し潰つぶす〝重力操作の力〟をな！」

　ゼラは翼を翻ひるがえし、グァンヴィトンに向けて、再度特とつ攻こうを仕し掛かけ始めた。




「──ライオルアノーヴァッ！」

　魄はく導どう力りよくを全開にしたルナティの一撃が、グァンヴィトンの防壁とぶつかり、激しい衝しよう撃げき波はと火花が捲まき起こる。

「くっ!?」

　しかしそれでもやつの防ぼう壁へきを突とつ破ぱすることは出来ず、蛇じや腹ばら剣けん状の触しよく手しゆによる反撃を受け、ルナティは大きく距きよ離りを取った。

「駄だ目めだ！　あたしの技わざでも野や郎ろうをぶっ飛ばせねえ！　なんなんだよ、あの無む駄だにかてえ壁かべは!?」

「……困りましたわね。どこからどれほど同時に攻こう撃げきをしても、すぐに対処されてしまいますわ。まるで三六〇度、全てを見通しているかのように……」

　ロゼッタとメナスも、打つ手無しと言わんばかりに、歯は痒がゆそうな顔をしていた。

　と。




「──シエロイスパーダッ！」




「「「──っ!?」」」

　唐とう突とつに轟とどろいたアークの咆ほう哮こうと、峻しゆん烈れつの閃せん光こう──そして衝撃波に、ルナティたちは揃そろって驚おどろく。

　見れば、己が魄はく導どう力りよくを爆ばく発はつさせたアークが、全ぜん身しん全ぜん霊れいの一撃をグァンヴィトンに叩たたき込んでいたのだ。

「……相変わらずすげえ威い力りよくだな、副隊長の技は……」

「まあ〝歴代最強〟と言われる、エストーナ隊長に次ぐ実力の持ち主だからな。だが……」

　それでもグァンヴィトンの防壁を破ることは叶かなわず、アークは身体からだを捻ねじり、地上へと帰き還かんする。

「……駄目ね。ヒビくらいは入れられると思ったのだけれど……」

　肩かたを落とし、身の丈たけの二倍はあろうかという、白銀の大たい剣けんを担かつぐアーク。

　小隊員たちが見上げるその先には、無傷のまま滞たい空くうし続ける、グァンヴィトンの姿があった。

「ところで斎さい賀が君はどちらに？」

「あそこよ」顎あごで指すアーク。




「──ううううううらららららららららららららららららららああああああああっっ!!」




　童どう子じ斬ぎりを片手に、諫斗は触手の上を全速力で駆かけていた。

　触手の出ている場所ならば、多少なりとも防壁の〝隙すき間ま〟があるだろう──そう考えたのだ。

　が。

「──ぐあっ!?」

　突とつ進しんの勢いをそのままにして放った刺し突とつは、触手の近辺であろうとも、赤光する防壁に阻はばまれた。

「バカ勇者にしてはいい案だと思ったが……」

　あれも駄目か……、とルナティは小さく嘆たん息そくする。

「困ったわね……。──シトラス局長、何か方法はありませんか？」

《念心》の魄はく術じゆつを使い、アークは会議室にいるシトラスに言葉を送る。

　返事はすぐに返ってきた。

『……あの防壁は〝魄はく導どう力りよく〟によって形成されている。……そしてあの神かみ喰ぐい──〝グァンヴィトン〟は、恐おそらく三六〇度全てを同時に見渡すことが出来る。……同時攻撃が無駄である以上、一いつ箇か所しよに攻撃を集中させるしかない』

「〝一点突破〟ということですね？」

　グァンヴィトンの張る防壁以上の魄はく導どう力りよくで、無理矢理壁をこじ開ける。

　確かに現状を鑑かんがみた限りでは、それが最善策だろう。

『……そう。……それでも無理ならば、〝真鎧霊装エクスマキナ〟の力に頼たよるしかない。……とにかく張られている防壁以上の魄はく導どう力りよくをぶつけることが、今の段階で出来る最善の方法』

「分かりました。ですが、先ほど勇者君は、真鎧霊装エクスマキナを使うことが出来ませんでした」

　告げれば、シトラスは『……それはこちらも把は握あくしている』と言った上で、自身の推論を口にした。

『……もしかしたらだけど、使用するためには、なんらかの〝条件〟が必要なのかもしれない』

「……〝条件〟、ですか？」眉まゆ根ねを寄せるアーク。

　それは小隊員たちも同様で、互たがいに顔を見合わせながら、小首を傾かしげていた。

『……ええ。……それについてはこちらでも考えてみるから、あなたたちは今出来ることをして欲しい』

「了りよう解かいしました」

《念心》を終え、アークは小隊員たちを見やる。

「聞いたわね？　真鎧霊装エクスマキナの件については、今は考えないことにしましょう。魄はく導どう力りよくを最大限に駆く使しした、最高の技を、全員でタイミングを合わせ、ただ一点にのみ集中させるわよ」

「「「了解っ！」」」

　頷うなずく小隊員たちだったが、ふとルナティが気づいたように問う。

「諫斗はどうするんですか？」

「彼にも参加してもらいたいとは思うけれど、まだ私たちとの連れん携けいが上う手まく出来るわけではないわ。だから他の聖騎士たちとともに、グァンヴィトン……だったかしら？　の触手を引きつける役に回ってもらうつもりよ。今回は私たちの連携が最も重要だからね」

「分かりました。ではそのように《念心》を送っておきます」首しゆ肯こうするルナティ。

「お願いね。──じゃあ行くわよ！」

「「「了解っ！」」」




　一いつ斉せいに駆け出したエストーナ小隊の姿を確かく認にんしたゼラは、「なるほど」と一人頷いた。

「確かに今の状じよう況きようを鑑みれば、その手に出るのが正解だろう。だが粒子砲ですら弾はじき返すあの防壁を破るには、些いささか力不足に見えるが……」

　ならば囮おとりくらいには役立ってもらうか、とゼラは自らの魄はく導どう力りよくを全開にし、両りよう腕うでをドラグディブロの頭部へと変化させた。

　グァンヴィトンへと真まっ直すぐ向けられたその口元に、強大な赤い閃光が収束する。

　それはさながらドラグディブロの変異種──〝マグシーラ〟の如ごとき光景だった。

　Ａランク級〝特とく殊しゆ体〟と呼ばれたマグシーラは、ヴァリエニスを襲おそい来た神かみ喰ぐいどもの中で、最も剛ごう暴ぼうかつ凶きよう悪あくな個体だった。

　現在確認されている神かみ喰ぐいの中でも、〝Ｓランク級に近い〟と言われている個体の一つだったのだ。

　結果的に、やつは諫斗の中に眠ねむるＳランク級神かみ喰ぐい──〝アフリクシオン〟の覚かく醒せいによって、真鎧霊装エクスマキナの糧かてとされてしまった。

　しかし〝二つの魄はく導どう粒りゆう子し砲ほうを一つに束ねて放つ〟という、マグシーラ最大の脅きよう威いは、鎧マ霊キ装ナを盾たてにしたアークを瀕ひん死しへと追いやったほどだった。

　それを今──ゼラはグァンヴィトンに向けて放とうとしていたのだ。

　狙ねらいはエストーナ小隊の攻撃が、防壁に当たった瞬しゆん間かん。

　ゼラの眼前で収束を続けた魄はく導どう力りよくの塊かたまりは、空間を歪ゆがめるまでに成長を遂とげ、




「──穿うがて」




　赤光が大気を貫つらぬいた。




『──なっ!?』

　その光景に、エストーナ小隊の隊員たちは目を疑った。

　四人がかりの一点集中攻撃でさえ、グァンヴィトンの防壁を破るには至らなかった。

　にもかかわらず、ゼラの放った閃光は、グァンヴィトンの防壁を突つき破り、外がい殻かくに風穴を開けたのだ。

「あの男は一体何者なんだ……？」

　驚きと疑いがない交ぜになったような視線を送るルナティたちの眼前で、グァンヴィトンに変化が生じた。

　飛び出していた触手が全すべて収納されたかと思えば、ゼラの開けた穴が盛り上がるように塞ふさがり、

『──がっ!?』




　──その場にいた全員が一斉に地に伏ふしたのだ。




　いや、〝地に伏せられた〟と言った方が正しいだろう。

　宙を舞まっていたゼラでさえもが、大地に叩きつけられ、身動きを封ふうじられていた。

　──〝重力操作〟。

　やつが姿を現した時に見せた、あの凄すさまじい重力圧が、前衛の騎き士したち全員を押し潰つぶしていたのだ。

　だがグァンヴィトンの反撃は、それだけに留とどまらない。

「……ぜ、全員、〝鎧がい核かく〟を死守しなさい！　油断したら〝喰くわれる〟わよ！」

　アークの《念心》が辺りに響ひびき渡わたり、騎士たちは驚きよう愕がくの表情で、グァンヴィトンを見み据すえる。

　次の瞬間──触手の切っ先が、騎士たち全員を襲った。




　──一方的な暴力。

　地に這はいつくばり、身動きの取れない諫斗の目に映ったのは、まさにそんな光景だった。

　グァンヴィトンの放つ触手の猛もう攻こうから、なんとか鎧がい核かくだけは守り通しているものの、騎士たちは為なす術すべ無くいたぶられ続けていた。

　突かれ、斬きられ、締しめ上げられ──彼女らの表情は苦痛に歪んでいる。

　グァンヴィトンの方も、彼女らが消しよう耗もうするのを待っているらしく、ゆっくりと嬲なぶり喰らうつもりのようだった。

　だがおかしなことに、諫斗とゼラだけは、触しよく手しゆの攻こう撃げきに晒さらされてはいなかったのだ。

　二人が通常とは違ちがう、〝男の騎士〟だからなのかは分からない。

　が、グァンヴィトンは、まるで彼女らをいたぶるその光景を、二人に見せつけるかのような行動をとり続けていた。

「……ふ、っざけんな……っ」

　ぎりっと奥歯を欠けさせ、諫斗は血走った眼光でグァンヴィトンを睨にらみつける。

「……うぐ……あっ……」

　そこでは傷だらけになったルナティが、今まさに締め上げられているところだった。

　抜ぬけ出そうと身を捩よじってはいるが、しかしやつの拘こう束そくが緩ゆるむことはない。

　それどころか、

「──あぐっ!?　うあぁ……」

　彼女を締める力は一層強さを増し、今にも全身をぐちゃぐちゃにされてしまいそうだった。

「……ルナ、ティ……っ」

　必死に起き上がろうとするが、グァンヴィトンの重力圧は凄まじく、上体を起こすのがやっとだった。

　くそったれ……っ！　と諫斗は自分自身に怒いかりを向ける。

　何が〝戦う必要はない〟だ。

　何が〝命いのち懸がけで守る〟だ。

　──この大おお馬ば鹿か野や郎ろうがっ！

　自分が不ふ甲が斐いないばかりに、結局は彼女らを傷つけているではないか。

　この事態を招いたのだって、結局は自分が〝真鎧霊装エクスマキナ〟を使いこなせなかったからではないか。

　なのに、いつまで這いつくばっているんだ!?

　──恥はじを知れよ、このクソ野郎がっ！

　と。




　──力ヲ貸シテヤロウカ？




「──っ!?」

　ふいに聞こえた〝あの声〟に、諫斗の表情が変わる。

「……お前……っ」

　憤いきどおりの孕はらんだ声こわ音ねの諫斗に、〝声〟は告げる。

　──相モ変ワラズノ脆ぜい弱じやくブリダナ、脆もろキ者ヨ。

〝声〟こと諫斗の鎧がい核かく──〝アフリクシオン〟は語り続ける。

　──アノ程度ノ〝贄にえ〟ニモ及およバヌソノ脆サ、滑こつ稽けいニモ程ほどガアルゾ。

「うるせえよ……っ。それより、力をくれるんじゃなかったのか……っ？」

　──アア、クレテヤルトモ。

　──ダガ、貴様ノ方コソ忘レルナ。

　──我ノ求ムル〝力〟ヲ早ク見セルノダ。

「……なんのことだ？」

　問えば、アフリクシオンはおかしそうに笑いながら言った。

　──クッカカカカカ……ッ。

　──ソウダッタナ。

　──貴様ハマダ〝自ラノ力〟サエ把握シテハイナイノダッタナ。

「……自らの、力だと……？」

　──ソウダ。

　──他たノ理ことわりニ生キル貴様ノ、ソノ一族ニ宿ル力。

　──我わガ身ヲ斬リ裂さクコトガ出来タ、唯ゆい一いつニシテ無二ノ力。

　──貴様ハマダソノ〝力〟ニ目覚メテハイナイ。

「……わけの分かんねえことを言ってんじゃねえよ……っ」

　──カカカカカカッ……。

　──セイゼイ足あ掻がクガイイ、脆キ者ヨ。

　──足掻キ、

　──悶もだエ、

　──抗あらがイ、

　──嘆なげキ、

　──喰ライ、

　──ソシテ〝自ラノ力〟ニ目覚メルガイイ。

　──ソノ時マデ、我ハ貴様ニ力ヲクレテヤロウ。

　──サア、喰ラウガイイ。

　──貴様ハスデニ我トトモニアルノダカラ──……。




「──ウオオオオオオオオオオオオオオオアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!」

『──っ!?』

　唐とう突とつに響き渡ったのは、ヴァリエニスが滅めつ亡ぼうの危機に瀕ひんした時に轟とどろいた、あの咆ほう哮こうだった。

　Ａランク級特とく殊しゆ体──〝マグシーラ〟を取り込むことで発現した、究極の戦せん闘とう構想。

　青白い火花を放ち、この重力圧の中でも平然と立ち上がる、体長三メートルほどの白き異形。

　当世具ぐ足そく然とした外殻と、天を衝つく三本の角、そして白のざんばら髪がみを風になびかせるその姿は──まさに〝鬼き神じん〟。

　──〝真鎧霊装エクスマキナ〟。

　現時点で〝最強〟とも言える、諫斗にのみ与あたえられた力だ。

　胸むな元もとと両りよう肩かたに宿る鎧がい核かくは、鮮せん血けつにも見み紛まがう〝赤〟の輝かがやきを湛たたえ、極ごく太ぶとの大おお太た刀ちを肩に担かつぎながら、諫斗はグァンヴィトンを鋭するどく見据えていた。

「──」

『──がっ!?』

　するとどうだ。

　グァンヴィトンが締め上げていた騎士たち全員を、興味なしとばかりに投げ捨て、重力圧を解いて、全ての触手を諫斗に向けているではないか。

　──まるでこの時を待っていたかのように。

「──ふんっ」

　騎士たちが安全圏けんに退たい却きやくしたことを確かく認にんした諫斗は、しっかりと大地を踏ふみしめ、両手で大太刀を振ふりかぶった。

　同時に諫斗の腰こしに備わっていた草くさ摺ずりが、分ぶん離りして刀身へと纏まとわり付いていく。

　それは大太刀をさらなる〝大たい剣けん〟へと昇しよう華かさせ、諫斗の身体中から赤い魄はく導どう力りよくが横おう溢いつする。

　以前、セシュバ帝てい国こくの軍を一撃で退却させた、諫斗最大の奥おう義ぎだ。

「──」

　グァンヴィトンの触手が一いつ斉せいに諫斗を襲おそい来る。

　が。




「──朱しゆ天てん雷らい吼こうッッ!!」




　振り切られた刀身から出いでた斬ざん撃げきは、触手ごとグァンヴィトンを叩たたき斬った。




「あれが……〝真鎧霊装エクスマキナ〟……」

　ディスプレイの映像を眺ながめていたイクリピアは、眼前で起こっている現実に言葉を失っていた。

　確かに諫斗から真鎧霊装エクスマキナに関しての話を聞いてはいたし、彼が騎士としての力を持っていることも、彼女自身その身で体感した。

　──だが〝真鎧霊装エクスマキナ〟については別だった。

　忌いまわしき神かみ喰ぐいどもを一いつ掃そう出来る力など、今までに見たことも聞いたこともなかったからだ。

　ゆえにイクリピアは、今の今までそれを素す直なおに信じることが出来なかった。

　しかし諫斗の言ったことは真実だった。

　しかもその力たるや──常じよう軌きを逸いつしていた。

　各国の首脳が護衛として選ぶほどの猛も者さたちが、束になっても勝てなかった新型の神かみ喰ぐいを、たったの一撃で仕留めた。

　彼は──強い。






[image: ]






　恐おそらくは、現存しているどの騎士よりも──強い。




　──どくんっ。




（……）

　胸元に手を添そえるイクリピアは、今度こそ確実に、自分の感情を把は握あくしていた。




　──彼が欲ほしい。




　やはり自分は、彼に恋れん慕ぼの情を抱いだいている。

　自分は──彼を求めている。

　史上初の男性騎き士しだからではない。

　彼は優やさしく、温かく、そして誰だれよりも純じゆん粋すいだ。

　そんな彼の──側そばにいることを自分は望んでいる。

　そうすることで、自分は初めて〝安あん堵ど〟という、確かな気持ちを手に入れることが出来るからだ。

　だから自分は……。

「……私は……」




　諫斗の斬撃で真っ二つに斬きられ、グァンヴィトンは地に墜おち、沈ちん黙もくした。

　後はコアを神かみ喰ぐらいすれば、殲せん滅めつ完かん了りようだ。

　真鎧霊装エクスマキナを発動させたことで、感覚が超ちよう化かしている諫斗は、鎧がい核かくを通じて騎士たちの様子を知ることが出来ている。

　少なからず負傷者はいるが、それでもこちら側に死者はいないようだ。

　……よかった、と安堵し、諫斗の鎧がい核かくが〝赤〟から〝蒼あお〟へと変わる。

　それに釣つられるかのように、草摺も元の形状を取り戻もどす。

　断言は出来ないが、この鎧がい核かく色の変化は、自分の感情によるものだろう。

　感情が高ぶれば鎧がい核かくは赤く輝き、落ち着いている時は蒼く輝く。

　どんな原理なのかは自分にも分からないが、とにかく自分の感情に呼応しているのは確かだ。

　諫斗はグァンヴィトンのコアを神かみ喰ぐらいするため、コアの気配を探さぐる。

　──右の肉片だ。

　落ち着いた歩調で分断された外がい殻かくの前に立った諫斗は、大太刀を逆手に構え、コアを射い貫ぬこうとする。

　が。

『──なっ!?』




　──射貫かれたのは、グァンヴィトンではなく諫斗の方だった。




「……何……っ!?」

　驚きよう愕がくに目を見開く一同の視線を浴びながら、諫斗は身体からだ中に突つき刺ささった触しよく手しゆを見やる。

　攻こう撃げきは背後から。

　かろうじて鎧がい核かくを外れていることが、不幸中の幸いだった。

　触手は諫斗の身体を貫つらぬき、そのまま眼前の外殻へと同化している。

　歯を食い縛しばりながら背後を見やれば、

「──なっ!?」




　──巨きよ大だいな瞳ひとみと視線が重なった。




　それは分断されたもう一つの外殻内で蠢うごめいており、触手も切断面から放たれているようだった。

「──っ!?」

　ふと背後に気配を感じた諫斗が振り返れば、そこにも巨大な瞳が蠢いていた。

「最初から〝二体〟だったってわけか……っ」

　どういう策を弄ろうしたのかは分からないが、分断した外殻それぞれに、コアの反応を感じる。

　それも外殻の中で、コアが自在に動き回っており、そう簡単に神かみ喰ぐらいさせないつもりのようだった。

「──ぐあっ!?」

　諫斗を貫いたまま、グァンヴィトンどもが空中に浮うかび上がる。

「諫斗っ!?」駆かけ出そうとするルナティ。

「く、来るな！　こいつは並みの神かみ喰ぐいじゃない！　──ぐおあっ!?」

　声を張り上げ、ルナティを制止させる諫斗を押し潰つぶすかのように、グァンヴィトンどもが、再び一つになろうと迫せまってきた。

「この……っ」

　諫斗を挟はさむような形で、グァンヴィトンどもは元の姿に戻ろうとする。

　諫斗もなんとか逃のがれようとするが、身体が肉にく壁へきに埋うもれて、思うように踏ん張ることが出来ない。

　分断面が徐じよ々じよに同化してゆき、

「い、諫斗おおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!?」

　ルナティの悲痛な叫さけびだけがむなしく響ひびく中、諫斗の姿はグァンヴィトンどもの中へと消えていった。






　六　真鎧霊装エクスマキナと獣騎化神エクスデウス







「──駄だ目めよ、ルナ！」

「放してくれ！　このままでは諫いさ斗とが……っ！」

　グァンヴィトンに向かっていこうとするルナティを、アークが羽は交がい締じめにして止める。

　諫斗を飲み込んだグァンヴィトンは、出現した時と同様、静かに滞たい空くうし続けていた。

「ルナ、とりあえず落ち着きなさいな」とメナス。

「そんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合ではないだろう!?　諫斗が取り込まれてしまったのだぞ!?　──うっ!?」

　ルナティの両りよう肩かたをがっしり掴つかんだメナスの手は、微かすかに震ふるえていた。

　彼女も必死に堪こらえていたのだ──己おのれの感情を。

「だからこそ取り乱している場合ではないでしょう？　それに、斎さい賀が君は真鎧霊装エクスマキナを発動させています。あのマグシーラさえも取り込んだ彼が、そう簡単に取り込まれるとお思いでして？」

「だ、だが……」

　ルナティの肩から手を放し、メナスは諭さとすように語りかける。

「斎賀君を心配する気持ちは分かりますわ。けれど、あなたが彼を信じないでどうするんですの？」

「……」

　歯は痒がゆそうに俯うつむくルナティの肩を、ロゼッタが「ま、そういうことだ」と慰なぐさめるように叩たたく。

　そんなルナティを横目に、メナスは小さく一息吐ついた。

（……まったく、私もとんだお人好しですわね。ライバルは少ない方がよろしいのですけれど……）

「ともあれ、これからどうするか、ですわね……」

　未いまだ沈黙を続けるグァンヴィトンを見上げ、メナスは憂うれいを孕はらませた表情で、そう独りごちた。




　再び大空へと舞まい上がっていたゼラは、胸の躍やく動どうを抑おさえられないでいた。

　──やつだ。

　あの〝斎賀〟とかいう小こ僧ぞうこそが、自分を〝最強〟という高みへと到とう達たつさせることの出来る、唯ゆい一いつの存在だ──ゼラはそう確信していた。

　やつはまだ本来の力を発揮してはいない。

　文ぶん献けんに残るアフリクシオンの力は、こんなちっぽけな程度ではないのだから。

　しかし、だ。

　そのような状態であるにもかかわらず、やつはあの神かみ喰ぐいを一撃の下もとに粉ふん砕さいした。

　自分の放った二重の粒りゆう子し砲ほうですら、風穴を開ける程度だったというのに……。

「だがまだだ。貴様が本来の力を取り戻した、その時こそ──俺は貴様を倒たおし、そして喰らう。だから──」

　もっと力を見せろ、とゼラはその端たん麗れいな口元を大きく歪ゆがめる。

　と。




『──あなたに話がある』




「……むっ？」

　遥はるか下方より《念心》が届いたのは、そんな時だった。




　その少し前のこと。

　完全に沈黙したグァンヴィトンを見み据すえ、ルナティはやり切れない思いで拳こぶしを握にぎっていた。

　アークの一撃──いや、全員の集中攻撃を以もつてすら、あの防ぼう壁へきを突とつ破ぱすることは出来なかった。

　ならば自分程度の力では、どんなに魄はく導どう力りよくを込こめたところで、諫斗を救い出すことは出来ないだろう。

　今までとは置かれている状じよう況きようが違ちがう。

　自分たち騎き士しの力では、どうにもならない敵が現れてしまった。

　そう──〝真鎧霊装エクスマキナ〟でしか、対たい抗こうすることの出来ない敵が……。

「……副隊長」

「どうしたの？」

　沈しずんだ表情で話しかけてくるルナティに、アークも心配そうな瞳を向ける。




「……私は──〝弱い〟でしょうか？」




「「「……」」」

　それは小隊員たち全員の心に響く問いだった。

　アークは小さく息を吐はき、静かな口調でルナティに告げる。

「そうね。確かに〝弱い〟わ」

「……」

　でもね、とアークは続ける。

「それはルナだけの話じゃない。今までの戦術が通じなくなった以上、真鎧霊装エクスマキナを持つ勇者君以外の騎士全員が──〝弱い〟わ」

「そう、ですか……」

　──〝真鎧霊装エクスマキナ〟。

　鎧がい核かくの制せい御ぎよを外し、抑え込んでいた神かみ喰ぐいの意志に抗あらがいながら、それでもなお自我を保ち、真の意味で魄はく導どう力りよくを全開に出来る状態。

　諫斗の場合、それは自らの身体からだを神かみ喰ぐいと同じ外がい殻かくへと変へん貌ぼうさせ、鬼き神じん然とした外観へと相成った。

　ウェイレンが告げた別名は──〝神かみ喰ぐい化か〟。

　人の身を捨て、忌いむべき敵の姿となりて、それを討うつ究極の戦せん闘とう構想。

　だがそれを使えるのは、現段階では諫斗のみ。

　そして諫斗に並ぶことが出来るとするならば──。

「……」

　ルナティは遥か上空に佇たたずむゼラを見やる。

　──〝神しん喰が騎き士し〟。

　恐おそらく自分たち騎士とは、別の鎧マ霊キ装ナ化かが行われたであろう、限りなく神かみ喰ぐいに近しい存在。




「──あんな風になれたらいいなってか？」




　額に手をあて、ルナティの横でゼラの姿をじっと見つめた後に、そう問いかけてくるロゼッタ。

　彼女の顔は、言わずとも「あたしはごめんだぜ」と書いてあるかのようだった。

「わ、私は別に……いや、確かに君の言う通りだ。私はもっと強くなりたいと思っている。真鎧霊装エクスマキナや神しん喰が騎き士しのような、あのグァンヴィトンという神かみ喰ぐいにも抗うことの出来る〝力〟を──欲ほつしている」

　どこか達観したように、ルナティは語り続ける。

「今回の戦いで、私は騎士の〝限界〟を知った。いや、〝人〟であり続けようとする限り、それ以上の存在にはなれないのだと悟さとったんだ」

「まあ……そうでしょうね。私たちは〝騎士〟となることで、すでに〝人〟ではなくなってしまいましたわ。だからこそ、無意識のうちに、きっと心のどこかで、〝人でありたい〟と願い続けているのでしょう」

　メナスの考えに、アークも同意する。

「そうね。その点で言うのなら、私たちを守るために、全すべてを投げ打つ覚かく悟ごで戦い続ける勇者君が、真鎧霊装エクスマキナを手に入れたのも頷うなずける話よ」

「諫いさ斗と……」

　寂さみしげではありつつも、どこか悲しさを匂におわせる表情で、ルナティはグァンヴィトンを見据える。

　故郷を捨て、親友人を捨て、人の身を捨ててまで、自分たちを守ろうとしてくれる少年──斎賀諫斗。

　何な故ぜ彼はそうまでして、自分たちを救おうとしてくれるのだろう。

　この世界の常識を──〝女性が戦う〟という常識を知り、諫斗はこの上なく憤いきどおった。

　騎士たちが入団前に〝遺書〟を書くと知り、「そんな世界は俺が変えてやる！」と、彼は澄すんだ眼でそう言った。

　──事実、彼にはその〝覚悟〟があった。

　自分だって、聖騎士だった母のような騎士になりたいと、いつ死んでも構わない覚悟を決めて入団した。

　諫斗ほどではないが、それでも人々に安あん寧ねいをもたらせるようにと、全てを捧ささげる覚悟を持って入団した。

　神かみ喰ぐいどもと戦い、それで力及およばず命尽つきたのならば、騎士としては本ほん懐かいなのだと。




　──だが自分は、〝人〟を捨てきることが出来なかった。




〝騎士〟という、人以上の存在になってしまった以上、せめて果てる時だけは、人のまま死にたいと思い続けていたのだ。

　それが自分と諫斗の〝覚悟〟の差。

　そしてそれこそが──恐らくは〝鎧マ霊キ装ナ〟と〝真鎧霊装エクスマキナ〟の差だ。

「……私は自分が恥はずかしいよ」自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべるルナティ。

「まあそう言うなよ。こんな時代だ。誰だれだって人間でいてえって思うだろ？」

　ロゼッタがフォローしてくれるが、ルナティは憂いを帯びた表情で微ほほ笑えむことしか出来なかった。

「そうかもしれない。だが本当に神かみ喰ぐいどもを駆く逐ちくし、この世界を平和にする気があるのならば、人を捨て、獣けものにその身を堕おとすべきだった。諫斗のように、〝我〟を捨て、たとえこの身が神かみ喰ぐいとなったとしても、騎士として戦うべきだったんだ」

「「「……」」」

　小隊員たちは、皆みな無言で耳を傾かたむけていた。

「……しかし今の私には、その覚悟がまだない。だから正直嫉しつ妬としている──すでに覚悟を決め、本当の意味で神かみ喰ぐいどもに立ち向かっている、あのバカ勇者に……」

「ルナ……」

　ルナティを励はげまそうと手を伸のばすアークだったが、思うところがあったのだろう──途と中ちゆうで視線を逸そらし、手を引いた。

　ロゼッタとメナスも、ルナティの言葉に考えさせられているようだった。

　最中、ルナティは何かを決意したように面おもてを上げ、上空にいるゼラに視線と、そして《念心》による言葉を送った。

「……あなたに話がある」




　ルナティに呼ばれ、地上に降り立ったゼラに、アークたちは鎧マ霊キ装ナを構える。

「「「──っ！」」」

　が、ルナティに手で制され、各おの々おの警けい戒かい態勢を解いた。

「お前か？　俺を呼んだのは」

　その真しん紅くの瞳ひとみで酷こく薄はくに見下ろしてくるゼラに、ルナティは「ああ」と力強く頷く。

「私はシルフェニス魄はく導どう騎き士し団だんの、エストーナ小隊に所属している騎士──ルナティ＝アスラシア。後ろに控ひかえているのは、副隊長のアーク＝アーティファクター。そして同じ小隊員のロゼッタ＝スティーアーと、メナス＝リングロングだ」

　紹しよう介かいされたアークたちは、軽く頭を下げる。

　しかしその表情は三人とも曇くもっており、「何故彼を？」と理解が出来ていないようだった。

「そうか。馴なれ合うつもりはないが、今は俺も名乗るべきだろう。セシュバ帝てい国こく軍の総司令を任されている、ゼラ＝セシュベリアだ。確かアスラシアと言ったな？　俺に話があると聞いたが？」

「ああ。話というのは他ほかでもない、あの神かみ喰ぐい──グァンヴィトンに取り込まれている、斎賀諫斗のことだ」

　恐らくそのことだと予測していたのだろう。

　ルナティが口にする前に、




「──俺に力を貸せ、と？」




　ゼラはそう問うた。

　再び凜りん然ぜんと頷いたルナティに、ゼラは鼻で笑う。

「なるほど。確かに今のやつは、アフリクシオンの力を完全に使いこなしているわけではなさそうだからな」

「……アフリクシオン？」

　首を傾かしげるルナティに、ゼラも眉まゆ根ねを寄せる。

「なんだ、知らないのか？」

「なんのことだ？　〝アフリクシオン〟と言えば、確か過去に一度だけ現れたという、Ｓランク級神かみ喰ぐいの名だったような気はするが……」

　Ｓランク級神かみ喰ぐい──〝アフリクシオン〟。

　遥はるか古いにしえの時代に現れ、大陸の半分をも壊かい滅めつさせたという、最さい凶きようにして最悪の神かみ喰ぐいだ。

　そんなものと諫斗になんの関係が……、と顔を顰しかめるルナティに、ゼラは告げる。

「いずれ知ることだろうが……まあいい。貴様が助けたいと願っているあの小こ僧ぞうは、そのアフリクシオンのコアを鎧がい核かくとして鎧マ霊キ装ナ化かされている」

「「「──なっ!?」」」

　アークを除いた三人の瞳が、大きく見開かされる。

　ルナティが振ふり返ると、アークはばつが悪そうに視線を逸らした。

　彼女のその反応に、ゼラの言葉が真実だと悟ったルナティは、湧わき出す感情を必死に堪こらえ、再び彼に向き直る。

　──問いたいことは多々ある。

　だが今やらなければならないのは、何より諫斗を救出することなのだから。

「……あなたの言う通り、私たちは諫斗を助けたい。しかし悔くやしいが、今の私たちではやつの防ぼう壁へきを破ることさえ叶かなわない」

「だから俺の力が必要だと？」

　ルナティは「そうだ」と素す直なおに首しゆ肯こうした。

「あなたの力──〝神しん喰が騎き士し〟と呼ばれるその力は、恐らく我々よりも上の領域の力だと認にん識しきしている」

「ふんっ。そう見えたのならば、演出としては上々だな」

　揺ゆらがぬ自信を以もつて語るゼラに、ルナティは歯は痒がゆい思いを噛かみ殺し、深々と頭を下げた。

「「「──っ!?」」」

「──頼たのむ。その力で諫斗を──私たちの仲間を救って欲しい」

　ゼラに懇こん願がんするルナティの姿を見たアークたちは、彼女の胸中を悟る。

　そしてルナティだけに辛つらい思いはさせないと、彼女らもゼラに対して頭を下げた。

「私からもお願いするわ、セシュベリア総司令」

「あたしからも頼む！　諫斗のやつを助けてやってくれ！」

「お願いします。彼は大切な仲間なのです」

「皆……」

　胸に込こみ上がるものを感じ、ルナティは瞳が潤うるみそうになった。

「──頼む！　私は諫斗を失いたくないんだ！」

　四人に懇願されたゼラは、じっと彼女らのことを見下ろした後、

「……ちっ。いい加減頭を上げろ。貴様らに頼まれずとも、元々俺はやつを神かみ喰ぐいなどに喰くわせるつもりはない」

　そう吐はき捨てるように言い放ったのだった。

「……すまない」

　堪たまらず涙なみだがこぼれそうになったルナティの目の前で、ゼラは悠ゆう然ぜんとグァンヴィトンに向かっていた。

　道すがら、横目でゼラは言う。

「──勘かん違ちがいはするな。俺は自分の目的のために、やつを助けるだけだ。貴様らの事情など知ったことではない。死にたくなかったら、せいぜい離はなれていることだな」




　ルナティたちや、彼女らの警告で距きよ離りを取った聖騎士たちの姿を確認したゼラは、内心独りごちていた。

　──俺もつくづく甘い男だな、と。

　だがアフリクシオンを完全に覚かく醒せいさせるためには、その甘さもまた必要となる。

　何故なら、人は大切なものを失った時──そう、〝絶望〟こそが、〝憎ぞう悪お〟という究極の動力源を生み出す、最大の鍵かぎとなるからだ。

〝この世界を救う〟などと青あお臭くさい言葉を並べるあの小僧ならば、十中八九〝仲間〟というものに対して、大きく依い存ぞんしていることだろう。

　ゆえにそれを失った時、やつは心の底から嘆なげき、絶望し──そして〝憎にくしみ〟を爆ばく発はつさせる。

　その時こそ、〝嘆き〟の名を持つ、最凶にして最悪の神かみ喰ぐい──〝アフリクシオン〟の力が覚醒する瞬しゆん間かんだ。

「……いや、別段〝甘い〟わけではなかったな。──さあ、始めようか」

　ふっと口の端はしを歪ゆがめ、ゼラは己おのが魄はく導どう力りよくを全開にさせる。

　すると、内側から弾はじけるように、ゼラの身体からだに変化が生じた。

　鎧マ霊キ装ナでも、ましてや真鎧霊装エクスマキナでもない、ゼラにのみ解放することを許された、人ならざる戦せん闘とう形態。

　下半身は駿しゆん馬めが如ごときしなやかなる四つ足に、狭きよう長ちような複数の尾おと、大空を翔かけるための雄お々おしき翼つばさを宿す。

　前から見た体長は四メートルほどで、上半身は人の形。

　右みぎ腕うでには全すべてを斬きり裂さき、貫つらぬかんとする鋭えい利りなブレードを、左腕には上下左右に上じよう顎がくがある、竜りゆうの砲ほう身しんを有している。

　金こん剛ごう石せきに見み紛まがうほどに結けつ晶しよう化された全身は、ところどころに赤い光の筋が走っており、いかなる攻こう撃げきをも弾はじき返す頑がん強きようさを誇ほこっていた。

　頭部には五つの赤眼と、胸の中心に輝かがやくのは、やはり天陽を思わせる赤色のコア。

　──〝獣騎化神エクスデウス〟。

　それがこの人馬然とした、ゼラの最強形態だった。




　会議室内は騒そう然ぜんとしていた。

　真鎧霊装エクスマキナを発動した諫斗と、彼の圧あつ倒とう的てきな力。

　その一撃を食らった後、元から二体だったと判明したグァンヴィトン。

　不意打ちを受け、やつに取り込まれた諫斗。

　そして異形の獣と化したゼラ。

　めまぐるしく起こり続ける怒ど濤とうの展開に、さすがの首脳たちも、理解の範はん疇ちゆうを超こえているようだった。

「──よく見ておけよ、貴様ら。あれこそが、我わが兄の持つ変革の力。全てを超ちよう越えつする可能性──〝獣騎化神エクスデウス〟だ」

　そんな状じよう況きようの中でも、レネシスは泰たい然ぜんとした姿勢を崩くずさなかった。
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　コンソールを操作していたシトラスが、「……なるほど」と手を止め、レネシスに言った。

「……どういう仕組みかは分からないけれど、あの黒衣の人は、自らを〝人型の神かみ喰ぐい〟として定着させている」

「……〝人型の神かみ喰ぐい〟じゃと？」

　眉根を寄せるウェイレンに、シトラスは「……ええ」と頷うなずく。

「……鎧がい核かくの制せい御ぎよを外す真鎧霊装エクスマキナとは違って、あの人は元から制御された鎧がい核かくなど使っていない。……違う？」

「ほう？　さすがだな、シトラス＝ファファニール。そう、我が兄──ゼラが使用したのは、鎧がい核かくではなく、純じゆん粋すいな〝神かみ喰ぐいのコア〟だ」

「──なっ!?　そなた、それが何を意味するのか分かっておるのか!?」

　糾きゆう弾だんするウェイレンを鼻で笑い、レネシスは告げる。

「当然だ。そんなものを使用すれば、通常はコアに喰われるだろう」

「ならば何な故ぜじゃ!?」

「何故？　なんだ、もう忘れたのか？　相変わらずのボケ老人だな、貴様は」

「妾わらわのことなどどうでもよい！　答えよ、レネシス！」

　円えん卓たくを叩たたき、声を荒あららげるウェイレンに、レネシスは見下したような視線を向けた。

「ふんっ。我が国の民たみは死を怖おそれん──それが答えだ」

「じゃから己が兄をも差し出したと申すか!?」

　途と端たん。




「──そんなわけがないだろう!?」




『──っ!?』

　唐とう突とつに感情を剥むき出しにしたレネシスに、一同は皆みな虚きよを突つかれたように固まった。

「どこの馬の骨とも知れん男どもならいざ知らず、この私が愛するお兄さまを神かみ喰ぐいどもに捧ささげるなど、天地がひっくり返ったとしてもあるはずがない！」

　椅い子すを倒たおして立ち上がり、両の手を円卓に叩きつけ、咆ほえるレネシス。

「じゃ、じゃがゼラは」

「黙だまれ！　その汚けがらわしい口でお兄さまの名を呼ぶな！」

　肩かたで大きく息をし、幾いく分ぶんか落ち着きを取り戻もどしたレネシスは、俯うつむきながら語る。

「……私の制止を振り切り、兄は自らその身を捧げた。その時の私の気持ちが分かるか……？　愛いとしい者を神かみ喰ぐいなどに蹂じゆう躙りんされる私の……気持ちが……っ」

　歯を噛み締しめてそう告げた後、レネシスはふっと身体の力が抜ぬけたように、侍じ女じよが直した椅子に再度腰こしかける。

　背もたれに体重を預け、両腕を広げ、天を仰あおぎ見るレネシスの口元には、薄うつすらと笑えみが浮うかんでいた。

「……だが兄は勝った。神かみ喰ぐいどもを超越し、その力を手に入れた。ふふふ……ああ、素晴らしいです、お兄さま……。あなたさまこそが至高……。あなたさまこそが……天を掴つかむに相応ふさわしい存在……。ふふふふふ……うふふふふふふ……あははははっ……あーっはっはっはっはっはっはっ！」

『……』

　至し極ごく当然、レネシスの〝狂きよう気き〟を垣かい間ま見みた一同の中に、口を開くものは一人もいなかった。




〝獣騎化神エクスデウス〟となったゼラは、躊ちゆう躇ちよ無く竜の砲身をグァンヴィトンへと向けた。

　上下左右四つの上顎が開き、中央に赤光の魄はく導どう力りよくが収束していく。

　あのマグシーラでさえ、粒りゆう子し砲ほうを二つ収束させるのが限界だった。

　にもかかわらず、今のゼラは四つの粒子砲を一つに収束させていたのだ。
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　単純に考えれば、マグシーラの粒子砲の二倍、通常の粒子砲の四倍の威い力りよくに思えるだろう。

　だがゼラの砲身で収束する魄はく導どう力りよくの塊かたまりは、〝四倍〟などという数値を遥はるかに超えているように見えた。

「──」

　ゼラの魄はく導どう力りよくに恐おそれをなしたのか、グァンヴィトンは触しよく手しゆを身体中に巻きつけ、目視出来るほど強固な防壁を張る。

「ほう、少しは頭が回るようだな。だがその程度の防壁で、こいつが防げると思ったら大間違いだ」

　収束を続けた赤き魄はく導どう力りよくは、その凄すさまじさから白色の光へと変わる。

　まるで火の塊である太陽が、直視出来ないほどの閃せん光こうを放っているかのように。




「──滅ほろべ」




　──聖せい槍そう。

　ゼラの放った粒子砲は、まさに聖なる光に包まれた、〝神の槍やり〟と表せるほどに神こう々ごうしい一撃だった。

　それは瞬またたく間まにグァンヴィトンを飲み込み、雲を晴らせ──遅おくれて轟ごう音おんと衝しよう撃げき波はがルナティたちを襲おそった。

『──ぐっ!?』

　なんとかその場に踏ふん張り、じっと衝撃波が収まるのを待つ騎き士したち。

　一瞬にも永遠にも感じられたゼラの砲ほう撃げきが止やむのと同時に、ぐちゃりと肉の塊が空から降ってきた。

　言わずもがな、それはゼラの攻撃によって、一回りも二回りも外がい殻かくを蒸発させられた、グァンヴィトンのなれの果てだった。




　時は少々遡さかのぼる。

　グァンヴィトンに取り込まれた諫斗は──〝夢〟を見ていた。

　いや、それは〝夢〟と言うより、〝記き憶おく〟とでも言った方が正しかった。

　──遥か古いにしえの記憶。

　そこで諫斗は、疲ひ弊へいした身体に鞭むちを打つ、一人の少年になっていた。

　握にぎるのは、諫斗の愛刀であり、鎧マ霊キ装ナでもある──〝童どう子じ斬ぎり〟だ。

　平へい安あん装しよう束ぞくに身を包み、荒い呼吸の中、ただひたすらに眼前の〝異形〟を睥へい睨げいしていた。

〝異形〟の姿は、まさに〝不気味〟の一言だった。

　下半身は無く、上半身は頭部と右腕だけという、異質の存在。

　やつは突とつ如じよとして空間を裂き、どこからともなく現れる。

　が、現れたら最後──辺り一帯の生命を根ね刮こそぎ奪うばい、喰くらい尽つくす。

　どれだけ武勇を馳はせた者でも、この〝異形〟の前では、その全すべてが儚はかなく散り逝いった。

「……はあ……はあ……」

　少年は口くち惜おしそうな表情で、その無骨な異形──〝鬼おに〟を見み据すえる。

　──やはり自分では駄だ目めだと言うのか!?

　地に膝ひざを突き、少年はその胸中で悔くやしさを噛かみ締めていた。

　自分たち〝砕さい禍か〟の一族は、禍まが祓ばらいの功績を評価され、陰おん陽みよう師じとして都に召しよう喚かんされた。

　名からも分かるように、我らは〝禍を打ち砕くだく〟ことを生業なりわいとし、〝禍祓いの力〟──すなわち〝霊れい力りよく〟を有していた。

　中でも姉の舞まう神楽かぐらの力は、魑ち魅み魍もう魎りようの類たぐいを一いつ切さい寄せ付けず、都に安あん寧ねいをもたらし続けた。

　一族の落ちこぼれである自分とは違い、才能に恵めぐまれ、包むような優やさしさを持っていた。

　さらには〝都一〟とも言われる、端たん麗れいにして壮そう麗れいな容よう貌ぼうをも兼かね備えていた。

　──姉は自分の誇ほこりだった。

　歴代最高の霊力を宿しながらも、一切傲おごることなく、皆の信しん頼らいが厚かった姉を、自分は何よりも誇りに思っていた。

　──自分は姉が大好きだった。

　だからこの〝鬼〟を滅めつするため、姉を人ひと身み御ご供くうに刀を作ると聞いた時、自分は誰だれよりも憤いきどおり、反対の意を示した。

　だが霊力を持たない、落ちこぼれである自分の意見など、当然、聞き入れてはもらえなかった。




　ゆえに──強う奪ばった。




　他ほかの者になど、この刀を使わせたくはなかったからだ。

「それなのに……っ」

　自分では、この刀を使いこなすことが出来ない……っ、と少年は項うな垂だれ、涙なみだを流した。

　何故だ……っ。

　何故自分では駄目なのだ……っ。




『──私は死にません。たとえあなたが私を忘れたとしても、私はあなたを見守り続けています』




　最さい期ごまで笑顔を絶やさなかった姉の思いを、自分は何も……っ。

　地面に爪つめを立て、歯を噛み締めるその口元からは、血の雫しずくが滴したたり落ちていた。

　最愛の姉を失い、一族からも見放され、さらには都の命運を左右する刀をも盗ぬすんだ自分に、もはや居場所はない。

　いや、姉を失った時点で、自分の存在意義などというものは、疾とうになくなっていたのだ。

「……」呆ぼう然ぜんと刀を見つめる少年。




　──もう、何も要いらない。




　姉を守れなかったのは、全て自分の不ふ甲が斐いなさが原因だ。

　自分が強ければ、こんなことになりはしなかった。

「……強ければ……？」

　……ああ、そうか。

　もしかしたら、自分はただ〝力〟が欲ほしかっただけなのかもしれない。

　守ろうと思えば、姉を連れて逃にげ出すことも出来たはずだ。

　なのに、自分はそうはしなかった。

　それは少なからず心のどこかで、この刀を──姉のような〝力〟を手に入れたいと思っていたからだ。

　そう、自分は姉を見捨てたのだ。

　そして自分の中で正論を並べ、刀を盗み出したのだ。

　──〝力〟が欲しかったから。

「……ならば……」

　少年は覚おぼ束つかない足どりで立ち上がった。

　頬ほおを伝っていた透とう明めいの雫が、次し第だいに赤く染まっていく。

　髪かみが逆立ち、少年の身体中から、どす黒く蠢うごめくオーラのようなものが湧わき上がる。

「ならば俺は……」

　──〝人〟ではない。

　このような所行──〝人〟に出来るはずがない。

　そうだ──自分は〝人〟ではない。

　やつと同じく、人の命をなんとも思わない──異形の獣けもの。

「俺は──、




　──〝鬼〟だっ！」




「──っ!?」

　はっと意識を取り戻もどした諫斗は、同時に自分に迫せまり来る、強大な魄はく導どう力りよくを感じ取った。

「やべっ!?」

　瞬しゆん間かん的に草くさ摺ずりを操作し、グァンヴィトンどもの外殻内を喰い進んで、自らの前に防ぼう壁へきを張る。

「──ぐうっ!?」

　魄はく導どう力りよくの塊が諫斗ごとグァンヴィトンどもを包んだのは、まさにその直後のことだった。




「──っだっはあっ！　死ぬかと思った！」

『──っ!?』

　肉につ塊かいを突つき破るようにして、姿を現した諫斗の姿に、ルナティたちは驚きよう愕がくし、そしてほっと胸を撫なで下ろした。

　見た感じ、死に瀕ひんするようなダメージは負っていないようだ。

　先ほどグァンヴィトンどもに受けた傷も、ほとんどが塞ふさがっている。

　ただ一つ気になる点があるとするならば、腰こしの草摺が欠損しているということだろうか。

　それでも諫斗自身はぴんぴんしており、軽く跳ちよう躍やくして、ルナティたちの下もとへと立った。

「よう」手を小こ振ぶりに上げる諫斗。

「う、うむ──じゃない！　何が『よう』だ！　無事に助かったからよかったようなものの、もしあのまま取り込まれていたら、君は一体どうするつもりだったんだ!?」

　決けつ壊かいしたダムが如ごとく、感情任せに捲まくし立てるルナティ。

　すっかり気け圧おされてしまった諫斗は、「い、いや……あの……」と弁解すら出来ていない様子だった。

　波は濤とうの説教を受け続けた諫斗が、徐じよ々じよに小さくなっていく傍かたわら、アークは小さく息を吐はきながら、「その辺にしておきなさい、ルナ」と彼女を諫いさめた。

　だ、だが……、と言い足りなそうな表情を見せるルナティだったが、こちらに向かってくるゼラの姿を確かく認にんし、自らを律した。

「──うおっ!?　なんだあいつ!?　神かみ喰ぐいか!?」

　遅おくれてゼラの獣騎化神エクスデウス姿を見た諫斗は、驚おどろくと同時に大おお太た刀ちを向けた。




「──それが助けてやった恩人に対する態度か？　アフリクシオンの小こ僧ぞう」




　そう言い放ち、諫斗を見下ろすゼラ。

「……アフリカライオン？　って、それはいいや。あんた、まさかあの時の黒い人か？」

「ゼラだ。名前くらい覚えておけ」

　名を訂てい正せいしたゼラに、諫斗は「悪いな」と謝罪の言葉を口にした。

「つーか、あんただって人のこと言えないだろ？　俺は〝アフリカライオン〟じゃなくて、〝斎賀諫斗〟だ」

「別に貴様の名などどうでもいい。が、呼び名が短いに越こしたことはない。そうだろう？　斎賀」

　瞬間、諫斗の口元に笑えみが浮うかんだ。

「おう。ちょっと遅れたけど、助けてくれてありがとな。さっきの攻こう撃げきはあんただろ？」

「そうだ。貴様が張った防壁のおかげで、少々肉片が残ってしまったがな」

　すでに原型を留とどめていないグァンヴィトンを一いち瞥べつし、ゼラはどこか嬉うれしそうに言う。

「しっかしすげえ威い力りよくだったな。おかげで腰の装備が消し飛んじまった」

　そう、諫斗が張った草摺の盾たては、ゼラの砲ほう撃げきを受けたことで、消しよう滅めつしてしまったのだ。

「まさかあんたも真鎧霊装エクスマキナを使えるとは思わなかったぜ」

「ふんっ。俺を貴様ら騎き士しどもと同じにするな。この力は〝獣騎化神エクスデウス〟だ」

　エクスデウ……？　よく分からん……、と難しいことは考えない諫斗。

「まあなんでもいいや。俺の他ほかに戦える男がいると分かっただけで嬉しいしな。これからよろしく頼たのむぜ、ゼラ」

　すっと右手を差し出す諫斗だったが、ゼラは「勘かん違ちがいするな」とそれを一いつ蹴しゆうした。

「俺は俺のためだけに戦う。貴様らと馴なれ合うつもりもなければ、この世界を救うつもりなど、毛頭もない」

「でも俺を助けてくれただろ？」

「そうする必要性があったからだ。無論、俺にとってのな」

　さらに問うてくる諫斗を、うざったそうにやり過ごし、ゼラは別の方向を顎あごで指す。

「それより見ろ。やつが再生を始めたぞ」

「──うおっ!?　相変わらず気持ち悪いやつらだなあ……」

　ぐちゃぐちゃの肉塊になってもなお、グァンヴィトンどもは触しよく手しゆを伸のばし、周辺に放置されていた神かみ喰ぐいどもの死し骸がいを取り込んでいく。

　その時、諫斗の下へと《念心》が飛んできた。

『……聞こえる？　異世界の人』

「おっ？　ああ、局長さんか？」

《念心》を送ったのは、会議室でコンソールを操作している、シトラスだった。

『……ええ。……無事脱だつ出しゆつ出来たようで何より』

「おう。ゼラのおかげでな」

「……ふんっ」興味なさげにそっぽを向くゼラ。

《念心》は、対象者の周囲に言葉を送る魄はく術じゆつ。

　ゆえにシトラスの声は、ゼラやルナティたちにも聞こえていた。

　そして諫斗の方も、真鎧霊装エクスマキナとなったことで、無意識のうちに、《念心》に近い技術を行使していたのだった。

『……正式な御お礼れいは後ほど。……それより今は聞いて欲しいことがある』

「なんだ？」

　問いかけてみれば、シトラスは解かい析せきによって判明した事実を語り始めた。

『……あの神かみ喰ぐい──グァンヴィトンに、〝二つのコア〟があることはもう分かっていると思う』

「おう」

　普ふ通つうに頷うなずいてはいるが、〝分かっている〟どころの話ではなかった。

　実際、それのおかげで、諫斗は先ほどまで取り込まれていたのだから。

『……戦せん闘とう開始当初の反応から、グァンヴィトンを倒たおすためには、〝コアへの同時攻撃〟が必要だという可能性が高いことが分かったの』

「同時攻撃って……」

「つまり俺と貴様で戦えということだ。──そうだろう？　シトラス＝ファファニール」

　虚こ空くうに語りかければ、シトラスから『……察しが早くて助かる』と返事が返ってきた。

『……あなたにとっても有益な話だと思う』

「ほう？　その根こん拠きよは？」

『……各種神かみ喰ぐいの力を使えるあなたならば、きっとあの神かみ喰ぐいの力をも得たいと考えているはずだから。……違う？』

「……なるほど。的確な読みだ」

　言って、ゼラは歪いびつな外観へと変へん貌ぼうし、滞たい空くうを続けるグァンヴィトンの前に立つ。

　完全な再生は無理だったようで、グァンヴィトンはアメーバのような無形状態になっていた。

「よっしゃ！　そういうことならさっさと片づけてやるぜ！」

　遅れて諫斗もゼラと並び立った。

〝真鎧霊装エクスマキナ〟を持つ諫斗と、〝獣騎化神エクスデウス〟を持つゼラ。

　恐おそらくはこの地上で、最強の力を持つ二人が並ぶその背姿は、〝壮そう観かん〟の一言に尽つきた。

　両者が駆かけ出すと同時に、ゼラは言う。

「わざわざ言わなくても分かっているだろうが、同時攻撃を行うには、俺と貴様が同程度の力で攻撃しなければならん」

　グァンヴィトンの触手を躱かわし、逆にブレードで斬きり裂さくゼラ。

「だろうな。一応聞いておくけど、あんたの攻撃に俺が合わせりゃいいんだよな？」

　大きく跳躍し、触手を蹴けってグァンヴィトン本体に肉にく薄はくする諫斗。

「寝ね言ごとを言うな。俺が貴様の力量に合わせる」

　二重の粒りゆう子し砲ほうで、グァンヴィトンの上部を消し飛ばすゼラ。

「いや、俺の方が強いだろ？」

　すかさずグァンヴィトンを二つに分断し、胴どう回まわしの要領で、かかと落としを双そう方ほうの肉片に叩たたき込む諫斗。

「ほざけ。誰だれが助けてやったと思っている？」

　落下してきたグァンヴィトンの肉片を、さらに細かく斬り伏ふせるゼラ。

　互たがいにどちらが手加減をし、力を合わせるかを揉もめ合う二人だったが、意外にもその足並みは揃そろっていた。

　事実、グァンヴィトンは二人の猛もう攻こうにより、すでに二つのコアを露ろ出しゆつさせ、必死に元に戻ろうと地を這はっていた。

　が。

　地上に舞まい戻った諫斗の刺し突とつと、ゼラの横よこ薙なぎが同タイミングでコアを神かみ喰ぐらいし、グァンヴィトンは完全に沈ちん黙もくした。

　あれほど強大な力を持っていたグァンヴィトンが、二人の前では赤子の手を捻ひねるかのように倒されたのだ。

　この二人が協力すれば、現存する神かみ喰ぐいども全すべてを駆く逐ちくすることも、夢ではないだろう。

　もちろんゼラにその気があれば、の話だが。

「……ふんっ。この程度では大した力にもならんな」

　グァンヴィトンのコアを神かみ喰ぐらいした後、ゼラは諫斗に向かって告げる。

「──忘れるな、斎賀。共きよう闘とうするのは、今回が最初で最後──唯ゆい一いつ俺と並び立てる貴様のその力を、俺は必ず手に入れる」

「はっ、望むところだぜ！　言っとくけど、俺はそう簡単には負けねえからな！」

　大太刀の切っ先を突きつけ、諫斗は口の端はしを不敵に歪ゆがませた。




「……どうやら終わったようですね」

　イクリピアの声に続き、一連の様子を会議室のディスプレイで眺ながめていた一同は、揃って胸を撫で下ろしていた。




「──各国の首脳方よ」




　そんな中、ウェイレンは今こそその時だと言わんばかりの表情で、首脳たちに語りかけた。

「先ほどの映像を見て、すでに気づいた者もおると思うが……。妾わらわは日々力を増す神かみ喰ぐいどもに対たい抗こうするため、封ふう印いんされていたＳランク級神かみ喰ぐい──〝アフリクシオン〟のコアを小僧に使った」

　そして、と続けるウェイレン。

「それにより、〝真鎧霊装エクスマキナ〟という新たな力を得ることが出来た。神かみ喰ぐいどもがヴァリエニスに襲しゆう来らいした際、我らを救ってくれたのも、小僧の真鎧霊装エクスマキナじゃ」

「確かに凄すごかったわ。途と中ちゆうで取り込まれちゃったりもしたけどね」とシドール。

　痛いところを突つかれたが、ウェイレンも退ひきはしない。

「まああやつはまだまだ未熟じゃからな。じゃが──」

　そこで一いつ旦たん口を噤つぐんだウェイレンは、声を張り上げ、凜りん然ぜんと断言した。




「──もし全ての騎士たちが、真鎧霊装エクスマキナを使えるようになれば、神かみ喰ぐいどものいない世界をつくることが出来るじゃろう！」




「「「──っ!?」」」

　目を丸くする首脳たちの心に響ひびかせるように、ウェイレンは言葉を紡つむぐ。

「ゆえに、妾はここに〝五国同盟〟を結び、対神かみ喰ぐいへの共同戦線並びに、鎧マ霊キ装ナ化かなどの兵装技術の共有を提案する！　妾は真鎧霊装エクスマキナに〝可能性〟を見た。首脳方よ、妾に賛同してはくれぬか？　神かみ喰ぐいどもの蔓延はびこるこの地上を、再び人類の手に取り戻もどすのじゃ！」

「「「……」」」

　静せい寂じやくが辺りを包む中、それを破ったのは、レネシスの含ふくみ笑いだった。

「くっくっくっ……。何を言うかと思えば、〝同盟〟などと下らんことを。その〝真鎧霊装エクスマキナ〟を助けたのは、我わが兄──ゼラの〝獣騎化神エクスデウス〟だろう？」

「そうじゃな。それに関しては素す直なおに礼を申そう」

　殊しゆ勝しような態度のウェイレンに、レネシスは面おも白しろくなさそうだった。

「……ふんっ。まあそれはいい。ならば私も一つ提案させてもらおうか」

　相変わらずの不ふ遜そんな態度で、首脳たちを見み渡わたしたレネシスは、口元に笑えみを浮うかべながら告げた。




「──我らセシュバ帝てい国こくによる〝一国独裁〟だ」




「「「──っ!?」」」

　一いつ瞬しゆん驚おどろきの表情を見せた首脳たちだったが、その反応は淡たん泊ぱくなものだった。

「戯たわ言ごとにしても不ふ愉ゆ快かいだ」とヴィクトリア。

「そうね。笑えない冗じよう談だんだわ」

　大らかな性格のシドールも、この発言には真顔になっていた。

「レネシスさま。あえて尋たずねさせていただきますが、今の提案を本気でお考えですか？」

「当然だ。騎士どもの姿を見ろ。グァンヴィトンだかに手も足も出なかっただろう？　やつらはすでに時代遅おくれの産物だ。これからは我が兄のような〝神しん喰が騎き士し〟──ひいては〝獣騎化神エクスデウス〟の時代となる」

　不動の自信を以もつて告げるレネシスを、なるべく刺し激げきしないよう、ウェイレンは言う。

「確かにそなたの申したいことは分かる。じゃからこそ、騎士たちに〝真鎧霊装エクスマキナ〟を習得させるのが、一番の近道じゃろうて。神しん喰が騎き士しにするためには、再度鎧マ霊キ装ナ化かを施ほどこさねばならぬからのう」

「黙だまれ。あの程度の力など、獣騎化神エクスデウスと比べるまでもない。私は一度しか言わんぞ。貴様らが我らの傘さん下かとなり、ともに来るならばよし。そうでなければ、私にとって貴様らは──ただの〝敵〟だ」

　吐はき捨てるように言い、席を立つレネシスに、ウェイレンも反論する。

「待たぬか、レネシス！　そのような横暴が、まかり通るとでも思っておるのか!?」

「思っているさ。でなければ口に出したりなどせん」

「仮に誰も賛同せねば、〝四対一〟となるのじゃぞ!?　そんなもの、勝ち目の欠片かけらもないじゃろう!?」

　問われるも、レネシスは静かに歩を進め、「当然だ。我らも馬ば鹿かではない」と言った後、最後に振ふり返り、こう言い放った。




「──〝古代の戦略兵器〟。もしそれが実在するとしたら、貴様らはどうする？」




「「「──なっ!?」」」

　意味深な言葉を残し、レネシスは会議室を去っていく。

「……陛下」とシトラス。

「分かっておる。まったく、人同士で争っておる場合ではないのじゃがな……」

　渋しぶい顔で頭を悩なやませるウェイレンを尻しり目めに、これにてクレリアでの五国会議は終わりを告げたのだった。






　エピローグ







　ウェイレンとレネシスの提案についての答えは保留とし、他国の首脳たちも、各おの々おのが自国へと出立していく。

「ではのう、ヴィクトリア。それにシドールも」

　多少外観は違ちがえど、ヴァリエニスの一行が乗ってきた乗り物──〝地ち行こう艇てい〟と、同様の代しろ物ものに乗り込む両者。

　彼女らを見上げるような形で、ウェイレンは別れを告げていた。

「ウェイレン殿どのも達者で。もし我が国に来る時があれば、心より歓かん迎げいしよう」

「私もよん。いつでも遊びに来てね、ウェイレンちゃん」

「すまぬな、二人とも。じゃがまあそれは、レネシスのやつを、なんとかしてからじゃのう」

　苦く笑しようするウェイレンに、ヴィクトリアは言う。

「臆おくすることはない。明確な答えは出せぬが、余自身〝独裁〟というものに賛同する気は、毛頭もない」

「そうね。大体、今の状じよう況きようで、他国を支配下に置くことに、一体なんの意味があるのかしら？　レネシスちゃんの考えることは、よく分からないわ」

　二人に同意するように、ウェイレンも「そうじゃな」と頷うなずく。

「ともあれ、もしセシュバに攻こう撃げきを受けるようなことがあれば、遠えん慮りよなく申して欲しい。疲ひ弊へいしたとは申せど、他国の窮きゆう地ちを見捨てるほど──我らヴァリエニスは落ちぶれてはおらぬ」

　ウェイレンの視線から、〝決して折れることのない心〟を感じたヴィクトリアは、珍めずらしく口元を少しだけ和やわらげ、

「承知した」

　一言そう告げた後、自国に向けて出発した。

　彼女の後ろ姿を見送っていたシドールも、

「じゃあその時は、あの可愛かわいい男の子も連れて来てね」

　と、意味深なウィンクを残し、ヴィクトリア同様、自国へと戻っていった。

「あやつはもう少し、自分の〝年ねん齢れい〟というものを、考えた方がよいのではないかのう……」

　ため息混じりにシドールを見送った後、

「待たせたのう」

　ウェイレンたちも、ヴァリエニスに帰き還かんしようとしたのだが、




「──ウェイレンさま」




「……むっ？　どうしたのじゃ？」

　ふいにイクリピアに呼び止められ、全員が手を止めた。

　護衛の諫いさ斗とたちが見守る中、イクリピアは言う。

「先の提案に関してなのですが……」

「うむ」

「我らクレリアは、ご存じの通り〝永久中立国〟です。である以上、〝対神かみ喰ぐい〟という名目ならば、同盟に賛同してもよいと考えております」

「本当か!?　さすがはイクリピアじゃ！」

　喜びの声を上げるウェイレンを前に、イクリピアはちらっと諫斗を一いち瞥べつした後、「ですが一つご条件があります」と言った。

「ほう、条件とな？　申してみよ」

　促うながされ、イクリピアは決意を秘めた眼まな差ざしで告げた。




「──諫斗さまを、我が騎士としてお迎むかえさせてくださいませ」




『──っ!?』

　当然、一同に動どう揺ようが走る。

　イクリピアの中での諫斗の存在が、人類存亡に関かかわる国同士の同盟よりも、大きくなっていると公言したからだ。

　そんな中でも、当の諫斗だけは「えっ？　俺？　ああ、もしかしてあの話のことか？」と事の重大さに気づいていないようだった。

「うーむ、それはさすがにのう……」

　難色を見せるウェイレンだが、イクリピアは退く素そ振ぶりを見せない。

「もちろん無理なお願いだというのは、重々承知しております。ですがもし、諫斗さまのご意志がこちらに向いているというのであれば、それも仕方のないものとご理解してはいただけませんか？」

「なんじゃ、妙みように自信がありそうじゃのう。まあ小こ僧ぞうがそう申すのであれば、妾わらわとしても無理強じいはせぬ。連れて行くがよい」

「──なっ!?　へ、陛下!?」

　声を裏返らせたのは、他ほかでもないルナティだった。

「まあ待つのじゃ、ルナティ。まだ行くと決まったわけではないじゃろう？」

「で、ですが……」

　ルナティが横目で視線を送れば、それに気づいたイクリピアは、一いつ瞬しゆんだけ勝ち誇ほこったような笑みを浮かべた。

「……っ」

　が、すぐに元の表情に戻もどり、諫斗に視線を向けた。

「どうでしょうか？　諫斗さま。あなたさまのご意志を、私にお聞かせ願えませんか？」

「うーん、俺の意志かあ……」

　眉まゆをハの字にし、腕うでを組んで唸うなる諫斗に、

「……行ってしまうのか？」

　と、ルナティは縋すがるような表情で問う。

　だが彼女は、内心それも仕方がないのかもしれないと思っていた。

　何な故ぜなら自分が言ってしまったから。

　──〝別に必要ない〟、と。

〝どこにでも行ってしまえばいい〟、と。

　感情に任せて、思ってもいない辛しん辣らつな言葉をぶつけてしまったからだ。

　何故あんなことを言ってしまったのか。

　本当は──行って欲しくないのに。

　本当は──諫斗のことが必要だというのに。

　自責の念に囚とらわれるルナティだったが、




「──いや、行かねえぞ？」




　諫斗は当然のようにそう言った。

「……はっ？」「……えっ？」

　呆ぼう然ぜんとするイクリピアと、驚おどろいたような表情のルナティ。

「だってあの時の話だろ？　元々断ろうと思ってたからな」

「い、いや、断ろうと思ってたって……。あ、あんなにデレデレしていたではないか!?」

「そりゃ可愛い姫ひめさんだし、男なら当たり前だろ？　でもそれとこれとは話が別だ。いくら俺でも、大切な仲間を放ほうり出して、どっかに行ったりはしねえよ」

「諫斗……」双そう眸ぼうに涙なみだを浮うかべるルナティ。

「おうっ」

　歯を見せて笑った後、諫斗はイクリピアに向き直り、

「というわけだから──ごめん！」

　と、深く頭を下げた。

「せっかくのお誘さそいで悪いんだけど、俺はこいつらと居たいんだ」

「諫斗さま……」

　丁重にお断りを申し上げている諫斗の姿に、ルナティは口元を和らげ、一人思う。

　そういえば、こいつはこういうやつだったな……、と。

　自分は何を心配していたのだろう。

　信じることさえ怠おこたるなんて、未熟なのはむしろ自分の方ではないか。

「……そうですか。そういうことでしたら、仕方ありませんね」

　至し極ごく残念そうな面おも持もちのイクリピアだったが、きっと面おもてを上げ、ルナティに向けて「少しお話ししませんか？」と提案した。

　諫斗たちが地行艇に、荷物などを積んでいる光景を尻目に、イクリピアはルナティだけに聞こえるよう、告げる。




「──これで勝ったと思わないでくださいね。私──絶対に諦あきらめませんから」




「……」

　それは〝宣戦布告〟だった。

　一国の王ではなく、一人の女性として、イクリピア＝ソート＝クレリンカから、ルナティ＝アスラシアへの挑ちよう戦せん状だ。

「──」

　ルナティは一度瞳ひとみを閉じ、ゆっくりと息を吐はいた後、決意を込こめた瞳で言った。




「──私は諫斗が好きです。だから──私も負けるつもりはありません」




　やっと口に出して言うことが出来た……、とルナティは心の中で微ほほ笑えみを浮かべた。

　そう、自分は諫斗のことが好きだ。






[image: ]






　だから彼が他の女性と一いつ緒しよにいるのが、堪たまらなく嫌いやだった。

　メナスにしても然しかり、イクリピアにしても然りだ。

　けれど、彼女らがいなければ、今も自分の気持ちに、素す直なおになることは出来なかっただろう。

〝恋こいのライバル〟──とでも言うのだろうか？

　なんだかそう言うと、少し恥はずかしい……。

「ふふ、あなたとは、きっと良いお友だちになれそうな気がしますわ」

　思わず笑みがこぼれたイクリピアに、ルナティもふっと口元を和やわらげる。

「そうですね。私もそう思います」

「でも手は抜ぬきませんよ？」

「もちろんです。正々堂々、負けても恨うらみっこ無しです」

「ええ」

　互たがいに視線を交かわす両者には、言わずとして、何か通ずるものがあるようにも見えた。




「──おーい、ウナティー！　そろそろ行くぞー！」




「ああ！　今行く！」

　諫斗に呼ばれたルナティは、振ふり返り、自信に満ち溢あふれた声こわ音ねで、大きくそれに答えた。

「「……」」

　イクリピアとともに見み据すえるその先には、ウェイレンらと歓かん談だんする、諫斗の姿があった。

「本当に不思議な方ですよね」

「ええ。不思議で──そしてとても頼たよりになるやつです」

　柔やわらかい口調で、ルナティは続ける。

「馬ば鹿かで、スケベで、鈍どん感かんだけど──でも真まっ直すぐで、仲間思いで、誰だれよりも純じゆん粋すいな心を持っています。だからきっと、私は彼に惹ひかれたのだと思います」

「ふふ、全部言われてしまいましたね」

「……申しわけございません」

　軽めに頭を下げるルナティの口元には、やはり笑みが浮かんでいた。

「いいえ、構いません。うふふっ」

　そしてイクリピアの方も、楽しそうに笑っていた。

「ではそろそろ行きます」

「そうですね。あまり皆みなさまをお待たせするのも、よくはないでしょう。最後に一つだけ、約束していただけませんか？」

「なんでしょうか？」

　問えば、イクリピアは至高の微笑みとともに、言った。




「──勝負に決着がつくまで、絶対に生き延びてください」




　それを聞いたルナティは、無言で微笑んだ後、恭うやうやしく頭を下げ、踵きびすを返していった。

　彼女の残した微笑みこそが、どんな言葉よりも信しん頼らいに足るということを、イクリピアも承知していた。

「またなー！　ククピリアさーん！」

「はーい！　でも私の名前はー！　〝イクリピア〟ですよー！　諫斗さまー！」

「おおう!?　それはすまなかったー！　またなー！　イリクピクリ……えっと……ククピリアさーん！」

「はーい！　皆さまもお元気でー！」

　やはり名前を間ま違ちがえ、それでも身体中で大きく手を振る諫斗に、イクリピアはおかしそうに笑いながら、手を振り続けていた。






　あとがき




　まず拙せつ作さくをお手に取ってくださったこと、本当にありがとうございます。

　お久しぶりの方はお久しぶりです、草くさ薙なぎです。

　富士見ファンタジア文庫では、二冊目になります。

　さてさて、それではネタバレを抑おさえつつ、物語のご紹しよう介かいを。

　今作では、ヴァリエニス王国のウェイレンを含ふくめた、〝主要五大国〟の首脳たちが登場します！

　中でも、〝南〟のクレリア王国の女王──〝イクリピア〟は、何やら諫いさ斗とに興味がある様子で、ルナティたちは頭を悩なやませることに！

　さらには、諫斗の力を狙ねらう、〝東〟のセシュバ帝てい国こく軍総司令──〝ゼラ〟も登場し、彼のその身には、〝真鎧霊装エクスマキナ〟に勝まさるとも及およばない秘密が──っ!?

　と、まあそのような感じのお話になっておりますので、是ぜ非ひ是非一読していただければと思います。

　さて、お話は変わりますが、著者近きん況きようでも書かせていただいたように──デブりました。

　食事制限をし、フォース○リー的なサプリを飲んだにもかかわらず、何な故ぜか増えていく贅ぜい肉にく！　体重！　体たい脂し肪ぼう率！

　何故だ!?　何故なのだ!?　──って、それは運動不足だからさ！（ドヤァ）

　はい、では謝辞の方に移りますねー。

　今回も改かい稿こうに、それはもう辛しん抱ぼう強づよくお付き合いしてくださり、申し訳ない気持ちでいっぱいの、担当編集さま。

　素す敵てきなイラストの数々で、私に鼻血が出る思いをさせてくださった上、一巻発売当時は、自身のホムペで、告知用イラストまで描かき下ろしてくださった、絵師のＣＨ＠Ｒさま。

　この本が刊行されるにあたり、ご尽じん力りよくしてくださった、全すべての皆みなさま。

　そして何より、今こうしてあとがきを読んでくださっている、あなたさまに、心よりの御お礼れいを申し上げたいと思います。

　恐おそらくですが、次は先に新シリーズでお会いするような形になると思いますので、もしよろしければ、是非そちらの方もよろしくお願いいたします。





二〇一三年一一月吉きち日じつ　ツチノコ印の草薙アキ
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草くさ薙なぎアキ











平成25年12月25日　発行





発行者　佐藤 忍

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8585（編集）

http://www.fujimishobo.co.jp/





(C)Aki Kusanagi, CH@R 2013





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『神喰のエクスマキナ２』平成25年12月25日初版発行









[image: ]




item/image/p087.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/orikaeshi1.jpg
BT+

O TFEHE

1986 ([CEFNHBRELIE
BRON—T, BRI ALREE. 5
{ETIE, B DS A JVULKTFET,

ATAYD LI BEBLET. 5
B UTIVTDIDSA VLAY
FEF—IDRLLVBEDS
A BABOTIOF? [EER
PLTH VVEDNMLKHTHO TRD
ATIFER FHLHLD
NTY. ARIFICHEBHAPDTY,

432Xk CH@R
AN=FHAY 1 EqEq

i
|





item/image/p159.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p071.jpg





item/image/p195.jpg





item/image/p025.jpg





item/image/p221.jpg





item/image/logo-fan.png





item/image/p109.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序章



		プロローグ



		一　調子に乗る勇者



		二　南の女王



		三　もう一人の男性騎士



		四　恋する乙女たち



		五　新たなる神喰



		六　真鎧霊装と獣騎化神



		エピローグ



		あとがき



		奥付











item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg
\ 4 Ty

......,..... Pl [, :
(#6308 NG | BHLSI0N2: | Al wwmﬂ ‘
= : \\.,_ f | 4 [ u@ﬁrlm





item/image/k003.jpg





item/image/p217.jpg





item/image/p051.jpg





item/image/p249.jpg





item/image/p004.jpg
> HIR (Do)

AERSGLUIIE DM &I o TOBRICS V70 STV %3 7% Al
SO LEVIRY RS B L bk,

»HRSLN (Has]

SRS BV A RO R —WRE T RO TEI R LIRS 517 5.
557 7RSS OREAY B E k5.

PEEER (e47)

RO 2RO 2R AR D T T2 SV, AL § 52— WIS
W B RRICL 72 RS LI ko TR % B,

4 r

HMShAARDT7— 8 22 DICH LR 725 RSB 2
EHRTERVEE DT OADIEN 0

»BRE A 13<e3ne<]

AIRDOFEOR NG SR E M T B LICE > TAMDRISEHTLHTE
BRI TEBHE—D)ITH S,

»SERERTE (v p<TETB]

TERLEDHBIFFHR TSN BIMEL A BT LT R il R
DO KIEDFEE T e oTze

yJPYI=AEE

FERAKEOHPLICHEL xS BRI POB L RHOHTOHHH,
F—2ROBHEETFON T 5o

NI AREHLTE

) L= RS Ao LS5 L A B O B THY B LD
RBIHKEORTHIRS Thbo

rEEBEER (rr2v44]

SRR S Z D)% RN U TR Je B O MBI L2 Lz
TORHIRDOLEIFBIT 720 FRICIEE>TOERY,






